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序 文

本市の市民憲章は，昭和52年11月3日に制定され，その中で「学ぶ心と

歴史遺産を大切にして文化の豊かなまちをつくりましょう」と唱っていま

す。

また，昭和59年度に策定された長岡京市新総合計画の 5つの将来像の中

では，れさまざまな文化に出会える成熟したまちグを設定しております。

本市の文化財行政推進に当っては，これらの基本理念に基づき今日まで鋭

意努力を重ねてきました。

その一環といたしまして，昭和57年度に財団法人長岡京市埋蔵文化財セ

ンターを設立し，発掘調査体制の充実を図るかたわら，昭和59年には長岡

京遷都1200年記念事業として長岡京市立埋蔵文化財調査センターを建設し，

昭和60年10月1日にその調査センターに収蔵されている出土品を一般市民

に公開するなど、丈化財を広く市民文化の向上に役立てるための施策を推

し進めてまいりました。

本書は，昭和60年度中に教育委員会が直営で実施した国庫補助事業の調

査成果を掲載しました。その内容としましては，古墳時代後期の群集墳で

ある七ツ塚古墳群第 5号墳にかかる調査と長岡京跡および勝龍寺・光林寺

の調査等であります。

これらの調査成果は，今後，本市の歴史を解明する上で貴重な資料とな

るとともに広く市民に活用されれば，幸いと考えております。

最後に調査実施にあたり，種々ご指導ご協力をいただいた諸先生方なら

びに土地所有者，また関係者各位に紙上をお借りし，心よりお礼申しあげ

ます。

昭和61年 3月

長岡京市教育委員会

教育長湯浅成治
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凡 伊リ

1，本冊は，昭和60年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長法寺七ツ塚古

墳及び長岡京跡の発掘調査の概要報告である。

2，上記の調査地は付表1のとおりである。その位置は第 1図に示した。

3，長岡京跡の調査地の次数は，長岡京跡左京，長岡京跡右京ごとに通算したものである。調

査地区名は，高橋美久二「長岡宮跡昭和51年度発掘調査概要J(京都府教育委員会『埋蔵文

化財発掘調査概報 (1977).1昭和52年)による小字名をもとにした地区割に従った。

4.長岡京内の条坊名は，山中章他「第126図長岡京条坊図J(向日市教育委員会『向日市埋蔵

文化財調査報告書』第 8集1982年)による呼称に従った。

5，各調査報告の執筆者は，各章のはじめまたは文末に記した。

6，本書の編集は長岡京市教育委員会管理課 中尾秀正が担当した。

7.現地調査および、本書作成に至るまでの整理・製図作業には下記の方々の御協力を得た。

〔調査作業員〕 岩崎又男・岩岸三郎・田中寅吉・高橋治ー・中村正雄・天野菊次郎・麻回

安太郎・井本千代治・佐藤昭三・池末安秀・広沢勝己

〔調査補助員・整理員〕

島田吉男・花村 潔・山田 剛・小島絢子・渡辺美智代・鈴木芙美子・岩

川絢子・前田明美・桂光良・青木也寸志・戸川隆史・田中智紀・木村弘

子・赤木 恵・大久保泰江・小田昌子。田中佐知子

付表~1 本書報告調査一覧表

調査次数 地区名 所在地 土地所有者 調査期間 調査面積 イ庸 考

長法寺七ツ塚 長岡京市長法寺 1985.4 .20 m' 現地調査 1983.10.24-

古墳群第 1次調査
7ANJKK 

北畠21番
佐藤久夫 450 1983.12.28 

-1986.3 .31 長岡京跡右京第138次調査

長岡京跡 長岡京市東神足 側ハヤン 1985. 4.20 現地調査

右京第168次調査
7 ANMK I 803 1984.5.25-

二丁目15 建設工業 -1986. 3.31 1984.8.30 

長岡京跡 長岡京市東神足 光林寺住職 1985. 9. 3 勝龍寺城跡

7 ANMK 1-2 
二丁目 6-15 -1985.10.10 

110 
光林寺神・足徳遺勝跡(祥)寺右京第207次調査 木本弘昭

長 岡京跡 長岡尽市井ノ内 1985.11.25 

右京第213次調査 7ANGKT 頭本3-3他
長谷川弥一 一1985.12.24 360 



III 

長岡京条坊復原図(平城京型復原)

第l図 本報告発掘調査地位置図
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図版目次

巻頭図版 1 (1)勝龍寺城跡全景

巻頭図版 2 (1)神足古墳全景

(2)勝龍寺城の土塁・空堀残存状況

(2)神足古墳主体部の遺物出土状況

(3)神足古墳と勝龍寺城土塁(S A 16303)の盛土断面

巻頭図版 3 (1)勝龍寺城堀跡(溝SD 16305A)出土壷 (2)神足古墳主体部出土遺物

巻頭図版4 (1)光林寺火葬墓群 (2)火葬墓出土骨壷

長岡京跡右京第138次 (7ANJKK地区)調査

図版 1 (1) 七ツ塚古墳群遠景 (1983年，側京都府埋蔵文化財調査研究センター撮影)

(2) 七ツ塚古墳群全景 (1946年，米軍撮影)

図版 2 5号墳と周濠SD 13801検出状況 (1983年，京都府埋蔵文化財調査研究センター撮

影)

図版 3 (1) 6トレンチ全景(西から，完掘後) (2) 6トレンチ全景(南から，完掘後)

図版 4 (1) 周濠SD 13801全景(西から，調査中)(2) 周濠SD 13801の遺物の出土状況

(北から)

図版 5 (1) 1トレンチ全景(東から)

図版 6 (1) 3トレンチ全景(東から)

図版 7 (1) 6号墳全景(南から)

(2) 2トレンチ全景(西から)

(2) 4トレンチ全景(西から)

(2) 6号墳墳丘断面(西から)

図版 8 出土遺物その 1 (土墳SK 13805・周濠SD 13801) 

図版 9 出土遺物その 2 (周濠SD 13801・溝状遺構SX13803 . 3号墳採集)

図版 10 出土遺物その 3 (7号墳採集)

長岡京跡右京第163次 (7ANMK!地区)調査

図版 11 (1) 溝SD 16305検出の第 2・3・4トレンチ全景(北東から)

(2) 溝SD 16305-(B)全景(第 3トレンチ南から)

図版 12 (1) 溝SD 16305一(2)全景(南から) (2) 溝SD 16305断面(第 2トレンチ南断面)

図版 13 溝SD 16305出土土師器皿

図版 14 溝SD 16305，空堀 SD 16302出土土師器皿

図版 15 (1) 轄誼札 (2) 墨書土器(1)

(3) 墨書土器(2)

図版 16 瓦器，土師器
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図版 17 溝SD 16305(A)出土唐津焼

図版 18 溝SD 16305(B)出土唐津，信楽焼

図版 19 溝SD 16305(C)出土唐津焼

図版 20 溝 SD 16305出土瀬戸焼系陶器

図版 21 空堀から出土した国産陶器(j頼戸，唐津，京焼)

図版 22 溝 SD 16305(A)・(B)出土染付

図版 23 土塁・空堀出土の染付，白磁

図版 24 (1) 輪入磁器 (2) 緑利陶器

(3) 小型製品 (4) 近世軒丸瓦

図版 25 (1) 平安時代須恵器 (2) 平安時代土師器

(3) 神足古墳出土須恵器蓋王手

図版 26 古墳時代須恵器，土師器

図版 27 (1) 弥生土器 (2) 磨製石剣

図版 28 (1) 鉄製槍先 (2) 鉄製直刀

(3) 青銅製品

長岡京跡右京第207次 (7ANMKI-2地区)調査

図版 29 (1) 第W期遺構全景(南から) (2) 池 SG 20703 (南から)

図版 30 (1) 第III期遺構検出状況全景(南から)(2) 第III期遺構完掘状況全景(南から)

図版 31 (1) 火葬墓SX20732全景(東から)

(2) 寛永通賓出土状況(火葬墓SX20732北西端)

(3) 唐津焼出土状況(火葬墓SX20732北西端)

(4) 元祐通賓出土状況(火葬墓SX20732中央)

(5) 火葬墓SX20719全景(西から) (6) 骨査出土状況(火葬墓SX20719中央)

(7) 火葬墓A列群の細部

(8) 火葬墓骨出土状況(火葬墓SX20731中央)

図版 32 (1) 火葬墓SX20715全景(東から) (2) 火葬骨出土状(火葬墓SX20715中央)

(3) 火葬墓SX20727全景(西から) (4) 火葬骨出土状況(火葬墓SX20727) 

(5) 火葬墓SX20729全景(西から) (6) 火葬骨出土状況(火葬墓SX20729南端)

(7) 火葬墓B例群の細部 (8) 納骨器出土状況(火葬墓SX20717中央)

図版 33 (1) 火葬墓SX20706 (北から) (2) 骨壷出土状況(火葬墓 SX20726) 

(3) 火葬墓SX20709(東から) (4) 蔵骨器出土況(火葬墓SX207209) 

(5) 火葬墓SX20708 (西から) (6) 石仏出土状況(火葬墓 SX20708) 
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(7) 火葬墓C列群の細部 (8) 一石五輪塔出土状況(火葬墓SX20708) 

図版 34 (1) 第II期遺構全景(南から) (2) 第I期全景(南から)

図版 35 (1) 土葬墓SK20738 (南から)と頭骨，副葬品出土状況

(2) 寝棺墓群(西から)， m土葬墓SK20741，凶土葬墓 SK20759 
図版 36 (1) 土壌SK20736 (東から) (2) 土壌SK20742 (東から)

(3) 土壌 SK20758 (北から) (4) 土壌SK20743 (北から)

(5) 整地盛土と第 I期落ち込み(トレンチ東壁)

(6) 整地盛土と火葬墓A列群の土層(トレンチ南壁)

(7) 墓道整地層(トレンチ西壁) (8) 土壌SK 20761土層(トレンチ北壁)

図版 37 第N期遺構・包含層出土遺物

図版 38 第W.III期遺構・包含層出土遺物

図版 39 第III期火葬墓出土遺物

図版 40 第III期火葬墓出土納骨器

図版 41 火葬墓出土土師器皿(1)

図版 42 火葬墓出土土師器皿(2)

図版 43 (1) 第II期土墳出土土師器皿 (2) 長岡京期の遺物

(3) 刀子の線刻画部分

図版 44 (1) 伏見人形 (2) 陶磁器片

図版 45 (1) 古貨幣と万子 (2) 火葬墓SX20715出土金属器

図版 46 土葬墓 SK20738出土頭蓋骨

長岡京跡右京第213次 (7ANGKT地区)調査

図版 47 (1) 調査地全景(南西から，調査前) (2) Aトレンチ全景(南から)

図版 48 (1) Bトレンチ全景(上層，南東から)(2) Bトレンチ全景(下層，南東から)

図版 49 (1) Aトレンチ溝SD 21301 (北西から)

(2) Aトレンチ束壁南端の土層堆積状況(西から)

(3) B卜レンチ西壁の土層堆積状況(東から)

(4) Bトレンチ南壁の土層堆積状況はじから)

図版 50 (1) 出土遺物(その 1) (2) 出土遺物(その 2) 
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第一章 長法寺七ツ塚古墳群第 1次調査概要

長岡京跡右京第138次(7ANJKK地区)調査概要

はじめに

1 本報告は， 1983年10月24日から12月28日まで，長岡京市長法寺北畠21において実施した長

岡京跡右京三条四坊十四町・西四坊第二小路推定地および長法寺七ツ塚古墳3・4・5号

墳の発掘調査に関するものである。なお当古墳群の性格を明らかにするために，この調査に

先だって昭和56年度に実施された 6号墳の緊急調査の成果および3・7号墳出土遺物につい

て合わせて収録した。

2 本調査は，長法寺七ツ塚古墳3・4・5号墳聞を開発する計画が起ったため，これらの

古墳の保護対策を講じるための資料を作成する目的で実施した発掘調査である。

3 調査は，長岡京市教育委員会が主体となり，国庫補助事業として実施した。現地調査は長

岡京市教育委員会社会教育課(現管理課)文化財係中尾秀正が担当し，整理報告は(財)長

岡京市埋蔵文化財センターに調査員の派遣を依頼し，原秀樹が行った。

4 調査実施にあたり，土地所有者である佐藤久夫氏，資料置場・飲料水を提供していただい

た佐藤友彦・立国怜・真柴勝昭の各氏，地元の武本健治氏ほか近隣土地所有者住民の方々

から種々のご協力を得た。また，現地調査から本報告に至るまで，京都文教短期大学教授中

山修一・大阪大学教授都出比呂志.(財)京都市埋蔵文化財研究所丸川義広・上村和直・京都

市埋蔵文化財調査センター北田栄造・平安高校教諭萩本勝の各氏ほかから貴重なご教示をい

第2図 発掘調査地位置図
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2遺跡の環境と過去の調査

ただいた。さらに遺物写真は， 7号墳のものを元文部技官高橋猪之介氏に，その他を(財)京

都市埋蔵文化財研究所牛嶋茂氏等に撮影・指導していただき，航空写真の一部は(財)京都府

埋蔵文化財調査研究センター撮影のものを提供していただいた。

5 本報告の編集は，原，中尾が行い，執筆は 1一中尾， 2の一部一山本輝雄，それ以外を原

が行った。

2 遺跡の環境と過去の調査

古墳の立地 七ツ塚古墳群は，長岡京市北西部にある長法寺集落東側の水困の中にあり，

東西ー列にほぼ、30m間隔で7基の古墳が並び¥西から順に l号・・・ 7号墳と呼称されている。

この古墳群は，西方にある西山山地の山裾に展開する下位段丘面に形成された扇状地上に立地

し，南側の谷状に入り込んだ緩扇状地と北側の開析谷にはさまれた舌状を呈する小高い台地上

に築遣されている。標高は51-45.5mを測る。近年宅地開発により， 5 -7号墳の周囲は住宅

地となり，一望できなくなってきている。

周辺の古墳 七ツ塚古墳群の背後の山中は，市内でもっとも数多くの古墳が築造された地

域である。前期の古墳には，本市で最古とされる南原古墳がある。この古墳は，平地を望む尾
(1) 

根の頂部に築かれ，これまでの数次の発掘調査で4世紀後半の前方後方墳と判明した。前期末

ないしは中期初頭の古墳として，南原古墳の東隣の南原東1・2号墳やこの北約 1kmに直経約
(3) 

30mで粘土榔の埋葬施設を有するカラネ方、岳2号墳がある。これらの前期~中期初頭の古墳

はこの地域の古墳時代の首長系譜を解明する上で重要な古墳と考えられている。それ以降，後

期までの古墳はほとんど確認されていない。後期に入ると多くの群集墳が築造され，古墳の密

集地となる。南原古墳群(6基)・大原古墳群 (25基)・野山古墳群(3基)・稲荷山古墳群(3 

基)・走回古墳群(3基)・中山古墳群(2基)・カラネガ岳古墳群(3基)といった横穴式石
(4) 

室をもつものや，芝12号墳・光明寺古墳・北平尾古墳など陶棺を伴うものなどがあり，当地域

の古墳時代後期を特徴付けるものになっている。なお，昨年には南原古墳の東側斜面において，
(5) 

農道敷設工事に伴って 5世紀前半と推定される埴輪円筒棺が出土している。

一方平地には，後期の前方後円墳や円墳が築造されている。既に消滅した古墳(細塚古墳・

薬師堂古墳など)もあり不明な点が多いが，今里地区の南西部で舞塚古墳・舞塚第 2号墳とそ

の南西約250mの今里大塚古墳の 3基が確認されている。舞塚古墳は周濠をもっ全長約50mの帆
(6) 

立貝式の古墳で人物埴輪などが出土し， 6世紀前半の築造と推定されている。また今里大塚古

墳は，巨石を用いた横穴式石室と周濠を有する直径約45mの大規模な円墳で 6世紀末ごろの築

造と推定され，舞塚古墳とともに，この地域の首長系譜上にあるものと推測されている。

過去の調査 七ツ塚古墳群は，昭和 7年に 7号墳で村道工事に伴う土採り作業中に，主体

部付近から出土した台付子持装飾壷など須恵器類の一部が植田小太郎氏によって紹介され世に



三三三緩扇状地

欝段丘面哨崎 段正中位

間 務崖錐

1 七 y塚古墳群

2 南原古墳

南原古墳群

稲荷山古墳群

5 走回古墳群

6 大原古墳群
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7 野山古墳群

8 中山古墳群

9 カラネガ岳古墳群

10 細塚古墳

11 舞塚古墳

12 今里大塚古墳

第3図 周辺の地形と古墳の分布(地形分類は日下雅義氏の原図による)( 1 /2000) 

(7) 

知られるようになった。その後昭和42年に京都府教育委員会実施の地形測量により，初めて墳
(8) 

丘の規模や墳形などが明らかにされた。

東西に並ぶ7基の古墳は，いずれも水田耕作等のためかなり原形を損なっており，比較的原

形を保つ 4・5号墳は直径17-18m，高き 3-4mの円墳であると推定された。なお，この 4・
(9) 

5号墳と合わせて 3号墳は，江戸時代の長法寺村領地絵図によると，他の古墳と比べ規模が大

きく描かれており，築造当初の姿を今日に伝えているものと思われる。また， 3号墳から耕作中

に出土した須恵器類の報告が西岡巧次氏によってなされ， 7号墳lと同様に 6世紀中頃と考えら

れjj。しかし，その後も本格的な発掘調査は実施されず，古墳群の構造 性格などはまだ明ら
かにされていなし、。ただ， 6号墳において，駐車場拡幅によって墳丘の一部が削平された際に，

墳丘測量および断面観察が行われているのでここに合せて報告しておく。

七ツ塚B号墳の調査(第 4・5図) 昭和56年 2月， 6号墳の一部が削平を受けていると

し、う市民からの通報が市教育委員会にあった。直ちに職員が現地に赴き，破壊の状況を見聞し

たところ，墳丘の西側が長さ約7m，幅約1.5mの範囲で削平されていること，幸いにも埋葬

主体にまで破壊が及んでいないことなどを確認した。この事態を重視した市教育委員会では，

京都府教育委員会にその旨を連絡し，善後策について協議した結果，無届出で古墳破壊を行つ
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た土地所有者に対して厳重に注意し，旧状に復元するよう求めるとともに，削平部分について

は緊急の調査を実施することになった。調査は，墳丘の地形測量と盛土の断面観察を主たる目

的とし， 2月18日から20日までの 3日間を費した。以下，調査で明らかとなった事項について

略述する。

まず，墳形は径約 9m，高さ約 2m程度の円墳であると考えられているが，標高47m以上の

等高線をみると，東および北側が直線的であり， 3・5号墳と同じく方墳である可能性も考え

られないわけではない。ただし，墳丘裾部の基底線がかなりの部分で削平されており，周j豪の

有無も未確認で、ある現段階においては，円・方いずれの墳形であるのか確定し難く，将来の詳

細な調査を待って判断したい。

次に，墳丘の盛土は， 10-40cmの表土(腐葉土)下に，約 1mほど残存していた。これは，

平されており，しかも墳丘西側の断面による

木の根や後世の撹乱穴によって少なからず削
Y=-28，810 

ものであって，中央部での盛土はもう少し厚

いものと推察される。盛土は，赤褐色ないし

貰褐色粘質土の地山上に，暗灰色の腐食土と

地山を削った土を交互に積み上げており，上

部ほど各層の厚き(5 -10cm)は細かい。予

のことは，盛土の構築工程を探る上に重要で、

あろう。また，遺物は，撹乱穴から須恵器と

瓦器の細片，および盛土中から少量の土師器

片が出土しているものの，古墳築造の年代を

知る手がかりとなるほどのものではない。

なお，葺石および埴輪などの外表施設は，

まったく認められなかった。

-)<=-118，390 

Y=・28，800

。 5rn 

第4図 6号墳墳丘測量図(1/20) 
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3 検出遺構

本調査を実施するに先立ち，事前に遺構の有無を確認するため4・5号墳聞に 2X14mの試

掘トレンチを設定した。その結果， 5号墳の周濠と考えられる幅3.5m・深さ0.3mの溝を検出

し，さらにこの溝が墳丘の西側全体にのびることが予想された。遺物は少片が出土したのみで

あった。試掘調査は，昭和58年 7月22日-8月1日の延べ 8日間行なわれ，図面と写真撮影終

了後シートをかけて後日の本調査に備えた。

本調査は，試掘調査の結果より 5号墳の周濠の全面調査と，墳丘北側の周濠の有無，および

3・4号墳の周濠の有無を確認するために調査予定地内に各々 6ヵ所のトレンチを設定した。

調査は，全て人力による排土作業を行った。遺構はおもに耕作土・床土を除去した地山面で検

出された。地山は黄褐色土，又は責褐色砂喋層となっている。以下，各トレンチにおける調査

と各遺構の概要について述べていきたい。

1・2トレンチ 3号墳の北側に設定したトレンチである。トレンチは台地の縁辺部に位

置し，北側に比高差約 2mの崖がある。遺構は，当初期待した 3号墳の周濠は検出されず，南

側の畦畔下でこれと平行する深さ0.1mの溝 1条，北側で現地形に沿って北へ傾斜すると思わ

れる不整形な落ち込みが検出された。いずれも調査地外へのひ、るためその規模等は不明である

が，土取りや耕作に伴うものと考えられる。遺物は出土していない。なお，遺構の検出面はい

ずれも地山面で，標高28mを測る。

3・4トレンチ 5号墳の北側に設定したトレンチである。遺構は， 3トレンチで溝SD

13802と溝状遺構SX13803を 4トレンチで溝SD 13802と同様に北側へ落ち込む溝をそれぞ

れ検出した。とくに 4トレンチで確認した溝は，出土遺物がないためその時期は明らかにし得

ない。ただ埋土である黄灰色粘質土は，他の遺構に比べて土が軟かししかも 1・2トレンチ

の北側で検出した不整形な落ち込みの埋土と類似することから，土取りや耕作に伴って掘られ

たものと考えられる。このことから 5号墳に関連するものとは考え難い。なお，地山面はいず

第7図 試掘調査地全景 第8図 周濠の調査風景



8検出遺構
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第9図検出遺構図(1/20) 



長法寺七ッ塚古墳群第1次調査 9

れも現存する 5号墳の墳丘裾から北に向かつて緩かに落込み，標高46.4-45.8mを測る。

5・6トレンチ 4・5号墳の聞に設定したトレンチである。地山面はトレンチ中央の平

担部で標高47.2mをi&IJ1) ，北東および南東方向に緩やかに傾斜する。この傾斜が埋まって現在

のような平担地となるのは，出土遺物から中世以降と考えられる。 6トレンチで検出された遺

構は，試掘調査で一部確認していた 5号墳の周濠SD 13801および、これを中世に開削した溝の

他に溝SD 13804・土墳 SK13805がある。また 5トレンチでは，周濠SD 13801を開削した溝の

つづきを検出した。これらの遺構はすべて地山面で検出されている。なお， 6トレンチでは，

4号墳に伴う周濠等の遺構は検出きれなかった。

次に 3・6トレンチで検出された各遺構について述べていきたい。

周濠SD13801 (第日・ 10・11・12図) 6トレンチ東側で検出された 5号墳に伴う周濠で

ある。この周濠は，中世に開削された溝によって改変され当初の形状をとどめておらず，その

平面形は，墳丘の外側が外方へ張り出した形をしている。周濠の中央付近では，墳丘から外側

に向かつてのぴる凸状の高まりと中世の開削溝に分断された細長い島状の高まりが残され

ていた。これを断面観察等から復元すると 9 当初の周濠は， 5号墳墳丘側でほぼ直線的に，反

対側はゆるやかに弧を描き，北端と南端の傾斜面で浅くなり途切れていたと考えられる。しか

も，中央付近の高まりは，周j豪を築いた当初は掘り残され，陸橋部になっていたことが明らか

となった。また，この溝は，周濠を縦断して台地の裾へのぴ， 3・5トレンチまで続いていた

l-
B 

l-
c 

L 
A A' 

c' 

0' 

第10図周濠SD 13801土層図(1/40) 

l;47.3m 

日'

l 暗灰褐色砂泥
2 黄褐色砂泥
3 淡茶灰色砂泥(地山ブロンク混)
4 茶灰色砂泥
5 賞灰色砂泥
6 暗茶灰色砂泥
7.灰褐色砂泥
8.濁褐色砂泥
9.淡灰色砂泥(灰層含む)
10 暗黄褐色粘質土
11 黄灰褐色粘質土
12 黄褐色粘質土(地山に類似)
13 暗褐色粘質土
14、暗茶褐色砂泥
15 暗賞褐色砂泥

口中世の開削溝

2m 



10検出遺構

第11図 Cライン断面写真 第12図 Dライン断面写真

ことが判明した。その開削の時期は，溝から周濠内に残された土器とともに13世紀前半の特徴
(11) 

をもっ瓦器摘が出土していることから，ほほ、近接する時期と思われる。遺物は，土師器・須恵

器・瓦器・花商岩の小片などが出土した。

また陸橋部の中央やや南東寄りで検出された柱穴は直径0.2m，深さ約0.2mを測る。この柱

穴には遺物がなく，その時期・性格は明らかにし得ない。

溝50138日2(第自国) 3トレンチの北端で表土直下より検出された。幅は0.9m以上，

深さ0.5mをはかる。埋土は淡貫灰色土である。遺物は土師器と須恵器が出土した。当初遺物

が出土したことから遺構と考えたが，層位的に新しく 1・2・4トレンチの北部で検出された

落込みと同様のものと考えられる。

溝状遺構5X 13803 (第自国) 3トレンチの地山面で検出され， 5号墳の裾からはほ真北

に向つてのぴていく。長さ4目8m以上・幅約1.5-2.2mで最も深い所で約 1mをはかる。遺物

は土師器と須恵器が少量出土しており，この中には周濠SD 13801から出土した器台の脚部と

同様の破片が出土している。埋土は基本的に 4層からなり，遺物はおもに第 2・3層から出土

した。

溝SD13804(第自国) 6トレンチ南部のなだらかに傾斜する地山面で検出された東西方

向の溝である。西から東に向かつて徐々に深く，幅も広くなる。東壁部分では幅約1.1m .深

さ約0.2mをはかる。埋土は暗灰色砂質土である。遺物は瓦器の細片が出土した。層位的に，

周濠SD 13801が埋没した後で掘られたものである。

土墳SK138D5(第 9図) 溝SD 13804と同じく 6トレンチ南部の地山面で検出された。

長辺0.7m'短辺0.5m.深さO.lmをはかり，埋土は地山に類似する黄褐色粘質土である。遺

物は躍が一点だけ出土している。



X=-118，400 

E 
寸

X=・118，395

九
叩

∞
 

。心

@' 

d'o 

口
む

。
同れη5も
ず帯。;?d門主旬、

千弘、OC同 qもてifz喝 p
d主 力会議。:O
~~:oら241\ 日
。bo口込仏 υ。?cv V 

----〆--一一一一ー)一一一 ------f 

------------_ _------
~一一 一一一一一一一一

。つ
/
ト
¥

一一ー一一戸ー一

但

"C> ロ

0
4
 Aν 
。

口
ーてて二コ乙

σ 

。q

Y=-28，855 

持D
0[，込!?~ D<:6 
6T ~ 
b 

山ムLFJJqt忍
p 砧;;~~二Lkdtfσよ口
¥空宇ぱき正母pob
:Tぬ却LP渋v
「皆川 。〆 白

込ζデぷコ島、口

叫

目
的
ト
叶
H
J

く3

第13図

ロ

1m 

ロ θ

。

灰層

周濠SD 13801実測図

も



X=-118，3S0 

N 

/ 

…一戸こで ゴ弓品
6卜レンチ西壁 X"'-1 

L一一

l=47.5m L一一一

L 

20 褐色砂泥(地山崩壊土含む)

21 黄灰色砂泥

22 赤褐色砂泥(地山崩壊士宮む)

23 賞灰褐色砂泥

24 明褐色砂泥

25 賞褐灰色土

26. i亮黄灰色砂泥

27 暗賞灰色砂泥

28 明灰褐色砂泥

土層名

15 灰褐色砂泥

16 灰茶色粘質土

17 暗賛褐色砂泥

18 賞褐色砂1m

19 黄灰褐色砂質土

L 

土層名

1 表土

2 淡賞灰色土

3 賞褐色粘質土

4 淡茶褐色土

5 暗茶褐色土

6 茶褐色土(石を多〈含む)

7 茶褐色士

8 茶灰色土

9 灰褐色粘質土

10 淡褐色土

11 茶灰色土

12 賀褐色粘質土

13 淡灰褐色土

3~4 トレンチ土層名

l 耕土

2 床土

3 藁灰色粘質土

4 淡灰色粕質土

5.貰灰色土

一一 6 茶褐色粘質土

7 灰色砂質土

8 灰色枯質土(喫を多く含む)

9 黄灰色土

10 淡赤褐色粘質土

1 ~ 2トレンチ

2卜…レい一ン汁チ長揚移話媛揚而揚揚禄2

5L人ムー~ー「三LL寸~
iMW反物初川劇物研

6トレンチ東壁(周濠北側) X~-11B，385 X~-118，調。

VL 78 ! ? 十 26 27 25 一 一 | 

ド/コ干「一ι一 2初泡 一一てτ二二L一「寸乞蒲端弘みいい'70必~…ク∞仰似mラ臼叫仰夕弘仰る弘う

「 一一一ゴ1 王す扱疹多 疹勿務勿~///' 6引卜レンチ

〉易d勿~. 1 耕宇土

6トレンチ東壁周豪南側 匂物汐グ 2 床土

N Mt↑40535 日「410 3. i走茶灰色砂泥

l -1  1 寸 4 灰褐色開

にこ工二三三王寺号← 寸七二三Z三五三汁 5. ')H~ß lIÞlm (山壊土含む)
~努努ゑ勤務弱みξご二一 12 I 6 灰褐色砂質土

一一一川山川クラクク奴勿勿勿勿勿勿勿勿勿押ヲJ易ヲヲヲヲ?7ヲアヲヲラヲヲヲ長房勿方努努努ζ一一----'6_______ 一一← I 7 . 貰褐色土

切 川剛山刷物級協揚揚物 8. ilI'ilkfIJsli'T泥

9 黄灰色土

10 灰色砂質土

11.暗灰色砂質土(S D 13804) 

12 茶褐色砂泥

13 暗褐色粘質土

14 暗茶褐色砂泥

3トレンチ西壁

l=47.5m 
s N 

X~-11a，385 

酔邑東チ

m

N

ン

au

レ

6
一

ト

4
一

4

じ一

14 貰灰色枯質土

4m 。
調査地土層図第14図



長法寺七ッ塚古墳群第1次調査 15

4 出土遺物

今回の調査で出土した遺物は，土師器・須恵器・瓦器・陶器・染付・花両岩片などである。

これらの遺物の大部分は 5号墳の周濠SD 13801から出土したものであり，他の遺構から出土

した遺物は極めて少なし図示できるものも限られている。周濠は中世に開削されたが， 7世

紀前半代と後半代の遺物を多く出土している。七ツ塚古墳群についてはこれまで墳丘の発掘調

査は行なわれていないが，開墾・削平された際に出土した 3号墳と 7号墳の須恵器が紹介され

ており，今回は七ツ塚古墳群の築造時期の一端を示すこれらの遺物についても合せて掲載した。
(12) 

なお，器形分類については『平城宮発掘調査報告四Jに準拠した。

周濠SD13801等の出土遺物(第15・16・17・18図) 土師器・須恵器・瓦器・花開岩片

が出土した。これらの遺物はおもに陸橋部をはさんで一段深くなった開削溝の両側から集中し

て出土しており，部分的に灰層が認められる。遺物は土師器と須恵器が大部分をしめるが，前

者については全体に摩滅しており接合・実測できるものは極めて少ない。

須恵器は，杯H(杯身)・杯A.杯B・杯H蓋・杯G蓋・杯B蓋・壷F・壷K.寵・平瓶・高

不・躍・脚部片等が出土した。杯身(1 )は 6世紀以来の定型化した杯であり 1点のみ出土し

た。底部はわずかしか残っておらずへラケズリは確認されない。躍(2・3・5)は，頚部が

小さくすぼみ，口縁部もほぼ、体部径と同じである。器台脚部(7 )は， i蕃状遺構SX 13803か

ら出土した(6 )と同一器形と思われる。王手 G(8~10) と不 G 葦 (12~14)は，互いにセッ

トとして考えられるものである。 8~10は底部をへラ切りする。 12~14は内面にかえりを有す

る。 14は口縁部が下方に屈曲しており，内面のかえりもやや肉厚である。蓋 (11)は天井部が

。
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第15図遺構出土遺物実測図(1/4)
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37 

20cm 

20国

第17図 周濠SD 13801出土遺物実測図 2 36~38 (1/4)， 39 (1/6) 
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丸昧をもち，口縁端部は外反する。

短頚査の蓋になると思われる。王手

B蓋(15-18)は，内面にかえり

をもつもの (15) と， 口縁端部が

下垂するもの (16・17)がある。

15の内面のかえりは前代に比べて

小さくなり退化している。天井部

のつまみは，やや扇平な宝珠形つ

まみをもつもの(18) と，つまみ

の上半部が尖りぎみに突出するも

，J ごせt争型也、 40

トLJ41

只:三万2。

40-42ー溝状遺構SX13803 

43・44一周濠SD13801 
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第18図遺構出土遺物実視IJ図 (1/4)

の (17)がある。杯A(20-26)は25・26の底部を除き，各々体部と口縁部の形態が異なるが，

その中でも特に新しい要素として23・24は8世紀以降みられる定形化した杯の形態をもつもの

である。この中で21-23については 5号墳の墳丘裾部付近と考えられる 5トレンチ北端から

出土している。また， 23・24は杯Aとしたが王手Bの可能性も否定できないで、あろう。杯B (27) 

は高台のみの小片である。皿 (28)は小片であり口径・器高は不明である。壷F (30・31)は，

底部をへラ切りした平底の壷で球形の体部をもっと考えられる。壷K(32)は，外方へふんばる

高台を有する壷であるが，肩部が直線的にのび体部との境は鋭角的である。高杯 (33)は，平

底を呈する杯部と中位に段を有する脚部とからなる。聾 (37-39)は，口径から小型のもの

( 37) じ大型のもの (38・39)に分けられる。 39は1ヵ所からまとまって出土している。

土師器は，王手C・脚部片・言葉などが出土した。杯C (19)は，摩滅が激しく調整は不明であ

る。脚部片 (29)は，上部に杯がのると考えられ，接合面で剥離したものである。聾 (36)は，

長胴を呈する妥と考えられる。また，扇平で先端が上方へ屈曲する察の把手が出土している。

周濠が開削された時期については，周j豪の中央を縦断する溝の底から瓦器椀2個体が出土し

ており，その特徴から13世紀前半に比定される。花商岩片 (67)はほぼ12cm四方・厚さ 3-4

cmの破片で、上下と端面に加工痕をとどめる。色調は， i炎褐色を呈し平らな面の一方に火を受け

たと居、われる痕跡が残る。

溝状遺構SX 138日3出土遺物(第18図) 土師器・須恵器が少量出土した。須恵器は，王手B

蓋 (40) と，杯B (41)がある。 40は焼成が甘く，胎土は非常に脆弱である。 41は杯Bの蓋で

ある。土師器は，人面土器タイプの査B (42)が出土した。小片であるが，体部中位に成形時

の段を有する独特の形態である。人面や墨線は認められない。

土墳SK13805出土遺物(第15図) 須恵器がl点出土した。躍(4 )は，その特徴より周

濠SD 13801から出土した小型の曜と同時期と考えられる。当遺構の周辺には，これ以外に遺

物を含まない大小の掘込みが所々にみられる。この躍は遺構に伴うものではなく混入したもの



ミ易5
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ミよゴ47
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第19図 3号墳出土遺物実測図 (1/4)

lιィ-~~61

七二二え9戸干時弐62
〈ミヰ一月。

互に
。 20叩

第20図 7号墳出土遺物実測図(1/4)

長法寺七ッ塚古墳群第1次調査 19

66 



20出土遺物

と考えられる。

3号墳出土遺物(第19図) 墳丘の東半分を開墾した際に出土した須恵器である。全部で
(1自@

13個体あり， j:不・杯蓋・短頚壷・広口壷がある。これらの須恵器は，坪と王手蓋の特徴からみて
(14) 

概ね陶邑編年のTK10型式に比定される。しかし，杯 (49) と杯蓋 (53)については，他の個

体に比べて口径がやや小さし 49はたちあがりが低く内傾し全体に浅くなっており， 53は天井

部と口縁部の境目に回線がみられず型式的にやや新しいものである。同じく短頚査 (54-56)

についても， 54は肩部が張り底部はへラ削り調整のみである点から， 55・56より新しい要素と
(15) 

して識別される。

7号墳出土遺物(第20図) 昭和 7年に，村道工事に伴って削平された際に出土した須恵
(16) 

器である。全部で 9個体あり，不・ 1不蓋・高杯・短頭、壷・広口壷・台付子持装飾査がある。こ

れらの遺物は，杯 (58-60)・杯蓋 (61・62)の特徴から陶邑編年のTK10型式に比定される。

台付子持装飾壷 (66)は，査の胴部に小壷を 4個つけたもので，胴部中ほどに突帯を貼りつけ
(11) 

る。底部に脚部の接合痕をとどめる。このような壷は桂川右岸地域では，長岡京市マト塚(南
aro aro 

原古墳群第 2号墳)・同走回・向日市物集女車塚などから出土している。

5 まとめ

今回の調査では， 5号墳に周濠と陸橋部が付帯することが明らかとなり，なおかつ墳形に

ついても新たな知見を得ることができた。以下，本調査の成果を整理しまとめとしたい。

5号墳の墳形については，これまで径21mの円墳とされたが，周濠の輪郭が墳丘側でほぼ

直線的にのびることが明らかとなり，墳丘測量図とあわせて再検討した結果，ほほ一辺20mの

方墳になると判断される。周濠は，墳丘の北側と南側に設定した 3・4・5トレンチでは検出

されなかったことから墳丘全体を巡るものではなく，地形の高い西側に限って設定されたと考

えられる。また周j豪の中央に設けられた陸橋部は，墳丘と墳丘の外を結ぶ墓道としてつくられ

たものと考えられる。遺物はこの両側から集中して出土した。 3号墳については周濠は明ら

かではないが，墳丘の等高線からみて 5号墳と同じく方墳の可能性が指摘される。他は 4号墳

が円墳である以外， 1・2・6・7号墳については不明である。主体部は， 3号墳については

耕作時の聞き取り調査から木棺直葬と推定きれている他はいずれも明らかではない。

周濠とその局辺の遺構から出土した遺物には，不身(1 )と器台(6・7)など 6世紀代のコ

遺物がわずかに含まれている。しかし周濠の遺物は，大部分が7世紀中頃から後半にかけての

ものである。この中で須恵器杯G (8 -10)・坪G蓋 (12-14) と察 (37・38)はTK217型式

に比定きれ，脚部片 (29) と小型の蕗(2 -5 )についてもこれに伴うものと考えられる。他

の遺物については，おおむねTK48型式の範曙に含まれるものと考えられるが，王手B(23・24)

・王手B蓋(16-18)の壷F(31)についてはMT21型式に含まれる可能性も否定できないであ

ろう。本調査においては既述のごとく中世に開削されたために層位的に確認されなかった。
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5号墳の築造年代については主体部が未調査のため明らかにしえないが，当古墳群が従来

より 6世紀中頃の築造と考えられていることからすると周濠出土の遺物は隔絶したものとなる。。0) (21) 

この点について山城盆地において 7世紀に築造された旭山古墳群・醍醐古墳群・音戸山第 3・。2)
4 ・7・8号墳の規模と比べてみると，いずれも墳形は円(方)墳の径(一辺)が 6-15m程

度であり前代より縮小化しているのがわかる。これに対して 5号墳の墳丘は一辺20mと大き

しむしろ前代のものに近いと考えられる。従って墳丘の規模からみれば七ツ塚古墳群は 6世

紀代に順次築造されたと考える方が妥当であろう。また周濠から出土した遺物については，ほ

ほ、7世紀を通じて墓として認識されていたことを示唆するものと考えられる。

注 1) 都出比呂志「長法寺南原古墳第 3次調査概要」長岡京市教育委員会『長岡京市文化財調査報

告書』第11冊 1983年

2) 注l文献に同じ。

3) 岡内三真，和田晴吾，宇野隆夫「京都府長岡京市カラネカ、、岳ー・二号墳の発掘調査Jr史林』
第64巻第 3号 1981年

4) 吉岡博之・木村泰彦他「北平尾古墳発掘調査報告H長岡京跡発掘調査研究所調査報告書j第

1集 1979年

5) 遺跡パトロールにおいて発見された。詳細は『長岡京市埋蔵文化財センタ一年報」昭和60年

度 1986年 において報告される予定である。

6) 山口博「昭和57年度発掘調査略報J(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター「京都府埋蔵

文化財情報』第 7号 1983年

7) 植田小太郎「京都府乙訓郡七ツ塚出土の小士甘飾付壷Jr史想、』第 9号 1958年
8) 京都府教育委員会「向日丘陵地周辺遺跡分布調査概要Jr埋蔵文化財発掘調査概報j1968年
9) 長法寺在住，佐藤久夫氏所蔵。

10) 西岡巧次「長法寺七ツ塚古墳出土の須恵器Jr京都考古』第 9号， 1974年。
11) 橋本久和『上牧遺跡発掘調査報告書』高槻市教育委員会『高槻市文化財調査報告書』第13冊

1980年

12) 奈良国立文化財研究所学報第26冊 1975年

13} 保科幸利氏所蔵

14) 田辺昭三「陶邑古窯祉群j 1 平安学園考古学クラブ 1966年

田辺昭三「須恵器大成』角川書庖 1981年

15) 本報告に再掲載した中でスケールをMにし， 45，50の実測図を差しかえ，土器観察表に一部加

筆した。本報告書の番号との対称は， 1→50， 2→45， 3→51， 4→46， 5→48， 6→49， 

7→52， 8→47， 9→53， 10→55， 11→57， 12→56， 13→54である。

16) 京都府教育委員会保管

17) 京都大学文学部『京都大学文学部博物館考古学資料目録]第 2部 1968年

18) 本村豪章「古墳時代の基礎研究稿ー資料編(1)-J r東京国立博物館紀要j第16号 1981年
I的 新納泉・宮原晋一他「物集女享塚古墳」向日市教育委員会『向日市埋蔵文化財調査報告書』

第12集 1984年小片のため器形は不明である。
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付表2 長法寺七、ソ塚古墳群出土遺物観察表 周濠SD 13801 (備考に注記のないもの)

器種 器形
法 量

番号 器形的特徴
口径cm 器高

手法グ淘特徴 胎 土 焼成 色調 {蒲 考

( 5.6) 2 I ~口頭部はフッパ状にひらく。 0内外面ヨコナデ。 長石、石英微 やや 淡灰色 頭部のみ残存
0頭部に 2条の沈線を有する。 粒子含む。 軟質

0体部は丸みをもち、肩部に凹 0底部は時計四 1)のへフ削りの O.1-5mm大の 良 決灰色 % 
9.6 ( 7.4) 3 線を有する。 後ヨコナデ。 長石、チャ

0内外面はヨコナデ。 トを含む。

II 
体

0口頭部はフッパ状にひらし o頭部にしぼり目が残る。 長石、チャー 堅徹 暗灰色

8.4 (10，4) 
4 I ~口頭部と体部に凹線を有する。 0底部は逆時計四りのへラ削 トを多量に含 S K 13805 

音日 0体部に穿孔した粘土塊を残す。 む。 出土
0口縁部から体部ヨコナデ。

3頁
径 o頭部と体部に凹線を有する。 o頭部かわ体部はヨコナデ。 長石、チャー 軟質 淡灰色

8，2 ( 9.4) 5 
0底部は上半部を右回りのへラ ト、石英微粒
自Ijリ。下半部は不定方向のへ 子を多量じ含
ラ削り。 む。

器台
0外面にカキ目的後波状文 0内外面ヨコナテ。 織密3mm大の 堅徽 灰色 S X 13803と
7 10透しは方形で4方向にあけるロ 砂粒を含む。 同一器形

王手 0たちあカ去りは低〈、内傾する。 0底部は自然粕が付着する。 長石、石英チ 竪撤 暗灰色 ち4
10.2 ( 3.6) l 0内外面ともヨコナデ。 ャ トの微粒

恵
身 子を多く含む。

坪 ( 1. 8) 8 1010の口縁端部は内側に肥厚す 0内外商ともヨコナデ。 長石、チャー 竪織 灰色 ya 
9.6 ( 1. 5) 9 る。 0底部はへラ切り後ナデ。底部 ト、石英の微 ~I被 灰色 % 

G ( 3.3) 10 0底部は平底状になる。 内面ナデ。 粒子宮む。 堅鍛 暗灰色 J1 

10.9 3.2 20 
0体部下半は稜をなし、口縁部 0底部はへラ切り。 長石、チャー 堅鍛 灰色 % 
は強〈外反する。 0内外面ともヨコナデ。 ト含む。

0体部は丸昧をもち、口縁部は 0底部はへラ切れ 軟質 淡灰色

12.5 3.6 21 
外反する。 0内外面ともヨコナデ。

器 0体部と底部内属曲部に沈線を
杯 有する。

0体部は外上方に直線的にのび 0底部はへラ切り。 チベート、長石 軟質 淡灰色 ya 
13.8 4.1 22 口縁部は外反する。 0内外面ともヨコナナ。 O.5-3mm大の

砂粒を含む。

A 14.6 ( 3.4) 23 0体部から口縁部は外上方に直 0内外面ともヨコナデ。 長石4mm大の 竪織 淡灰色 ya 
14.4 ( 3.1) 24 線的にのぴる。 砂粒を含むロ 堅撤 淡灰色 ya 

底 8.0 ( 1.2) 25 0底部は平底で体部は外上方に 0内面と体部外面ヨコナデ。 2 mm以下町石 堅徹 灰色 底部ya
のびる。 粒含む。

径 8.8 ( 1.3) O.5mm以下町 軟質 白灰色 底部%
26 石粒含む。

邦 底 O品台は下方へ垂直にのびるが 0内外面ともヨコナデ。 O.5mm以下町 堅鍛 淡灰色
8.5 (0.65) 27 端部はわずかに外方へふんば 0貼 1)付高台。 石粒含む。

B 径 る。

0天井部に沈線を有する。 0内外面ともヨコナデ。 長石、チャー 堅鍛 灰色 % 
蓋 9.5 3.0 11 0口縁端部は外反する。 。天井部はヘラ切リ後ナテ。 ト粒子を多量 短頭査の蓋か?

に含む。

9.4 ( 2.7) 12 0天井部中央に乳頭形のつまみ 0天井部はヘラ自Ijリ。 チャト、長 堅徴 淡灰色 y，外面は自然
土下 がつく。 石、石英の微 軸が剥離する。

11.0 3.5 13 0口縁部内面のかえりは端部よ
0口縁部から内面ヨコナデ。

粒子を含む。 竪鍛 青灰色 y， (12・14)。
G 

り下方にのびる。 0天井部内面に仕上げナデ(13)。

蓋 14 口口縁部は、下方に屈曲する 堅敏 淡灰色 小片
(14)。

14，5 ( 3.0) 15 0内面にかえりのつくもの(15) o天井部はへラ削り。 1 mm 以下の細 堅徽 明灰色 }ぜ外面は自然
蓋 と下垂するもの(16・17)があ 0口縁部から内面ヨコナデ。 石粒含む。 堅撤 淡灰色 f由カ争IJ離する。

17.6 ( 3.2) 16 る。 ト 2.5mmの石 堅鍛 暗灰色 天井部に溶着
0天井部のつまみは扇平なもの 粒含む。 堅敏 淡灰色 の痕跡あり。

B 15.8 3.9 17 (18)と尖リ気味のもの(17)カ1 (16・17) {K(l日
18 ある。 完形(1司

皿
28 
0口縁部はナデにより、わずか 0内外面Eもヨコナデ。 級密 堅撤 暗灰色 小片

A に屈曲する。 長石含む。

8.3 ( 2.2) 30 0底部は平底であるロ 0底部はへラ切に (31)は逆時 3 mm以下の石 堅敏 暗灰色 外面は自然粕
0体部は丸昧をもっ。 計回 1)。 粒含む。 が剥離する。

壷 9.2 ( 9.4) 31 口内外面ともヨコナデ。 2 mm以下の石 竪徹 淡灰色

底 粒含む。

0底部は外方へふんばる高台が 0内外面ともヨコナデ。 長石、チャー 堅鍛 淡灰色 %外面は自然
っし 0貼 1)付高台。 トを含む。 粕が剥離する。

径 12.5 (13.7) 32 0高古端部は上下に肥厚する。
0体部は鋭角的に屈曲し、回曲
部に沈線を有する。

両脚 0脚部はラ yパ状に広がり、開 0内外面ともヨコナデ。 密 O.5mrr以下 堅徴 晴灰色
4.8 ( 7，3) 33 部中央はに段を有する。 0脚部内成形には芯棒を用いて の石粒含む。

王手 径 0杯部大きく上方に屈曲する。 いる。

0口縁部は外上方に聞き、端部 0底部をへラ削り調整し、他は 堅織 淡灰色 口頭部は約M
10.8 (18，4) 34 

は内傾する面をなす。 ヨコナデ。 -%残存。
0口縁部に二条の沈線を施す。 体部• .Ys残存。

平 0体部はやや扇平な感じである。 底部完存。

0(34)より小型で、口縁部は大 0底部をヘラ自Ijl)調整し、他は 長石、チャ 堅織 青灰色 口頭部ほほ完
きく広かりラッパ状をなす。 ヨコナデ。 トの微粒子を 形。体部%。

瓶
7.9 14.1 35 

端部は丸くおさめる。 多〈含む。
0口縁部外面に一条町沈線を施
す。
0頚部には絞った痕跡が残る。
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法 量
器種 器形 番号 器形町特徴 手法の特徴 』古 土 焼成 色調 イ庸 考

口径cm 器高

0体部は丸〈、口縁部は直立ぎ 0体部外面は叩キ後、ナテ'ロ 4 mm以下のチ 堅徴 淡灰色 口縁 ys 

18.6 (12.1) 37 みに部聞く。 0口縁部内外面ともヨコナテ。 ャート、長石
0口縁は 0体部内商は叩キ後、ナデ。 含む。

須 32.6 38 
0口縁部は大きく外反し、端部 0口縁部内外面ともヨコナデ。 2 mm以下町石 堅鍛 灰色 口縁 % 
は肥厚する。 0外面はタテ方向の凝格子叩キ 粒含む。

羽主施、 0波状丈!::沈線を交互に二段に の後、頭部から体部中位にか
恵 30.2 54.3 39 施す。 けてカキ目を施す。 1 mm前後の石 堅換 淡灰色 体部上半部に l

0口縁部は短〈ゆるやかに外上 0内面は青海波町叩キ目を施 粒含む。 (自然紬 自然柑付着。

器
方に聞く。端部はやや肥厚さ す。 部分、濁 体部上半部と
せ稜をもっ。 0口縁部内外面ともヨコナデ。 結褐色)。 底部窯壁と恩
0体部から底部は丸味を帯びるロ われる破片が
。口縁部かわ体部上半が大きく 付着。
ひずんでいる。

0平担な底部と、外上方へのび 0磨滅しており調整不明。 赤色粒、雲母、 良 樟灰色 歪んでいる完

主手 9.0 3.1 19 
る口綾部からなる。端部は丸 チャート、長 形。

土
くおさめる。 石、石英世粒

子を多〈含む。

師 付年脚 ? 
0脚部はラ yパ状にひらく。 。磨滅しており調整不明。 2 mm以ー下町石良 淡黄灰色 脚%

( 3.5) 29 粒、石英粒、
チャート含む。

器 0強〈外反する口縁部を有し、 o頚部内面にハケメを施す。 赤色粒、長石、良 明褐色 口縁 % 
16.8 (.3 5) 36 端部は面をもっ。 0内外面ヨコナテ。 雲母、チャー

ト含む。

0口綾部は外反気味に終り、内 0内面はヨコナデ向後、時文を 1 mm以下の石良 灰黒色

13.9 5.3 43 
面に細い沈線を施す。 施す。 (43)は見込みにラセン 粒を含む。

瓦 域
0体部は内湾気味に外上方にの 状と思われる暗文を施す。
ぴる。 。(44)は、口縁部外面にも時文 1 mm以下町長 良 灰黒色 ys 残

器 14.0 ( 5.1) 44 0高台は断面三角形。 を施す。 石含む。 (一部褐
0外面は口縁部ヨコナデ、体部 色)
に指圧痕が残る。

溝状遺構SX13803 

t手
0体部・口縁部は外上方にのび 0内外面とも磨滅して不明瞭。 1 mm以下の小 軟質 灰白色 %残
口縁端部は丸い。 石砂粒須 14.6 5.6 41 
0底部端から垂直に下がる高台B 
を付し外側で接地する。

恵
0口縁部は直立し、端部は丸〈 0内面ヨコナデ。 1 mm月'J後の石 堅鍛 淡緑灰色 外面は自然粕
おきめる。 粒、長石、チ が剥離する。蓋 11.2 ( 1.5) 40 0天井部は平担で、口縁部との ャート含む。
境界はゆるやかである。

器
器

6 10断面ニ角形の凸帯を有する。
o上面の接合面は叩き目を有す o .1-3mm町長 軟質 淡灰色

台 る。 石含む。

土 壷
0口縁部は短〈外反し、端部は 0内面と口縁部外面ヨコナデ。 1 mm以下の石 良 糧褐色 粘土紐痕が明
上方につまみあげる。 o胴部外面指オサエ。 粒を含む。 瞭。

器師
15.4 ( 6.0) 42 

o胴部は、丸昧をもち、底部とB 
の境に段をもっ。

3号墳

12.6 5.5 45 0たちあがりはやや内傾しての 0底部はへフケズリで、他はヨ 砂混、大粒砂 軟質 灰色 (50)とセ yト
13.9 5.3 46 びるもの(45)(46) (47)( 49)と、 コナデ。 1昆 良 暗灰色 で焼7かれたら
12.8 3.8 47 短くやや水平にのびるもの 良 暗灰色 しく内面が淡

郎 13.4 4.8 48 (48)がある。 良 暗灰色 灰色。 (45)
12.6 4.2 49 0受部は外上方にのびるもの 軟質 暗灰色 (49)は他より

(45)(46)(49)と、水平にのび 口径が小さい。

身 るもの(47)(48)がある。
3頁 0底部は丸味をもつもの (45)

(46) (47) (48) と平らに近い
もの (49)がある。

14.6 4.9 50 0天井部と口縁部との聞に凹細 0底部はへフケズリで、他はヨ 砂粒多い。 軟質 灰色 (45)とセソト
14.7 5.3 51 をめぐわし、内湾しながら下 コナデ。 良 灰色

恵 王手 15.0 3.8 52 方にのびるもの(50-52)と、 良 黒灰色
13.4 5.0 53 稜の痕跡を残しながら垂直に 良 暗灰色 (53)は

蓋 下方にのびるもの(53)がある。 他より口径が
0天井部は上面平らのもの(50) 小さし、。
と丸昧を帯びるものがある。

器
6.8 9.0 54 0口頭部は内傾するもの(54)と 0底部は全体に丁寧なへフケ丈 徴省、 良 灰黒色

短 7.0 7.9 55 垂直に立ち上がるものがある。 リを施し、他はナデ。 砂混 良 暗灰色頚
9.0 8.0 56 0体部の張りが大き〈、底部も 0体部にカキ目を施す(55)(56)。 良 暗灰色査

丸くおきめる。

広 57 0体部は全体に丸〈仕上げる。 0体部にカキ目、底部は平行タ 砂混 良 灰色
口 タキ目が見られ、内面は荒い
査 青海波を施す。
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7号墳

器形
法 量

器種
口径cm 器高

11.7 5.1 
杯 12.6 4.6 

身
12.3 4.7 

14.1 4.9 

杯 14.45 4.6 

蓋

高 (底径) ( 7.1) 

杯
9.0 

短壷頚

7.7 8.9 

広
9.9 14.4 

口
査

8.8 (19.2) 
小査

台
4.2 

付

装飾

子

持

査

番号

58 
59 
60 

61 
62 

63 

64 

65 

66 

器形の特徴 手法的特徴 胎 土

0たちあがりは肉傾し、口縁端 0底部%をへラケズリ、他は内 長石、チャー
部は丸くおさめる。 外面ともヨコナデ。 ト、石英を含
0底部は丸昧をもっ。 む。

0目縁部は下方に下がるもの 0天井部%を時計回りにへフケ O.5-8mm大の
(61)やや下外方に下がるもの ズリ。 砂粒、チャー
62)があ凹児、端部は共に内傾 0天井部内面ナデ、他はヨコナ ト、石英、長
する浅い 面を成す。 ア。 石含む。
0天井部は丸味をおび、口綾部
との境に稜を成す。

0脚部は基部から下外方に下り 0脚部の透し部分にカキ目を施 長石細粒を含
裾部で凸面状を成す。
0方形透しが三方向に見られる。

し、他はヨコナデ。 む。

0口縁部は直立し、端部は内傾 0体部一底部外面逆時計回りの 長石、チャー
する。 ヘラケズリ。 トの微粒子宮
o肩は大きく張り、底部は丸い。 0体部へラケズリ後ナデ、他は む。

内外面ともヨコナデ。

0口縁部は直立気味に開〈。 0口縁部一体部ヨコナデのちカ 長石、チャー
0屑部は下外方に下り、屈曲し キ目を施すロカキ目は部分的 ト、里色斑粒
底部に至る。 にナデ消している。 含む。
0底部は丸い。 0底部は組いケズリ。

0口頭部は上外方にのび、内傾 0体部最大径部外国は、カキ目 精良
して端部内面に沈線が一条め の後軽いナデ。体部下半外面 長石町微粒子
ぐる。端部は丸い。 ヨコナテの後、部分的にノ、ヶ を含む。
0受部の下部に凸線を一条施し 目。
上段11本、下段7本町波状文 0他は内外国ともヨコナデ。
を施す。その下に竹管文(推 o小型の査接合部外面はナデと
定7個)を施す。 オサエ。

0他は内外面ともヨコナデ。
を四方に配す。その接合部下
部に三角の凸帯を張りつける。
0体部最大径部分にヘラによる
きざみ目を施し、その下にー
条町沈線を施す。
0三方透しの脚がつくと思われ
る。

20) (財)京都市埋蔵文化財研究所『旭山古墳群発掘調査報告.1 1981年

21) (財)京都市埋蔵文化財研究所「醍醐古墳群説明会資料J 1985年5月

焼成 色調 備 考

良好 淡灰色 (58)(60)に自
良好 淡灰色 然柑付着。
良好 暗灰色 (58)(59)は器

形の歪みが大。

良好 灰色
良好 淡青灰色

良好 濃灰色 脚、裾部7i
灰色

良好 青灰色

良好 責灰色 口縁一部欠損

濃灰色

良好 淡青灰色 外面に火Fス
キがみられる。

22) 3・4号墳は， r音戸山古墳群発掘調査概報.1，京都市文化観光局・(財)京都市埋蔵文化財研
究所， 1983年に所収。 7・8号墳については，昭和60年度の国庫補助事業で報告される予定

て、ある。
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第 2章 長岡京跡右京第163次(7 ANMK 1地区)調査概要

一右京六条一坊四町・勝龍寺城跡・神足遺跡@神足古墳-

lま じ め

本報告は， 1984年5月25日から周年8月30日まで，長岡京市東神足二丁目15において実施

した発掘調査の出土遺物に関するもので， 1985年8月1日から1986年 2月28日までに行った

遺物整理の成果をまとめたものである。

本調査は， 宅地開発に伴う事前調査で，調査面積は， 803m'で、ある。

遺物整理は， 長岡京市教育委員会が主体となり， 国庫補助事業として実施した。調査員は

制長岡京市埋蔵文化財センターに派遣を依頼し， 岩崎誠が担当した。

本書作成にあたり， 遺物の写真撮影・指導には，側京都市埋蔵文化財研究所の牛島茂氏ほ

かの方々，遺物の検討には， 同研究所永田信一，梅川光隆両氏及び，平安京調査会小森俊寛

氏らの御助言をいただいた。佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二，鈴田由紀夫両氏からは，

伊万里焼に関しての御教示を賜った。記して感謝したい。

本報告の編集・執筆は，
(1) 

岩崎が行った。本書作成にあたり多くの方々の協力があった。

第21図

-25 
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2 検出遺構の時期区分

当調査で検出した遺構や包含層は，縄文時代晩期，弥生時代中期，古墳時代前期・後期，平

安時代初期(=長岡京期)・前期・後期，鎌倉時代，室町時代前期，安土・桃山時代，江戸時代
(2) 

前期・中期の各時代にわたってhる。その内容は，既に報告済みであるので，省略する。

これらの各遺構や包含層から出土した遺物の時期は，当調査地周辺で今日までに実施された

調査成果及び文献史料を踏まえて，神足遺跡原始昭古代期，長岡京期，平安京期，神足遺跡中

世期，勝龍寺城期，神足遺跡近世期に区分できる。この区分はさらに中・小期に細分すること

ができる。すなわち，神足遺跡原始・古代期は， 1期(縄文時代)， II期(弥生時代)， III期

(古墳時代)， N期(飛鳥・奈良時代)に，平安京期は， 1期(前期)， II期(中期)， III期(後

期)に，神足遺跡中世期は， 1期(鎌倉時代)， II期(鎌倉時代末から室町時代初頭)に，勝

龍寺城期は， 1期(細川頼春・師氏両氏による築城から細川藤孝改修築の14世紀中葉から16世

紀中葉)， II期(藤孝改修築から永井直清改修築前の16世紀後葉から17世紀前葉)， III期(永井直

清居城期間の17世紀前半)に分けた。このうち，弥生時代}古墳時代，室町時代に相当する時

期のものは，さらに細分が可能で、ある。また，江戸時代前期に相当する勝龍寺城III期以後の遺

物もあり，神足遺跡近世I期とすることができる。

この時期区分で，検出遺構の変遷を整理したのが，付表-3である。尚，勝龍寺城の変遷を

付表-4にまとめた。以下，遺構出土の遺物を中心に概観する。

付表 3 神足遺跡の時期区分

時代 時 期 遺構・包含層 神足歴史年譜

縄 文 I 第6トレンチ包含層(暗淡茶灰色土層) 鰹節形石器この時期か?

土土溝境墳 S K 16308 
乙司11地方の拠点的集落

神 IIA 
S_D 16309 方形周溝墓，土墳墓

弥 生 足
S K 16310 堅穴住居
16311 

原

始
IIB (第 2-4トレンチ包含層(黒色粘質土層)に混入)

IIIA (第 2-4トレンチ包含層(黒色粘質土層)に混入) 集落の中心部が移動

古 墳 古 皿B 埴輪円借棺
・ーー・・・ー・ E・・ー・・・・ F・.守・ー+守・・・・・ F・・

代
皿C
神足古墳 大集落竪穴住居
(土塁盛土や溝SD16305埋土に混入) 堀立柱建物近くに古墳構築

飛鳥・奈良 W (第 2-4トレンチ包含層(黒灰褐色粘質土)に混入)

長岡京 第 2-4トレンチ黒色粘質土層 右京六条一坊三・四町藤原氏邸宅?

平 安 I 土塁盛土に混入
平安京

III 溝SD 16305に混入

I 溝SD 16305に混入 1216年神足里墓ピット群
鎌 倉 神足中世 r--rr-

"・--・・ 4晶園一“ー---】ー・・ 4・・・円 F守一一_-_ -晶』ー・・ー

土塁SA 16301下層ピ y ト群 神足左近次郎信朝(友)活躍井戸ピット群土墳

室 町 I 
第6トレンチピット群

細川頼春・師氏築城 (1339年)
柵例SA 16306 

安土・桃山 勝龍寺城 II 
溝 SD16305C埋土 細川藤孝改修工事，居城(1571年)
空堀 SD 16302下層 明智光秀敗戦(1582年)

田
溝 SD16305B埋土 永井直清改修工事，居城(1633年)
空堀SD 16302下層 直清，高槻へ (1649年)

江 戸

神足近世 I 
溝 SD16305A浬土
空堀 SD 16302・16304上層



3 出土遺物

当調査で出土した遺物は，土師器，

陶・磁器，石器及び石製品，木製品，

金属器がある。その時期も，縄文時代

から江戸時代にわたり，多種多様であ

る。時期別に量を見ると，近世の遺物

が最も多く，遺構別では，溝SD16305 

出土の遺物がほとんどである。また，

長岡京跡右京第163次調査27

付表-4 勝龍寺城の歴史的画期

(神足里) 建保四年 1216年 「主殿寮要劇回坪付注進状J

暦応一年 1339年 細川i頼春，師氏築城
叫 『一ー“_---

I 文明二吃年年 1469年 畠山義就居城

勝
1471年 野田泰忠揚手北口攻める

永禄三年 1560年 石成友通城主を勝家が攻め落とす
五年 1562年 細川家の居城となる

龍
元亀二年 1571年 細川藤孝改修工事
天正元年 1573年 神足城落城

寺 II 六年 1578年 細川忠興へ玉嫁ぐ
十年 1582年 明智光秀山崎合戦で敗戦

城
十四年 1586年 細川l幽斉が秀吉から西岡を得る

寛永十年 1633年 ホ井直清一万石城主改修
阻 直清の家老横田主水以下家臣光林寺へ帰依
慶安二年 1649年 永井直清三万六千石てP高槻へ

W 勝龍寺減魔城

その溝が，勝龍寺城に関連深<，堀と推定されることや，墨書土器を伴出したことから，本報

告のメインとする。この他，主なもののみ概観し，他の遺物は，資料紹介にとどめ，機を改め

て検討したい。

溝SD16305出土遺物 当溝は， A・B.Cの3期があり，各期ごとに，遺物の特徴が見ら

れる。近世の遺物に限って見ると，土師器，陶磁器，瓦器の他，少量の鉄製品や石製品がある。

付表一7は，瓦器及ぴ鉄製品や石製品を除いた出土破片数と，その割合を算出したものである。

この表では，陶磁器の全ての破片の数を数えたが，土師器に関しては，小片を入れると膨大な

量となり，陶磁器のしめる割合が読みとりにくくなることから，あえて，7{以上残存するもの

に限って算出した。土師器の総破片数と対比すると， 90%以上が土師器となることは明らかで

ある。

この表では，溝SD 16305のC期と，それ以後の時期 (A. B期)との聞に，少しではある

が，土師器の減少，国産陶磁器の増加，輸入磁器の減少が見られる。また，輸入磁器の各個を

見ると，他の国産陶磁器や土師器の年代より古い型式のものが多分に含まれている。これは，

当出土遺構が溝である性格上，はたして伝世品なのか，混入品なのか明らかにし得ない。また，

各層の堆積が複雑な部分もあり，一部に取り上げ上の問題もあるが，本論ではその資料をでき

るだけ除外している。しかし，現地での取り上げ事実を曲げずに図化している。

まず土師器について見ると，皿類が最も多く，各期を通して90%以上をしめる。形態は， A

-D， H-Pの13種がある。このうち， A形態の一部と B，C形態のものは，長岡京期の土師

器坪，皿類であり(第35図585-591他)，除外する。 A形態の皿はわずかに内湾Lながら外聞

きに広がる口縁をもち，口縁端部を丸くおさめるもの(a )と，肉厚の底部から尖t)気味に薄

くした口縁をもつもの(b )，全体に肉厚で口縁端部の外面を丸くしたもの(c )，口縁部のナ

デが強<.外反気味のもの(d )，口縁部のナデが丁寧で、，底部との境が明瞭なもの(e )な

どがある。皿Adは， A形態の中では特異で、あり，大分類を別に設定すべきものであるが，今

回は，整理の都合上，佳とした。皿Dは，肩平な形態で，口縁の大きな巻き込みに特徴がある。l
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皿Hの形態は，平底に，屈曲して外聞きに伸びる口縁をもつものである。皿 I形態は，平均的

な器壁の厚きで作られているものが多し平底あるいは，やや上げ底となった底部から，ゆる

やかに内湾しながら外に聞く口縁をもち，端部は丸くおさめているものである。内面に刷毛目

整形痕を残すものが多い。皿J形態は，皿H形態の中間的形態であるが，全体に整った形に作

られているものが多い。皿Kは，深みのある皿で，丸昧のある形態をしており，半球形に近い

ものもある。小型品には，器壁の薄いものも多いが，大型品は概して厚手である。皿Lは，皿

Kと同様に深いものであるが，口縁部は強くなでるため，外反している。血Mは，平底から直

立又はやや外傾する口縁部が，直線的につくられているもので，小型品のみである。血Nは，

平均した厚さで作られた製品で，底部からなめらかに内湾しながら立ち上がる口縁をもち，比

較的整った形をしている。皿0は，薄い器壁で均一に作られており，他の皿類と胎土も異なる。

砂や小石の少ない良質の粘土で作られている。皿Pは，いわゆるへソ皿である。ここで出土し

なかった皿E-Gは，平安時代 (E. F)，鎌倉末期~室町時代(G)のある種の皿に設定し

ているもので，ここでは使用しなかった。また，皿0，皿Pは，出土量が少ないうえに数片で

あり，他の土師器皿よりもかなり先行する時期のものである。

きて，ここで試みた形態分類により，溝SD 16305及ぴ他の関連遺構(空堀SD 16302圃4土塁

S A 16301・3)から出土した土師器皿の法量分布を見ると，形態ごとに法量の分布を異にして

いることが明らかである(第44図)。量的に多い形態の土師器皿について今少し細かく見る

と， 74以上の残存率の個体総数中， 35.2%をしめる皿Aaは溝SD16305のA期から C期にか

けて30%以上もあり， B . C期に少しばかりの増加が見られる。全期間を通して，法量にさほ

どの変化は見られない。大きさには，大中小の 3種がみられるが，各期を通して，大型と中型

の法量に境がない。皿Kは， 13.2%をしめ，そのうち， B期が最も多く， A期から急増し C

期には再度下降する傾向にある。法量は各期を通して変化はなく，大きさから，大・中・小に

分かれる。そのうち，小型のものが最も多く出土した。皿Nは13.2%あり， C期からA期にか

けて直線的な伸ぴ率を示す。また法量の大小から"r.n.m.wの4つに明確に分かれてお

り，整った形であることがつかがえる。皿日は， 11.6%をしめ，そのほとんどがC期の堆積土

中から出土したものである。 B期にも少量見られるが A期からは 1点のみである。各形態に

表わされた時期別の量の差は，第43図を一見して明らかであり，各形態の時期差による変化は

第45図に表われている。

当溝から出土した陶磁器類には，唐津，瀬戸，伊万里，信楽，備前，丹波，京焼等の碗・皿

・壷・鉢等がある。このっち食器類は，唐津，瀬戸，伊万里がほとんどで，調理用器や貯蔵用

器は信楽，備前，丹波が大多数をしめる。食器類について時期別に見ると，当溝のC期では，

瀬戸焼系が唐津焼系よりわずかに多く， 37.7%対31.2%であり，この両者が陶磁器全破片数の

約70%をしめる。伊万里染付や京焼が少量あるが，混入品と考えている。 B期は，瀬戸焼系が
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やや減少し唐津焼がこれを凌ぐようになる。また，伊万里焼系の染付や青磁，白磁や京焼系

陶器が出現する。このため，瀬戸焼系と唐津焼系が陶磁器全破片数中63.8%となり，割合が少

し低下する。 A期は，瀬戸焼系が26.7%と， 3割を下まわる。しかし唐津焼系は， C期からさ

ほどの変化もなく， 3割強 (3l.7%)を保っている。また，瀬戸系に従来の黄瀬戸や黒瀬戸等

に加えて，志野・織部が出現する。

当溝の出土遺物中には，特筆すべきものも少なくない。例えば，最下層から出土したものに
大般若経

は，第24図263と264の2枚の皿と同一層から出土した「売奉轄讃口口×…Jと読める轄議札(第

2S図・図版15一(1)327)がある。また C期埋土から出土した土師器皿と瀬戸焼系の皿の底部

外面に墨書のあるものが出土しておりヲ土師器皿には「瞳侍」図版15一(2)(241)， I者J(243)， 

「口京J(242) と判読できるものがある。墨書された土師器皿は，皿Hの形態の大皿に限られ

ている。これらの注目すべき遺物を含む溝SD 16305 Cは，細川藤孝の修理増改築の工事 (1571

年)に伴って設けられた堀と考えられることから， 16世紀後葉の遺物群と思われ，土師器の形

態，特徴，伴出陶器の内容等とも矛盾しない。このことから墨書は細川藤孝の家臣に関連する

ものと，思われる。また， 16世紀末には，勝龍寺城は山崎合戦 (1582年)に際し，明智光秀軍の

拠点とされており，光秀の家臣に関連するものでないとは断定できない。しかし，光秀軍の本

拠地となっていたのはごく短期間であったと思われ，その可能性は薄いと考えている。これを
(3) 

藤孝の家臣に関連するものとすれば，当調査地が「山城国西岡御領知之地図」から，神足屋敷

とされていることと結びっく。「瞳侍」は，職名・身分を表わしたものと思われるが，他の墨

書とともに，内容が判然としない点惜しまれる。

この他，A-Cの各期から瓦器の鉢・羽釜・鍋類や，丹波，信楽，備前の捨鉢や査，土師器

の鍋などが出土した。

土塁SA16301，SA16303，空堀S016302出土遺物 土皇や空堀から出土した遺物は，溝

S D 16305A-C期の埋土出土遺物の範囲を出るものはない。空堀の上下2層からなる埋土の

下層には土師器皿Hが多く，上層では少ない傾向にあり，土師器皿の法量分布や，特徴も，溝

S D16305A-C期と類似する。陶磁器類では，下層からの良好な資料はなく，上層から伊万

里，唐津，瀬戸等が出土している。さらに，土塁や空堀の表土からは，溝 SD 16305には見ら

れなかった陶磁器類の仏飯器や灯明皿や柿粕を施した円窓付鉢など，神仏関係の器種と思われ

るものがある。これらは，調査地の北西に隣接する神足神社に関連する遺物と思われる。また，

特記すべき遺物に，空堀 SD 16302埋土から鉄製の槍先が出土した(第42図728・図版28一(1)) 

溝SD 16305や，士塁・空堀から出土した遺物には，上記した近世の遺物の他，中世の瓦器

や土師器・輸入磁器，平安時代の須恵器や土師器，緑来由・灰柑陶器等も出土している。第25図

298は，第6トレンチのピット群より出土した血Pで，皿Hを伴って出土し， 14世紀後半から

15世紀前半頃と思われる。これと合わせて溝SD 16305で出土した皿G (第25図280)は，勝
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龍寺城築城と相前後する時期のものであり，遺構や遺物の出土量が少ないとはいえ，興味深い。

神足古墳出土遺物 神足古墳からは，須恵器の蓋坪・高王手・壷類と土師器の高杯が出土し

ている。土師器高杯を除いて主体部の小口から出土したもので，黄色粘土でおおわれていた。

杯身・杯蓋とも，天井部や底部がへラ起こしの痕を広い範囲に残し，へラ削りは必要最小限に

おさえられている。蓋は，口縁部内面に沈線をもつものと，丸くおさめるものがある。身の口

縁部は，立ち上がりが短<，外反しながら内側に伸びる。高杯は，口縁に沈線をもっ杯蓋と同

様のものを倒立させて杯部とし，これに短い脚部を付けたもの(第37図639)と，長脚の 2段

3方透しを有し，王手部中央に櫛描波状文を施したもの(第37図640)がある。壷類は，胞と直

口壷がある。 隠は，小さな球形の体部に漏斗状に聞く大きな口頚部を有するものである (644)。

直口査は，最大径が体部上半にあり，体部からゆるやかに屈曲して直立する口縁部を有するも

ので，体部上半から口縁部下半にかけて，カキ目がみられる (645)。短脚の高杯 (639) と直

口壷 (645)は焼が甘く，灰白色のものである。土師器の高杯 (651)_は，主体部の南西側辺で

出土したもので，同時期の副葬と思われる。また，当古墳の上面から直刀一口が工事中に採集

されている。出土位置等詳細は明らかでないが，当古墳に伴う副葬品であろう。

古墳時代の遺物は，この他，土塁や空堀から須恵器の器台や高王手・壷・護等の破片等が出土

している他，小片が近世遺構の埋土内から出土している。また，溝SD 16305の遺構面となっ

ていた平安時代の包含層から，庄内式土器と思われる破片が数点出土している(第39図680他人

土塁SA 16301下層遺構出土遺物 土塁の下層からは，弥生時代の溝や土墳が検出され，中

でも溝SD 16309と土墳SK 16308は，良好な弥生土器が出土した。溝SD16309からは，中期

前半の壷が2個分出土している。両個体とも，体部上半に櫛描波状丈を数条描き， は体部

上端に一条の直線丈を配している。いずれも口縁部内面に刷毛目を残している。この形態の壷

は，乙訓地方では最も変遷のよくわかる形態であり，畿内第II様式の新しい段階と考えられる。

土墳SK 16308出土土器には，中期前半の護がある(第39図668)。この聾に伴って，中型の

磨製石剣(第40図685)の完形品が出土した。

弥生時代の遺物は他に，土塁盛土や溝SD 16305の埋土から，中期から後期の遺物も出土し

ており，神足古墳封土からは，石包丁の破片等も出土している(第40図上段)。

第 6トレンチ包含層出土遺物 第6トレンチの南半分で検出された茶色土層系の包含層か

らは，縄文時代後期の土器片が少量出土した(第39図68ミ'684)。しかし，遺構や伴出遺物はな

しまた，細片のため，時期を決定するには及ばなかった。
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付表 5 遺物出土遺構一覧表

第26図

SD16305A 329 330 331 332 334 335 339 340 343 344 345 346 352 356 359 361 363 
365 366 368 371 372 373 

SD16305B 333 336 337 338 342 347 348 349 351 353 355 .358 360 367 369 
SD16305C 341 350 357 362 364 370 
土塁・空堀 354 

第27図

SD16305A 374 375 376 377 378 379 380 381 382 383 384 385 386 389 391 392 393 
394 395 397 398 399 

SD16305B 390 396 
SD16305C 387 388 

第28図

SD16305A 404 408 434 
SD16305B 400 401 402 405 406 407 414 417 418 423 424 425 426 427 428 429 431 

435 440 441 442 
SD16305C 403 409 410 411 412 413 415 416 419 420 421 422 430 432 433 436 437 

438 439 

第29図

土塁・空堀 443 444 445 446 447 448 449 450 451 452 453 454 455 456 457 458 459 
460 461 462 463 464 465 466 467 468 469 470 471 472 473 

第30図

SD16305A 483 490 493 497 498 499 501 502 503 504 
SD16305B 484 485 500 
SD16305C 479 481 482 733 488 491 505 
土塁・空堀 487 489 492 494 495 496 
6トレ落ち込み 480 486 

第31図

SD16305A 506 514 516 517 
SD16305B 508 509 515 518 
SD16305C 510 
土塁・空堀 507 511 512 513 

第32図

SD16305A 519 520 524 529 534 
SD16305B 523 531 535 
SD16305C 522 
土塁・空堀 521 525 526 527 528 532 533 536 
6トレ落ち込み 530 

第33図

SD16305A 538 540 542 544 545 546 548 550 551 552 556 557 559 560 562 
SD16305B 537 539 541 543 547 549 555 561 563 
SD16305C 553 554 558 

第34図

SD16305A 564 566 567 570 571 
SD16305B 565 568 569 572 573 574 579 
SD16305C 575 576 577 578 

第35図

SD16305A 584 585 590 591 598 600 602 736 
SD16305B 586 
SD16305C 589 599 735 
土塁・空堀 592 593 603 
黒灰褐色粘質土 580 581 582 583 587 588 594 595 596 597 601 734 

第36図

SD16305A 604 605 606 613 614 617 624 629 
SD16305B 612 616 618 620 628 630 
SD16305C 609 610 631 
士塁・空堀 607 608 611 619 622 623 625 627 
黒灰褐色粘質士 615 621 626 

第37図

SD16305A 650 
SD16305B 646 
土塁・空堀 641 642 643 646 647 648 649 
神足古墳 632 633 634 635 636 637 638 639 640 644 645 651 
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第38図

SD16309 652 653 
土塁・空堀 654 656 657 658 659 660 661 662 663 664 
6トレ落ち込み 655 

第39図

SD16305A 737 
SD16305B 679 
SD16305C 675 678 

S K 163 ニ0クヰ匂8 668 
土塁・ 堀 665 666 667 669 670 671 674 676 
6トレ茶色土層 683 684 
6トレ落ち込み 677 
黒灰褐色粘質土 680 682 
古墳封土 672 673 681 

第40図

SD16305A 688 690 691 
SK16308 685 
土塁・空堀 686 688 689 
古墳封土 687 

第41図

SD16305A 699 700 701 
SD16305B 695 696 703 
SD16305C 697 
土塁・空堀 693 698 702 704 
6トレ暗灰褐色礎混土 692 
6トレ落ち込み 694 

第42図

SD16305B 721 722 724 
SD16305C 738 
土塁・空堀 705 706 708 711 715 716 729 730 732 
| 空堀SD16302 728 
6トレ暗灰褐色礎混土 707 709 710 712 713 714 717 718 719 720 723 724 726 731 
!神足古墳上面 727 

付表-6 土師器皿の形態分類表

形態 土 器 番 号

Aa 1 7 自 9 10 11 13 16 17 18 25 36 38 39 40 41 42 
45 46 47 49 50 51 56 59 68 69 70 72 91 97 104 105 106 
107 109 110 112 113 114 116 117 121 129 130 131 132 138 140 158 161 
162 163 164 165 167 168 170 171 172 173 183 185 186 187 189 191 192 
197 198 199 205 209 211 212 213 214 215 216 217 223 224 232 235 237 
266 273 277 279 286 293 306 307 310 312 313 314 315 316 318 319 320 

Ab 78 79 80 196 269 308 

Ac 44 86 179 287 288 309 

Ad 71 73 74 103 127 

D 239 

H 15 100 101 111 124 240 241 246 247 248 249 251 252 253 254 255 256 
257 258 259 260 261 262 263 264 275 281 282 283 299 300 301 302 303 
317 

I 37 225 226 227 229 230 231 233 234 236 238 276 321 

K 2 3 4 5 6 14 31 32 52 57 58 61 62 63 76 77 95 
120 122 123 126 133 139 141 142 143 144 145 146 147 148 151 152 153 
154 156 157 159 166 169 175 176 177 178 180 181 182 200 206 207 208 
210 267 268 270 271 274 285 291 

L 19 20 33 55 66 87 93 102 135 160 304 305 

N 12 22 23 24 26 27 28 29 30 34 35 48 53 54 85 92 94 
98 99 108 119 125 128 134 136 137 184 188 193 218 219 220 221 222 
241 280 294 296 297 311 322 323 

。 65 194 284 290 292 
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4 ま と め

以上，出土遺物の代表的なものを概観した。このように，縄文時代から近世にかけての遺物

が大量に出土し，考察すべき問題点も数多い。本報告では，近世， とくに，勝龍寺城に関連す

る土師器皿を中心に見て，その変遷・変化を具体的に明らかにすることができた。土師器血の

形態による法量差，例えば，皿H，皿K等に表われる時期別出土等の差，各陶磁器のしめる割

合等に時期差が認められることなどである。しかし，近世陶磁器の問題や，墨書の意味するも

の等，今後の課題も多い。

また，勝龍寺城関係以外の神足遺跡に関連する遺物の内容をまとめることができなかった。
(3) 

しかし，弥生時代の遺物についてはす『長岡京Jに私案をまとめたことがあり，多少の変更す

べき点もあるが，本調査での出土遺物の位置付けは，これを参照されたい。また，中世遺物に

ついては，詳しく述べる機会を得ていないが，一応，第 図に示した変遷を考えており，当調

査の出土遺物を含めることによって，最大100年単位で当地域の変遷がたどれるのではないか

と考えている。本来ならば，中近世の遺物は，京都市域の調査例で具体的に示きれたものを対
(5) 

比するのが望まれるところであろう。しかし，都の外と内の性格差は大きく土器に現れており，

例えば，高王手形土器は，平安時代以後当地域から姿を消し，土師器皿類の精良なものもほとん

どなく，本報告で皿Gとしたものもごく少量で、あることなど，直接結びつけるよりは，当地域

の内容を明らかにしてからの仕事とする方が妥当と考えている。このことから，詳細の説明を
(6) 

加えるに至らなかったが，検出遺構の時期区分の項で述べたことを基に，第46図の編年表を作

成提示し，批判を待ちたい。

注1) 土器の復原には長谷川睦，藤本滋子の，土器実測等には白川成明，近藤志津子の，本書

校正には小塩礼子の御協力を得た。

2) 岩崎誠「長岡京跡右京第163次

(7 ANMKI地区)調査概要J長岡

京市教育委員会「長岡京市丈化財

調査報告書J第15冊1985

3) 注2文献第34図。

4) 岩崎誠「乙訓地方の自然と遺跡

(2)桂川右岸の弥生遺跡J長岡京跡

発掘調査研究所『長岡京』第29号。

5) 京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調

査会『京都市高速鉄道遺跡調査年

報J1-III1980-1982年

6) 向日市及ぴ長岡京市の報告書を

参考にした。

(%) 

40卜
皿Aa

/ 

/ 
/ 
/ 
ノ

皿K..-

皿N..__ 

0ト~卜/'l-->~'!
一寸/
溝SD16305A |溝SDl臼05 |溝SDl悶 C
総数851片 総数96片 総数72片

第43図土師器皿の形態別法総量比
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付表 7 陶磁器出土総数及び土師器皿との割合

Uセ
SD16305 

土塁
その他 合計A 期 B 期 C 期 空堀

(%) (%) (%) 

神E 戸 焼 32( 26.7) 46(30.9) 29(37.7) 45 (26.8) 5 157 

碗 16(50.0) 25(54.3) 15(51. 7) 21 3 80 

皿 12{37.5) 16(34.7) 13(44.8) 8 1 50 

宜士E 3( 9.4) 4( 8.7) 1( 3.4) 12 20 

他 1( 3.1) 1( 2.8) 4 l 7 

唐 i章 焼 38(31.7) 49(32.9) 24(31.2) 50 (29.8) 2 163 

碗 27(71.1) 28(57.1) 17(70.8) 16 l 89 

皿 6(15.8) 14(28.6) 6(25.0) 17 43 
宜古E 5(13.2) 5(10.2) 1( 4.2) 15 1 27 

他 2( 4.1) 2 4 

示 焼 4( 3.3) 3( 2.0) 1( 1.3) 11 ( 6.5) 1 19 

碗 4(100.0) 1(33.3) 9 1 15 

皿 2(66.7) 1 (100.0) 1 4 

不明陶器 1( 0.8) 1 ( 1.3) 1 ( 0.6) 3 

1却 器 75(62.5) 98(65.8) 55(71.5) 107 (63.7) 8 342 

伊万里焼 35(29.2) 43(28.9) 14(18.2) 57 (33.9) 12 161 

26(74.3) 32(74.4) 11(78.6) 35 11 115 

4(11.4) 8(18.6) 2(14.3) 14 1 29 

4(11.4) 3( 7.0) l 8 

1( 2.9) l( 7.1) 7 9 

陶 五選 器 110(91. 7) 141(94.6) 69(89.6) 164(97.6) 20 503 

青 石蕗 3( 2.5) 4( 2.7) 5( 6.5) 12 

碗 3(100.0) 3(75.0) 4(80.0) 10 

皿 1(25.0) 1(20.0) 2 

白 磁 7( 5.8) 4( 2.7) 3( 3.9) 5( 3.0) 19 

碗 5(71.4) 1(25.0) 2 8 

皿 2(28.6) 3(75.0) 2(66.7) 3 10 

宜士E 1(33.3) 1 

輸入磁器 10( 8.3) 8( 5.4) 8(10.4) 5( 3.0) 31 

メ口入 計 120(100.0) 149(100.0) 77(100.1) 168(1∞6) 20 534. 

総破片数 SD16305 A SD16305 B SD16305 C 

土 自市 器 399(42.8) 67(35.8) 86(36.6) 57(42.5) 

国産陶磁器 503(53.9) 110(58.8) 141(60.0) 69(51.5) 

輸A 入 石並 器 31( 3.3) 10( 5.3) 8( 3.4) 8( 6.0) 

F口入 言十 933(99.9) 187(99.9) 235(1∞.0) 134(100.0) 

( )は百分率=%，但し土師器皿はズ以上の破片の数である。
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第46図 乙訓地域の中・近世遺物編年図



第3章長岡京跡右京第207次 (7ANMK 1-2地区)調査概要

一右京六条一坊十二町・勝龍寺城跡・神足遺跡・光林寺・徳勝(祥)寺

1 はじめに

1 本報告は， 1985年 9月3日から10月10日まで，長岡京市東神足二丁目 6-15において実施

した長岡京跡右京六条一坊十二町推定地，勝龍寺城跡・神足遺跡・光林寺・徳勝(祥)寺の発

掘調査に関するものである。

2 本調査は，光林寺の本堂改築工事に伴う事前調査で，調査面積は約110ぼである。

3 調査は，長岡京市教育委員会が主体になり，国庫補助事業として実施した。調査員は，

(財)長岡京市埋蔵文化財センターに派遣を依頼し，岩崎誠が行った。

4 現地調査から本報告に至るまで，光林寺住職木本弘昭氏をはじめ，檀家総代・役員など檀

家の方々には文化財に対する深いご理解とご協力を得た。また，多くのご教示をいただいた

京都文教短期大学教授中山修一氏，古文書の解読をしていただいた同志社大学教授井ヶ田良

治氏並びに乙訓の文化遺産を守る会古文書部会の西国泰彦・平栄一郎の両氏，徳勝寺関係図

面・古文書を提供していただいた山口孝太郎氏，出土した人骨の鑑定および原稿執筆をして

いただいた京都大学教授池田次郎氏，遺物写真の撮影・指導をしていただいた倒的京都市埋蔵

文化財研究所牛嶋茂氏ほかの方々にお世話になった。記して感謝したい。
(注1) 

5 本報告書作成にあたり多くの方々の御協力を得た。

6 本報告の 6は池田次郎，北川賀一両先生の御寄稿を掲載し，他を岩崎が執筆・編集した。

第47図 発掘調査地位置図(1/5000) 
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62調査経過

2 調査経過

当調査地は，小畑川と犬川に挟まれた洪積段丘の先端部に位置し，南に傾斜する立地上にあ

る。調査地の西方約100mに国鉄東海道本線があり，国鉄神足駅の南約300mに当調査地が位置

する(第47図)。当対象地の南方約200mには勝龍寺城本丸跡が残り，西方約150mには土塁や

空堀を見ることができる。

当地は，長岡京跡の六条大路に面した右京六条一坊十二町の宅地部分に推定されているばか

りでなく，細川藤孝が勝龍寺城主の時期の，松井ヤシキが構えられた所から揚手門にかけての
(2) 

位置に推定されている。さらに，当対象地の北に広がる段丘上には，弥生時代中期と古墳時代

後期を中心とする神足遺跡があり，その範囲を確認する上で重要な所でもある。

このように，当調査地及ぴ近隣地には，長期にわたる時代の遺跡が密集しており，度重なる

調査が実施され，多くの成果が知られている。神足遺跡については10回にも及ぶ発掘調査が行
(3) 

われている。この遺跡の南東端では縄文時代後期の遺物が出土し，この時期の集落が重なって
(4) 

いることが予想きれている。弥生時代中期については，竪穴住居士止群からなる住居域と方形周
(5) 

溝墓群や土壌墓群からなる墓域によって構成されていることが具体的に明らかとなり，その規

模や出土遺物から，乙訓地方の拠点的集落とされている。古墳時代に関しては，中期の埴輪円
(6) 

筒棺が検出されており，後期では大規模な集落であったことが知られている。また，後期には
(7) 

古墳が築かれ，神足古墳が現存している。

当調査地周辺で実施された長岡京の調査では，朱雀大路の西側溝と思われる溝や藤原氏の邸
(8) (9) 

宅と推定される官人の邸宅祉が明らかにされ，木簡や墨書土器等の出土など，多岐にわたる成

果が結実している。

中世以降は，勝龍寺を中心とした集落が連面と続く。神足遺跡での調査では，鎌倉時代の井

戸や墓，柱穴等，集落や墓地に関する成果があり，当調査地にも及んでいることが想定される。

室町時代から江戸時代前期にかけては，勝龍寺城に関する調査成果がある。当調査地の西方

には，土塁，空堀が残っている。西端で行われた調査では，勝龍寺城に附随する施設であるこ

とが立証され，その規模や構造が具体的に明らかにされた。当調査地の北約20mには，勝龍寺

域の土塁が築かれていたことは，以前から伝えられているところであり，当調査地は勝龍寺域

内に含まれている。当域には寛永10年から16年間，永井直清が居城していたと言われている。

現在の光林寺には，永井直j青の家臣達が寄進した釈迦?呈繋図が保存されている。また，同家

臣横田主水等の墓碑が，光林寺の詣墓に並び置かれている。

このような歴史的環境下にあるため，光林寺本堂改築工事に伴い，工事計画床面を全面調査

することとなった。その面積は110ぼである。調査は重機により盛土を除去し，以下人手によ

り調査を始めた。遺構検出面は西に深く，東に浅くなっていた。この面で，石組みの遺構のー
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長岡京跡右京第207次調査 65

部と池状の遺構を検出した。石組み遺構は，層位関係から池より古いことが明らかになり，こ

の段階では，少なくとも 2面の遺構面があることを確認した。池状遺構を除去し，石組み遺構

を面的に捕えた段階で，この遺構が火葬墓であることが明らかになった。このため，光林寺住

職及び檀家の総代，役員の方々と協議し， 9月14日に当寺住職による供養がとり行われた。

さらに下層からは土葬墓が検出きれ，この面を掘り下げた段階で無遺物地山層に達した。す

なわち，合計4面の遺構検出面を確認し，これを古い順に第 I期…第W期と呼ぶことにした。

3 検出遺構

第W期(第49図ヲ図版29一(1)) 泉水状の池や版築層の他，溝・土墳等の検出きれた遺構

面の時期である。このうち，土壌SK 20704， S K 20705， S K 20706が最も新らしい。いずれ

も長方形の平面形である。溝SD20702と池SG 20703及び版築層は，ほぽ同時期の構築と思わ

l X=-120，159 

。 3m 

版築層 整地層

第49図 第W期遺構配置図(1 /100) 
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れる。この遺構検出面の北端部は，溝SD 20702を境に一段高<，段丘喋層が露頭している。東

側は整地盛土と版築によって一段高い面を築いている。この結果，調査トレンチの北辺側と東

辺部側が高<，他の低く平垣な大部分と隔絶している。池SG 20703は，低く平坦になってい

る中央部より検出された。版築上からは，柱穴や根石等の建物基礎構造は検出できなかった。

しかし，整地盛土の上層に，重みにより沈み込んだとみられる部分的な層の摺曲状沈み込みが

観察できた(第48図(2))。この層の沈み込みは建物の柱の重みによると考えられ，整地盛土上

に建物が建てられていたと考えられる。版築層は，整地盛土層を西へ広げ，付け加えるかのよ

うに敷かれていた。整地盛土上の建物を西へ増築した際のものと思われる。層位関係では，整

地盛上の後に版築されていることが確認される(第48図(3))。

池SG 20703 (第50・51図，図版29一(2)) 漆喰により固められた池で S字形の平面形

に築かれている。各屈曲部や北端部には，人頭大の河原石や割石が置かれている。また，置き

石の見られない屈曲部には，石の抜き取り穴がある。これらの石は，漆喰を張ると同時に，計

画的に据えられたもので，石の下半部は漆喰に封じ込められていた(第50図(1)・(2))。池の西

辺中央部の張り出した部分に，円形の柱穴状に深くした所があり，深さ約0.3mを測る。池自体

の規模は，全長3.7m，幅0.9-0.4mで，深さO.lmを測る。小規模な池ではあるが，漆喰で築

き，置石がある等，平面形や構築法に装飾性があり，泉水として築かれたものと思われる。埋

土は一層で，池の中央部から土瓶(第50図(4))が，南隅から伏見人形(第50図(3))が出土した。

土瓶はほぼ完形に復元することができた。

(1) (2) 

~ a 

第50図 池SG20703の細部(1-2は構築状況， 3 -4は遺物出土状況)
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Y=-27，174 

一-)(=守120，166

L=15.2m 

L 

~土瓶

漆喰層

1m 

一-)(=-120，169 

第51図 池SG20703実測図 (1/20)
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第皿期(第52図，図版30一(1)・(2)) この時期の遺構は，石敷きの溝と火葬墓等からなる

遺構群で，第W期検出面の版築層と造成盛土を除去した段階で明らかになった。火葬墓は，い

ずれも石組みにより築かれており，南北方向に配列した 3列と，東西方向に配列した 1列から

なる(第52図)。東西方向の火葬墓列群(以下，火葬墓D)日l群と呼ぶ)は墓域の北限を画して

おり，この列群より北側は一段高く，段丘喋層が露頭している。また，南北方向の 3列の火葬

墓群との聞に，幅約0'.6mの空聞があり，墓道としている。南北方向の各列は，相互に平行して

築かれている。南北方向の火葬墓列のうち，東端の列群を火葬墓A列群，中央の列群を火葬墓

B列群，西端の列群を C列群と呼ぶ。この南北方向の各列群聞には墓道としての空間があり，

C列群の西側にも認められる。各墓道は，砂層や砂質土を幾層にも重ねて構築きれている。こ

の墓道の規模は，各々異なり，火葬墓A列群と B列群の聞は1.2m，火葬墓B列群と C列群の

X~-120，159 

3m 

整地層

第52図 第III期遺構配置図 (1/100)



聞は0.8mを測る。また，火葬墓A-C列群とその

間にある墓道は，さらに南へ伸び、ている。石敷きの

溝SD 20718は，南北方向の火葬墓A-C列群と平

行しており， A列群との聞は約1.6mを有する。し

かし，その空間地には，火葬墓列群の各聞に見られ

た重層した土層は認められず，墓道としての空間地

ではない。石敷きの溝より東側は，なだらかに高く

なり， トレンチ東端近くで平坦面になる。この比高

差は， 0.4mを測る。

溝SD20718 (第53図) 当溝は，整地盛土上に

設けられた南北方向の溝で，幅0.3m，深き約O.lm

を測る。溝内は全面に小石を敷きつめていた。溝内

の底に敷かれた石には小ぶりのものを使用し，溝の

両肩には，やや大きめの石を使用し，石の長径を溝

の方向に沿って並べている。このことから，素掘り

した溝の両肩に長い石を並べ，その聞に小石を敷き

つめて造られたと察せられる。

この溝は，整地盛土の西辺に沿って掘られている。

溝北限と整地盛土の北限との聞は約1.5m，溝西肩

と整地層盛土西限との聞は約 1mで，整地盛土の構

築と当溝の設置とは関係深いと思われる。おそらく，

整地盛土は建物の基礎構造のために造られたもので，

当溝はその建物の雨落ち溝としての機能を果たして

いたのではないかと思われる。

火葬墓A列群(第54図) A亨IJ群は南北方向に，

幅約 1mの溝を掘り， トレンチで南北の長さ約7.3

mにわたって検出された。この溝は， 0.3-0.5m角

程度の石を切断する形で，並べて区画し， 5基の火

葬墓を築いている。火葬骨は，各区画内のーヶ所又

は数ヶ所に集中して検出されることが多かった。各

区画の上面には小石が散乱し，また一部分では密集

していた。おそらく，全面に小石が敷きつめられて

いたのであろう。このような， 5つに区切られた各

第53闘
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石敷溝SD 20718'実測図(1/40) 



火葬墓SX20733， 

S X20731， S X S X20719， 

区画を北から順に，
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μ これについて概観する。

東西幅約 1mの火葬墓SX 20733 

南北溝を南北1.8mに区画されたもので，

火葬墓A列群の北端に位置する。南側の

火葬墓SX20732の北区画区画石列は，

当区画内全体に散を兼ねる。火葬骨は，

まとまりは認められなかった。度乱し，

重なる納骨により撹乱された骨片であろ

しう。納骨器は，小壷が一点出土した。

かし，鉄釘が数点出土していることから，

木箱による納骨の可能性がある。納骨後

は，上面に小石を敷いたと思われる。当

区画石列に使われた区画の北端部には，

石とほぼ同じ大きさの石で小さく方形に

2基

火葬墓SX20732 (図版31-(1)-.-(4)) 

東西幅約 1mの溝を，南北2.1mに区

画されたものである。南側の区画石列は，

火葬墓SX20719の北区画と兼用である。

火葬骨は，北西端と中央部北よりの位置

まとまった状況に多く散乱していたが，

ではない。それぞれの骨片集中部分には，

一文銭が一枚ずつ出土した。北西端のも

中央のものは寛永通買を石組みの聞に，

それぞれ裏面を上にしのは元枯通賓を，

て検出された。いずれも骨片より上で出
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土した。北西部の骨片直上では，唐津焼
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当火葬墓は，

に分かれる可能性がある。

配置した部分があり，
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の皿底部片が，内面を上にして出土した。1m 

火葬墓SX20719(図版31-(5)・(6))

東西幅約 1mの溝を南北約1.8mに区画
火葬墓A列群(1/40) 第54図
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されたものである。南側の区画石列は，火葬墓SX20731の北区画と兼用である。当区画の中

央部には，有蓋骨査が置かれ，火葬骨が納められていた。この骨査の上半部は西方に押し壊さ

れており，壷の肩部から蓋までが骨とともに，当区画西辺にまで散乱していた。骨壷の北側に

も小量の火葬骨が散乱していたが，木箱に当骨査が納められ，埋納されていたためヲ上半部分

が削られた際に，木箱と骨壷との聞の空間にこぽれ落ちたものと考えられる。

当区画の西辺では，北と南を区画する石とほぼ同じ大きさの石が配列しであるのが検出され

た。この西辺中央部の列石上には，小壷が2個置かれていた。東辺には石列は認められない。

火葬墓SX20731(図版31-(7)・(8)) 東西幅約 1mの溝を，南北 1mに区画したものであ

る。南側の区画石列は，当火葬墓のための石列であり，南に続く火葬墓SX20730とは兼用し

ていない。元来兼用の石列として置かれ，後に整備され，固別の区画となったと考えられる

(図版31-(7))。火葬骨は，当区画のほぼ中央部にまとまって検出された。その範囲は，ほぽ方

形にまとまっており，火葬骨のまとまり状況から，約0.5m四方の木箱による埋納と考えられ

る(図版31-(8))。

火葬墓SX 2073日 当火葬墓は，火葬墓A列群中では最も大きな石を使用している。区画

石列は東辺と北辺で確認された。西辺には小石しかなし南辺は調査トレンチよりさらに南であ

り，石列の有無は確認できなかった。東辺の石列内には，五輪塔の水輪部が転用されていた。

当火葬墓の北辺区画石列は，火葬墓SX 20731の南辺区画石列群の南に接して配列されており，

石の大きさは，ひとまわり大きい。この石列から南は，火葬墓A子IJ群を構成している南北溝の

西肩が広がり，最大幅1.4mを有する。当火葬墓は，区画石列の大きさが火葬墓A列群内で最も

大きいこと，区画石列が当火葬墓のためにのみ置かれた状況であること，火葬墓A列を構成す

る溝に乱れがあること等から A列群中では最も新らしく築かれたものであろうと思われる。

火葬骨は， トレンチ南辺にかかる部分の当区画中央部付近に散乱していたが，まとまりはな

カミった。

火葬墓B列群(第55図) 3列の南北方向に長い火葬墓群の中央で検出された墓群である。

各火葬墓列群のうち最も幅が広<，約1. 6m を ì~IJ る。南北長7.8m を検出したが，さらに南へ伸

びている。この溝は，東西方向の石列により 7区画に分けられている。区画石列の大きさは，

火葬墓A列群に比して不揃いで，区画も明瞭さを欠く。また，南北溝を東西方向の石列で区画

したものをさらに南北方向の石列で縦に 2分したものも含まれている。上面に敷かれた小石は，

他のどの列群よりも多く残り，敷きつめた状況が良好な形で観察できた部分がある。当列群の

7区画を北から順に，火葬墓SX20715， S X20716， S X20720， S X20727， S X20728， S X 

20729， S X 20717と呼ぴ，以下にこれを概観する。

火葬墓SX2日715(図版32-(1)・(2)) 火葬墓B列群の北端にあり，北辺と南東隅，北西

隅に区画石及ぴ石列があるが，西辺には小石しか検出きれなかった。東西幅約1.6mの溝を，
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第55図 火葬墓B列群(1/40)

南北1.2mに区画したものである。当

世画内のほぽ中央部に火葬骨が集中し

て検出された。ニの火葬骨に混じって，

焼成を受けた鉄釘等が出土した。また，

焼成を受けていない鉄釘も数点あり，

納骨に木箱が使用されたと考えられよ

つ。

火葬墓SX 20716 大石による区画

石列はみられない。 しかし， 火葬墓

S X20715の南東隅の区画石と火葬墓

S X20720の北東隅の区画石を当区画

に兼用していたと思われ， この両区画

石聞の上面には，小石敷が方形の面と

して検出された。小石敷は， 東西幅約

1.6mの溝内におさまり，南北0.9mの

範囲である。 このほぼ中央部に少量小

片の火葬骨が出土した。また， 西半部

ほぽ中央からは，小査が1個出土し，

壷内には歯が納められていた。

火葬墓SX2日720 東西幅約1.6

mの南北溝に北東部と南東に区画石を

置き，南北約0.9mに区切ったもので

ある。東辺には長さ約0.7m，厚さ0.2

m
 

幅0.4mの大きな石を置いている。

西半分の上面には小石が散乱し南西端

にやや大きめの喋が置かれていた。

火葬墓SX 20727 (図版32-(3)・(4))

東西幅約1.6mの南溝を，南北 1m

に区切ったもので， さらにこれを南北

に2分している。当墓の場合， 四周を

区画する石が列として並べておらず，

北東隅， 西北隅， 南辺中央東寄りの各

個所に 1-3個の石が置かれているに
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すぎない。また，南北に 2分する区画石も，中央やや北寄りに 1個の大石が，置かれている状

況で検出された。北辺は，火葬墓SX20720の南辺を一部壊して広げており，火葬墓SX20720 

の南辺区画線上に当墓の骨査が埋納されていた。この骨査は，当墓東半分区画の中央北寄りに

置かれたものである。査内には，ほほ、大人一体分と思われる火葬骨が埋納されていた。また，

当墓東半分区画中央部には，直径O.2mの範囲に火葬骨が集中し，その直上に，合口にした土

師器皿が置かれていた。土師器皿の中には，灰とともに，粉状の火葬骨片が納められていた。

西半分の区画範囲内には，納骨器はみられず，土師器皿が3枚重ねにして置かれていた他，小

骨片がまばらに出土しただけである。

火葬墓SX 20728 東西幅約1.6mの溝色南北 2mに区画したものである。石列による区

画は，南西隅と東辺中央部で検出されたが，他の辺では確認されなかった。しかし，上面に敷

かれた小石のうち，やや大きめの石が北辺，東辺，南辺の各所に見受けられ，その範囲を知る

ことができる。また，東辺のほぽ中央部に，墓碑の基礎と思われる花商岩製の作工石の破損品

が置かれていた。上面に敷かれた小石は，この東辺部南半分で原状を保った状況で検出された。

この小石敷の下からは，平安時代の軒平瓦が出土した。火葬骨は，当墓区画の南西隅近くに，

少量がまとまって出土した他は，各所に散乱していた。

火葬墓SX20729 (図版32一(5)・(6)) 東西幅約1.6mの溝を，南北1.2mに区切ったもので

ある。西辺には整然と並べられた石列を検出したが，南辺の東半分は火葬墓SX20717により

壊されていた。火葬骨は中央部南寄りに，一辺約O.4m程度の方形に近い平面形で集中して検

出された。この骨群は，火葬墓SX20717の北

区画石列上に一部が乗り，それより新らしい埋

葬であることが知られる。その埋葬形態は，鉄

釘が骨に混じっていたことから，木箱による埋

納と考えられる。また，火葬骨とともに，熱で

癒着した六丈銭や，カ、、ラス玉，管状容器等が混

じって出土した。上面の石敷きは，北辺中央部

に見られる。

火葬墓SX 20717 (図版32← (7)・(8)) 火葬

墓SX20729の南東部を一部破壊して築かれた

もので，東西幅1.6mの溝の東半分，南北O.8m，

東西O.8mの方形に区画されている。四周を大

きな石で区画し，中央部には四耳査を倒立させ

て置かれていた。壷内には，大人一体分と思わ

れる火葬骨が納められていた。蓋の痕跡は認め 第56図 火葬墓B列群の遺物出土状況
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祇等により封じであられなかったが，木や衣，

ったと思われる。

育β当列群は，南北に長く配列火葬墓C列群

された火葬墓列群のうち，最も西側の列群であ

四周の石列が明瞭る。 A.B両列群と異なり，

で，共通する区画石列を持たず，各墓が独立し

て築かれている。区画Jこ用いられた石も， 0.3 

m前後のものが最も大きく，大小の差が少ない。

中には大きな石が使火葬墓A.B両列群では，

そのよう当列群では，用されたりしているが，

な列はない。

調査区内で南北7.4mにわたって当列群は，

さらに南へ伸び、ている。当列群の検検出され，

7基の墓が並んで構成されてお出範囲内では，

S
X
2
0
7
t
o
 

S X20712， り，北から順に，火葬墓SX20726， 

S X20708， S X20709， S X20710， S X20711， 

火葬墓これらの各規模は，S X20707と呼ぶ。

しかし，A.B両列群に比して小規模で、ある。

sxj 

A.B両区画石は堅固に築かれている。また，

まとまった火列群に見られた大型の蔵骨器や，

葬骨は検出されなかった。以下に各個の火葬墓

について概観する。

S
X
2
0
7
o
e
i
l
-
-
ーム

火葬火葬墓SX20726 (図版33一(1)・(2)) 

この墓C列群の北端で検出されたものである。

当火葬墓と後に見る火葬墓C列群内にあって，

針。管 1
野~ ~ Q x.:崎市 7

80A i 

。四周に石列を持たない例でS X20709だけが，

そ四周に小石を残し，当墓は，しかし，ある。

の規模は，東西0.75m，南北0.85mであること

(図版33-(1))。が確認できる
F
H
4
印-ロヨ

白磁製の骨査が埋納され当墓の南西部には，

ていた。査内には，数点の火葬骨が納められて

火葬墓C列群(1/40) 

。

第57図

この骨壷の南東傍からは，小壷が出土し

区画内にもこの他，中に歯が納められていた。

いた。
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少量の火葬骨が散乱していた。

火葬墓SX20712 南北，東西ともに 1mの方形に区切られたものである。西半分は石列

が見られず，小石が並んで置かれていた。東半分は良く残り，当墓の構築方法を知ることがで

きる。すなわち，長軸をもっ人頭大の石を周囲に置いて四角く区画し，納骨後埋め戻して小石

を敷き，その上に上面が平坦になるように，平らな面をもっ石数個を置いている。おそらく，

この上に墓碑が置かれていたのであろ 7。小石敷きの上に置かれた石のひとつには，砥石が転

用されていた。当墓内からは，火葬骨の小片が散乱した状態で出土したが，納骨器はなかった。

火葬墓SX 20711 南北1.4m，東西O.8mの方形区画をもっ墓である。火葬墓C列群内で

は，四周の石列が最も良好な形で検出された。東辺の区画石列は，ほとんど現位置を保ってお

り，西辺がやや乱れている。上面では，当墓の東辺に添って小石敷が認められた。墓内からは，

火葬骨の小片が散乱して出土したが，他に埋納物は出土しなか.った。

火葬墓SX20710 南北1.4m，東西O目8mの方形区画で，北西隅の区画石を欠損している。

南辺は南へずれて広がっている。東辺の石列は，他の各辺の石列よりも，やや小きめの石を使

用している。墓内部からは，小片の火葬骨が少量出土したが，散逸的であった。

火葬墓SX 20709 (図版33一(3)・(4)) 当墓には，四周を区画する石がなく，上面に黄色砂

質土を張っていた。その範囲は，火葬墓SX20710の南辺石列と火葬墓SX20708の北辺石列と

の間にあり，平面形は，東西O.8m，南北 1m前後の方形である。黄色砂質土の上には，小石が

部分的に認められたが，敷いたものかは判然としない。当墓の北東隅寄りには，刷毛目唐津の

蓋物が置かれ，蓋の上に拳大の割石が置かれていた。蓋物内には，火葬骨か数片納められていた。

火葬墓SX20708 (図版33-(5)-(8)) 当墓は，四周の石列が散在しており，荒い区画とな

っている(図版33-(5))。その範囲は，東西1.2m，南北1.8mである。また，区画に使用された

石も，他の墓と異賀で、，花岡岩製の墓碑等を使用している。例えば，南辺には石仏を裏面を上

にして(図版33-(6))，西辺では五輪塔火輪部を倒立した状態で(図版33-(7))，東辺部では一

石五輪塔を横転させて(図版33-(8))，それぞれの区画に転用している。

火葬骨は，当墓内全域に散らばり，まとまりはなく，また納骨器等も出土しなかった。

火葬墓SX 20707 火葬墓C列群で最も南に検出された。当墓は，火葬墓A列群の各墓の

区画と直線的に繋がらず，全体に東寄りに築カ通れている。四周の石は比較的整った形で方形に

配列され，南北 1m，東西O.9mの規模をもっ。配列された四周の石の組み合わせの際，透

聞を小石で埋めている。西辺に置かれた区画石沿いには，上面に敷かれた小石が残る。墓の内

部では，南西隅の区画石と西辺の区画石の聞に挟まれた状態で，少量の火葬骨が，まとまって

出土した他，火葬骨小片の散乱が見られただけで，納骨器等は，出土しなかった。

火葬墓D列群(第58図) 当列群は，火葬墓地の北限に位置し，これより北は一段高くな

っている。当列群は，東西方向に並べられた火葬墓群で，全長3.7mを検出した。この並びに
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は， 4つの区画が認められ，各墓の構築方法は，火葬墓C列群で見られた各墓と同方式のもの

である。しかし，残存状況は悪<，後世の撹乱が著しい。当列群を構成する 4区画を東から順

に，火葬墓SX20735， S X20734， S X20714， S X20713と呼び，以下にこれを概観する。

火葬墓SX 20735 火葬墓D列群の東端で検出されたもので，少量の小石群が検出された。

当墓の北側は一段高<，段丘喋層が露頭している。この高まりを切土して，当慕の面積を確保

している。その規模は，南北0.8m，東西0.8m前後の方形であったと思われる。墓内からは，

土師器の皿が数点出土したのみであった。

火葬墓SX 20734 当墓は，大部分が北側からの後世の撹乱により破壊されている。しか

し，南端部には，区画石列の一部が原位置を保っていた。その周辺には，小石も少量確認され，

墓の構築に使用きれたものが崩落したものと思われる。正確な規模は知り得ないが，石の分布

状況から，南北0.8m，東西1.0m前後の方形区画であったと思われる。

火葬墓SX2D714 当墓では，東半分は消失しているが，南西部に区画石列の一部が検出

きれた。また，そこには，小石が集中して見られ，上面に石敷きのあったことが推定できる。

西辺の区画は，北西部でーヶ所だけ残っており，当墓の規模を，東西1.2m，南北O目8m前後で

あったと考えられる。

火葬墓SX20713 当墓は，火葬墓D列群の西端で検出されたもので，南辺の区画石列の

一部を良好な形で検出できた。しかし，西辺の区画石列は検出されず，東西の範囲が明らかで

ない。北側も，当調査で検出した第W期の溝SD20702によって削られている。

その他の遺構 当遺構面では，前記した火葬墓の他に，土墳SK20737， S K20724，溝S

D 20725， S D 20732がある。土壌SK20737は， トレンチ西辺の整地盛土と北辺の段丘喋を掘

ったものである。深さは0.6mを測る。北側は， トレンチの北西端にかかり，これよりさらに

北へ伸び、るため，全形及ぴ平面規模は明らかでない。土層は 6層からなり，その中には，大量

の喋を含む層がある(第48図→1))。その他の土壌や溝は，火葬墓A列群と火葬墓B列群の間
にある墓道に掘られたもので，いずれも浅く，深さO.lm前後である。

vJηa 
卜一一

SX2071‘ 一一十十一 SX20734 ←一一← SX2073!5 ~ 

第58図 火葬墓D列群(1/40) 
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第II期(第59図，図版34一(1)) 第III期の火葬墓を除去し，墓道整地層や整地盛土の上層

を掘り下げた段階で，土葬墓をはじめ，土嬢やピット等が検出きれた。この検出面を第II期と

した。トレンチ北辺部は，第W期の面から見られた段丘喋層が露頭し，一段高まっている。ト

レンチ東辺部では一段高くなっている。第III期の建物の基段と思われる整地盛土部分で，この

層は大きく 2層に分かれ，その上層を除去した段階で，土壌やピットが検出された。この第fI

期の面は， nr期の墓域部分を平均0・4m，整地盛土部分を平均0・2m掘り下げて明らかになった。

北部にある高まりの比高差は，最大0・5m，東部の整地盛土の高まりの比高差は，最大0.8mを

測る。

当面で検出きれた遺構には，一部にまとまりが認められる。すなわち，土葬墓の座棺による

ものは北西部に，寝棺によるものは南東部に集まり，整地盛土下層上面には柱穴がみられる。

以下に，各遺構ごとに概観する。

土葬墓SK20738 (第60図，図版35一(1)) 土葬墓の中で，最も残りが良好なものである。

平面形は楕円形で，長径2.3m，短径2mを測る。段丘礁層を，深き1.4mまで掘り下げ，底面
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第59図 第II期遺構配置図 (1/100)
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は直径l.2mの円形になっている。埋土は 1層からなる。当墓境内の深さ0.6mの位置から東よ

りに，頭骨が検出された。深さ0.8m以下には，他の骨類が出土した。これらは，頭骨の下方

から放斜状に検出され，その位置関係から，足や腕の骨と思われる。また，当墓の掘り形や人

骨各部の検出状況から，座棺による土葬と察せられる。頭骨が南西を向き，他の骨類が北西か

ら南西方向に放斜状にあることから，ほぽ西向きに埋葬されたことが窺える。

副葬品には，刀子と六丈銭がある。この二者は，墓墳の北西部から出土し，六文銭の上に万

子の柄部分が重なる状態で検出された(図版35一(1)右下)。六文銭は，表面を上にし，六枚重ね

にした状態で出土した。その出土位置が，骨の出土した最も深い位置と同じ深さであることか

ら，棺の上に置かれ，棺が腐って陥落した際に落ち込んだとは考えられず，副葬された原位置

を保っていると思われる。

可7iy.11T

火葬慕整地層

。 50cm 

第60図 土葬墓SK20738実測図 (1/20)

土葬墓SK 20739 当遺構は，直

径 1m，深さO目8mを測る土撲であ

る。土壌内からの出土品はなく，埋

土は 1層であった。掘り形の形態，

規模から，土葬墓 SK 20738と同様

な座棺であったと思われる。

土葬墓SK 20740 当遺構は，

東西0.9m，南北0.8mの楕円形に掘

られた土墳で，深さ 0.7mを測る。

埋土は 1層からなり，撲内からの出

土品はない。

掘り形の規模は，土葬墓SK20738 

やSK20739に比べてやや小さいが，

形態から，座棺による土葬墓と思わ

れる。

土葬墓SK20741 当墓は，長

きl.7m，幅0.8mの長方形に掘られ

た土墳で，深さ0.35mを測る。長軸

は南北方向にある。埋土は l層であ

り出土遺物はなかった。当土壌の北

辺は，二段に掘られている。

当遺構の性格は，出土遺物がない

ため，明らかでないが，平面形が長
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方形であり，棺を埋めるに充分で、あることと，同形態の土壌が東に隣接していること等から，

寝棺による土葬墓と判断した。

土葬墓SK2日759 土葬墓

斗プフ乙ミ~ hFTes 
.. -S K20741の東側で検出された

土墳で，長さ1.7m，幅O.6m深

さO.3mを測る。埋土は1層で，

出土遺物はなかった。平面形と

規模から，寝棺による土葬墓と

思われる。

'~-27， 168.S 

土葬墓SK20758 (第61図)

当遺構は，整地盛土の下層上

面で検出された土墳である。東

西1.5m，南北3目4mの南北に長

い長方形で深さO.3mを測る。

埋土は 1層である。この層の

中ほど， 当土壌の北寄りの位

置から，土師器の皿 9枚と土

師器の砂片が集積した状態で

出土した。この土師器類は，

棺埋葬の際に行われた供華に使用し

たものが副葬されたと思われる。ま

た，土壌の規模が棺埋葬に充分であ

ることから，寝棺による土葬と考え

られる。

土境SK20736 (第62図) 当土壌

は，南北に長い楕円形のもので，北

半分を検出した。南半分は， トレン

チ南辺以南に伸ぴる。検出できた長

さはO.3mで，幅O.2m，深さO.25mを

測る。検出国は，整地盛土の下層上

面である。埋土は 1層で，上面から

は，土師器の皿 3枚が出土した。

土境SK20742 (第63図)

l=i5.1m 

茶褐色砂質土(磯混り)
r 一、F

o 50cm 

第61図 土葬墓SK20758実測図 (1/2町

X=-120，169 /----/ 
J 

一一Y=-27，168.5

l=14.8m 

50cm 

第62図 土墳SK20736実測図(1/20)
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表面に小石が集積した土墳

である。直f圭1.6mのほほ円

形て1深さ0.4mを測る。埋

土は 2層からなり，小石の

礁群は，上層で検出された。

また， この礁に混じって，

土師器の皿が出土した。当

土境の掘られた目的は明らか

でない。

検出面は， トレンチ北辺で

露頭している段丘の上面であ

る。当土墳の東半部は，当調

査の第III期にあたる土墳 SK

20737により，一部が削られ

ている。

土境SK2日743(第64図)

当遺構は， トレンチ南西端

で，北半分が検出された土墳

である。平面形は不正形な半

円形で，南半分はトレンチ南

辺より南に広がる。直径約1.3

m前後の円形になると思われ

る。深さは， 0.65mをiNIJる。

上面から，土師器の皿六枚が

出土した。また，少量の聴が

散乱し，東端は，醸の詰った

溝状の遺構SX20756により

削られている。

その他の遺構 以上の他，

浅い土墳SK20752やピット

等がある。ピット53では，小

石の聴が一面に詰っていたが，

その性中各は明らかでない。

ア乙二二三=

J )(=-120，160 

日。固ま
H
J

Y=-27，171 

Y=-27，170 

。 50cm 

第63図 土墳SK20742実測図 (1/20)
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第64図 土墳SK20743実測図 (1/20)
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第 I期(第65図，図版34一(2)) 当期は，第II期の整地盛土と造成盛土を除去した段階で

検出された遺構面の時期である。遺構は，土壊や溝，ピットからなる。検出面の北辺部は段丘

喋であるが，南へ傾斜する地形であり，南部は段丘磯上に堆積した砂層又は砂喋層からなる 0

・この地層の変更する位置には，その変換線にそって，溝SD20763が巡っている。いずれも無

遺物層で，当調査区の地山と判断した。

トレンチの北半部は，段丘喋を掘り込んだ土墳が主であり，南半部は，南東方向へ傾斜する

落ち込みが大部分を占める。この落ち込みの上面からは，ピットを 1個検出したが，意味不明

である。

当時期は， 2小期に分かれ，溝SD20763の掘られた時期が最も新しく，土墳SK20762の掘

られた時期が最も古い。しかし，他の各遺構との前後関係は，出土遺物から見ても明らかでな

く，また，遺物を出土しない遺構が多かった。

X::-120，159 

。純明日
q 

。 3m 
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第65図 第I期遺構配置図 (1/100)
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以下に，各遺構を概観する。

溝SD 20763 当溝は， L字形に曲がるように掘られた溝で，地山層の土質変換線にそっ

ている。埋土は 1層からなり，平均的な深きに掘られている。その規模は，幅0.8m，深さ0.1

mで，東西 9m，南北 7mを検出した。当溝は，さらに東と南へ伸び、ている。南北方向の部分

はやや幅挟で，その幅約0.4mを測る。

土境SK20760 当土壌は， トレンチ北部の段丘聴を掘られたものである。その平面形は，

幅0.6m，長さ2.3mの長方形に近い形状で，深さ0.45mを測る。出土遺物はなく，掘られた目

的は明らかでない。埋土は 1層であった。

土境SK 20761 当遺構は， トレンチ北西端で検出された土壊で，不正形な形状であった。

深さ0.4mを測り，平面形は長方形に近いが，北端と西端はトレンチ外に伸ぴるため，明らか

でない。遺物の出土はなかった。

土嬢SK 20762 当土墳は，不整形な土壌で，北側がトレンチの外へ伸び、る。深さ0.4mを

測ワ，埋土は 1層である。埋土からは，長岡京期の遺物が出土し，この時期に掘られたものと

考えられる。当土壌の埋土は，土壌SK20760や SK20761と同じ土質と色調であることから，

この各土墳は，同時期のものと考えられる。検出面は， トレンチ北部にある段丘喋層上面で

ある。

土壊SK20764 当遺構は， トレンチ北西部で検出された土壌である。平面形は不正形な

長方形をなしている。南半分の一部は，溝SD 20763に東西方向に上面を削られ，北西端はト

レンチの東方へ伸び、る。このため，正確な規模は明らかでないが，北東 南西方向に長しそ

の長さ 2.5mを測り，北西一南東方向の幅 1mを測るものと思われる。埋土は 1層からなり深

さ0.6mを測る。埋土の土質，色調とも土墳SK20762等と類似するが，遺物は皆無で、あった。

落ち込みSX 20768 当遺構は， トレンチの南東部に向って低くなる落ち込みである。工

事施行者との協議で，新築本堂の基礎工事の関係上，深さに問題があるとし，完掘することが

できなかった。このため，当遺構の時期や，堆積土の状況等，細部において明らかにできなか

った。従って，部分的に知り得たことを記し，近隣地での調査の資料としたい。

当落ち込みは，当調査トレンチ内で北肩と西肩が検出された。北肩は北東 南西方向にありィ

西肩はほぽ南北方向にある。北肩の東方はトレンチ外に伸ぴ，西肩の南方もトレンチ南辺より

南に伸びる。北肩では， トレンチ東辺にかかる部分でーヶ所サブトレンチを設け，傾斜の状況

と土層の検出を行った。この結果，深さ約0.4mの落ち込みで，埋土は 4層からなることを確

認した。このうち，上から 1層目と 3層目は厚く， 4層目は部分的で、あり， 2層目は薄〈堆積

した炭混じりの灰層であった。このサブトレンチでは，遺物は得られなかった。西肩は，北肩

ほど明瞭に落ち込まず，なだらかに東方に傾斜していた O.当遺構の埋土は，当遺構面で検出さ

れその他の遺構とは，質感や色調あるいは埋土の層序のいずれにおいても異質なものである。
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以上，当調査においては，第 I期から第W期にわたって，層位的に検出された。これらの各

時期の遺構は，光林寺以前と，光林寺関連遺構の 2大別が可能で、あるが，その歴史的位置付け

は後述することにし，以下に，各期の出土遺物について概感する。

4 .出土遺物

当調査で出土した遺物には，須恵器，土師器，瓦器，陶磁器の他，土製品，金属製品，カ、、ラ

ス製品，瓦がある。これらの遺物は，平安時代初期から前期，鎌倉時代末期，江戸時代前期~

中期に相当するもので，江戸時代のものが最も多い。以下，時代別に概観する。

平安時代 土器の総出土量の4.1%が長岡京期のもので，須恵器が47.3%，土師器が52.7

%をしめる。やや土師器の方が多い。須恵器には，王手A.B，王手B蓋，鉢，壷等があり，杯類，

寵類，査類が， 28-29%とほぼ、同じ割合である。破損した際の破片の出る割合を考慮すると，

坪類が最も多く，蓋の12.9%がこれに次ぐ。杯の中では， B類が多く， A類は少ない。土師器

は，椀，皿類が最も多く，土師器破片総数の63.3%をしめ，中でも皿類が多い。杯類は出土し

なかった。これに，嚢，高杯が次ぎ，蓋の小片が少量ある。皿類は，外面全面へラ削りの c手

法が最も多く，口縁ナデ，底面へラ削リの b手法が少量みられる。土師器には，白色の砂粒を

多く含むものと，赤色粒子を多く含むものとがある。この他，少量の製塩土器がある。

土嬢 SK20762からは，土師器ミニチュア嚢(第69図175)と，須恵器王手 B (177)， j:不B蓋

( 176)の他，土師器皿A，高杯等の小片があり，形態と手法から長岡京期と思われる。近世の

遺構や包含層にも長岡京期の遺物があり， II期では7.4%，III期では2.1%，N期では2.7%の

割合で出土した。この他，長岡京期以後の軒平瓦が2点出土している(第68図93)。

鎌倉時代末期 土器の総出土量の4目9%が鎌倉のもので，そのうち土師器は8.8%，瓦器は

9l.2%をしめ，その他，須恵器や陶器が少量ある。土師器のっち，皿が最も多く 58.6%をしめ，

他に少量の紅壷がある。瓦器は，塙，皿類が最も多く (54.5%)，鍋，羽釜がこれに次ぐ。須恵

器のほとんどは片口鉢で，他に査，嚢類が少量ある。これらのほとんどが版築層から出土した

ものである(第66図11)。同時期の単純包含層や遺構は検出きれなかったが，近世の遺構や包

含層から出土し，第II期では11.6%，III期では2.3%，N期では5.4%をしめる。

江戸時代前期 第II期の遺構及び包含層から出土した遺物である。この時期に相当する遺

物は，第69図153-174に示した第II期の遺構出土のものがある。まとまって遺物が出土した遺

構には，土墳SK20743， S K20736と土墳墓SK20758がある。ほとんどが土師器の皿である。

同時期の遺構，包含層出土遺物総破片数中， 80.1%が同時期の遺物であり，そのうち土師器皿

は， 98.8%をしめる。他に，染付や青磁，唐津焼系陶器の小片が少量ある。土師器皿は，大小

2種がある。大皿は，口径9-10.4cm，器高2.3-2.4cmを測り，小皿は，口径7-7 .Scm，器高

1.6-1.Scmて、あり，法量にまとまりが認められる。いずれも，器壁は平均的で口縁部を丸くお
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さめるものが多い。これらの特徴は，勝龍寺域社第m期皿Aaとしたものと共通する特徴をも

っ。その割合は，土師器皿のっち， 74%をしめる。このことから， 17世紀代から18世紀初頭と思

われ，当調査の第III期遺構群の一時期=正徳三 (1713)年より先行する時期に比定できる。こ

の時期の土墳墓SK20738からは，六文銭として古寛永の六枚重ねと，御身万一口が出土した。

万子柄部は紐で、縛っており，周辺に木質を残す。寛永通賓は，末使用銭と思われる。この他，

整地盛土最下層からは，唐銭や北宋銭の渡来銭又は，ビタ銭と呼ばれるものが数多く出土した。

第67図202と203は剃万と思われる万子で， 202は，鉄製の万身に青銅製の鞘を被せている。

203は銀製と思われる。

江戸時代中期前半 第III期の遺構及び包含層から出土した遺物で，正徳三年三月十四日の

墨書をもっ陶器と相前後する時期に捕えられる。同時期の遺構や包含層出土遺物総数の75.4%

が正徳三年前後と思われるもので，そのうち土師器の皿が96.9%をしめ，他は国産陶磁器類で

あった。土師器の皿は大中小の三種があり，形態からは大きく 4形態に分類できる。勝龍寺城

の形態分類に対比すると， A， H， K， 0の4形態に相当する。 A形態はさらに a，b， cに

小区分に相当するものがある。そのうち， Aaに分類したものが最も多く， 81.6%の割合をし

める。しかし， Abに分類したものも多くなっており， 13.8%の数値を示す。

陶磁器類は，伊万里焼系の染付や青磁が1.2%，瀬戸焼系の陶器が0.9%，唐津焼系の陶器が

0.3%の他，備前，信楽，京焼，丹波等が少量ある。これらの陶磁器には，骨壷として使用さ

れたものがある。骨査は，瀬戸焼系の小壷が5個体及ぴ蓋が1個あり，最も多い。次に，伊万

里焼系の白磁蓋付査，染付の小壷，染付の壷蓋の，合計3個体分がある。その他，丹波焼の皿

耳査，信楽焼の壷，土師質の有蓋骨量の大型品や刷毛目唐津の蓋物，土師質の施粕小壷がある。

土器類の他，火葬墓から，六丈銭として副葬された寛永通賓が出土した他，北宋銭等が出土

した。六丈銭として火葬骨とともに埋納された寛永通賓は，いずれも焼成を受けており，亡骸

とともに茶毘に付されたものであり，六枚が融着している。火葬墓中から出土した他の古貨幣

は，散乱した出土状況であり，焼成を受けた痕跡はない。火葬墓SX20709出土の寛永通賓は，

古寛永であるが，他の寛永通費は新寛永である。第76図の180と182は，通のしと永字に特徴が

あり，背「文」字銭の同範銭であることが確認できた。これらの新寛永の出土した遺構や層は，

寛文八 (1668)年以降であるといえる。火葬墓SX20708， 12， 15， 16， 17， 28， 29， 31， 32， 

33， 37， 38の各々からは，鉄釘や金具類が出土した。 SX20715出土の釘を見ると一寸五分

(4. 5cm)，一寸二分 (3.6cm)，一寸(3 cm)，八分 (2目4cm)，七分 (2.1cm)，六分(1.8cm)，五

分 (1.5cm)，四分 (1.2cm)，三分 (0.9cm)の各寸法のものがある。このうち五分釘が最も多

く，七分，三分と続く。また，その形態は，頭部と身部が同じ厚きで作られ，幅は先端から頭

部に向って広がり，上端を折り曲げることによって頭部をっくり出しているもの (A形態)と，

頭部を肩平に作り，身部と同一面上に円形に作り出しているもの (B形態)と，身部に帽子状
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に円形の頭部をつくり出したもの (C形態)の 3種がある。 A形態の釘は，六分釘に一点見ら

れるが，一般的でない。 B形態のものは，最も多く，大型の釘から，小型の釘まで各種にあり，

三分釘は全てこの形態のものである。 C形態の釘は，一寸，五分，四分があり，装飾効果を意

図して使用されたものと思われる。

江戸時代中期後半 第W期の遺構や包含層から出土した遺物である。同時期の遺構や層か

ら出土した遺物のうち， 92.0%が近世の遺物であり，そのうち94.5%が土師器皿であった。土

師器の皿は，勝龍寺城での分類に従えば， A類と K類があり， A類が97.9%をしめている。 A

類の小分類では， a類が26.5%，b類が71.4%であり，当調査のII期， m期の割合と逆転して

いる。また， A b類は，硬質で陶質に焼き上がったものが多く，焼成時に炭素の付着した製品

は見られない。陶磁器類では，染付等を含む磁器が，同時期の遺物の2.8%である他は，瀬戸，

唐津，信楽，備前，京焼，丹波等が少量ある。
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付表-8 出土遺物観察表

時期器種 器形
法量 実測

形態 !T) 特徴 成形・調整の特徴 胎土・焼 色調 土器番号
口径(咽)器高(cm)番号

。丸型の体部に、面どりをし 。全面に丁寧なナデ。 。磁器質 素地は 4 

た注目部を付す。耳は三山 。内面全面と外面」二部4/5 の良好な 淡賞白 挿図

土 形。 まで施利。 胎土で硬 色 66 

。注口取付位置には、五枚花 。底部内面に、ハリ支え状の 質 粕薬は

7.8 9.9 34 
弁状に六個の流出孔を穿つ。 円形凸基が残る。 少し青

。底部は、やや凹面状の平底。 。口縁端部は粕ハギ。 味がか

国 。内外国の粕には、貫入が見 った1晶

W 瓶 られる。 灰黄色

。両側面に、淡青色と淡茶褐色

産
。帳広い底部から、屈曲して

の薄い色で松の絵を配する。

。底部以外全面ナデ。 。精良な 素地は 12 

外湾しながら狭まる体部を 。底部は削り出し輪状高台。 磁器に焼 白色 挿図

持つ。このため、体部と底部 。口縁部内面上半から外面会 かれてお f!l.し、 66 

磁 の境が明瞭な稜線で区切ら 面に厚い粕を施し、高台接 り、硬質 高台部

(青
れている。休部の最大径は、 地面のみ粕はぎ。 分は横

生
この稜線にあり、最小径は、 。口縁部内閣下半にシボリ目 白色に

期 花 (11.0 )1(13.4 )1156 
体部上半 1/3にある。体 有。 発色。

器 部の上端は再ぴ周曲し、大 。高台接地面に耐火砂が一部 地薬は

井E磁
きく外反して広がる。この に付着。 青灰色

ため、口縁部と体部の境は
明瞭な稜線によって分かれ
ている。口縁部下端近くに

は、一対の獣商浮文を配す。

。底部は輸高台。

。口融部から底部にかけて、s 。内外面全面ナデ、口縁部と 。鍛密で 素地は 124 

香 字型に曲がる器体をなし、ロ 体部の聞に、口縁端部巻き 良質な胎 淡灰白 挿図

縁部、休部、底部の境がない。 込みの際的一帯の強いナデ。 ゴ二 色 68 

震(15.2)(5..0) 108 。口縁端部は、外反した先端 。粕全薬面はに施、すロ縁。内面から外面 。硬質 内面は部を内側へ巻き込むように 淡賞茶
) して肥厚させ、上方に幅広 褐色

炉 〈面をつくりたす。 粕薬は

。底部欠損するが三足か。 青灰色

。受部が口縁部より水平に外 。口綾部内外面と、受け部は 。徹密で 素地は 122 

国
へ張り出す。 ナデ。 良質 白色 挿図

( 。口縁部は、やや内傾気味で 。天井部内外面はカキ目。 97の粕 、68

壷染
輪高台状にっくり出す。 。つまみはへラ削りか。 は白色 図版

(5.2) (2.5) 168 。天井部は肩平であるが、 97 0122は、呉須で受け部と天井 122 グコ 44-(2) 

付 は丸味を有す。 部の境に問線を一条巡らし 粕は、

) 
097は、つまみを持ち、その形状は、 受け部上面に渦巻き文を描 やや青

上捕に平坦な円形の面を持ち、 〈。天井部の文様は不明。 味のあ

上部1/3の位置に最大径のあ る白1也

回
る断面菱形である。
0168は、天井部を欠くが、つ 。硬質 97 

産 まみを持っと思われる。 挿図

( 。口縁端部は、122の場合内傾 68 

蓋白
する明瞭な面を持つが、 97 図版

4目8 2.g 29 は、やや丸昧を持つ。 40 

磁 。受け部端面は、122の場合丸
) くおさめ、 97の場合明瞭な

面を持つ。

097は、 98の査とセット。

。鶏卵倒立形の体部に、輪高 。底部以外は、全面ナデ。 。素地は 素地は 98 

磁
台を持つ。 。底部外面は、ヘラ削りのままか図 やや粗〈 白色 挿図

。口縁は、体部から屈曲してやや 0粕は、口縁部外面中位から 焼があま 粕の発 68 

期 AI 6.0 9.2 30 
外湾気味に短かく直立する。 底面までと内面に施すが、 い 色も悪 図版

。口縁端部は、ほぽ水平な面 高台接地面は粕ハギしてい 少し軟質 〈、黄 40 

を持つロ る。内面の施粕は荒〈、少 味がか

。輪高台の接地面は、平坦面 量の薬を入れて、器体をこ った白

でなく、尖っている固 ろがす。 色

。薬壷形をした短頚壷の小形 。全面ナデか。 。鍬密で 素地は 121 
品で球形の体部に、屈曲し 。体部には、呉須で、草花文 良質 白色 挿図

器査
て短〈直立する口縁部と、 と飛蝶文を描き、その位置 。良好 糊は、 68 
輪高台がつく。 は表裏の関係にある。 やや青 図版

BI 3.0 4.2 6 0最大径は、体部上半にある。 。粕は、口縁部内面を除いて、 味がか 39 

。口縁端部は、平担面を持つ。 全面に施すが、口縁部端面 った白

。高台接地面は丸くおさめる。 と高台接地面は粕ハギする。 色

。体部内面は、粕薬を入れて、

器体をころがし施粕する。

。査の底部片であり、詳細不 。底部内面中央部にへラ削り 。綴密で 糊素白地色は 126 

月月。 痕を残す。 良質 挿図

C 110 。内部無柑であることから、細頚壷 。高台内外面は、へラ削りの 。良好
ややは;青、 69 

のようをものかと思われる。 ままか， 昧がか

。輪高台の接地面は尖る。 。高台接地面は、粕ハギ。
った白

._ 色
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時間器種 器形
法量 実測

形 有，l，!.>'包 σ〉 特徴 成形・調整の特徴 胎土・焼 色調 土器番号
口径(cm)器高(叩)番号

。底部の高台部分のみで、上 。内面ナデ、高台部分は、へ 。精良 素地は 23 
部は詳細不明。 ラ肖Ijりグ〉ままカ為。 。硬質 白色 挿図

N 。高台は、輪高台でやや深い。 0粕は全面に施し、高台接地 。良好 1'i由薬は 66 

E宛 100 
面的み粕ノ、ギ。 気 i包が
。内面見込みと高台接地面部 多く入

期 分に、耐火砂の付着。 り淡青

。高台外側面と体部外面に、 灰色

呉須による線が見られる。

トー一一

国 。内湾する口縁を持つ。 。内外面ナテ。 。キ青良 素地は 55 挿図
AI(11.2) (5ρ) 175 。端部は丸くおさめる。 。外商に呉須で装飾するもの 。硬質 柑白白色薬色は

67 
。いずれも底部を欠き、詳細 が多く、唐草文(125)や山 口良好 44図版(2 
不明。 他的破片に高台接地 水文 (55) を描くものの他 125 
面を平曲ハギしているものが 網目文等がある。 挿図

(9.3) (4.5) 109 ある。 。高台接地面に、耐火砂町付 l土 69 
o 1251;)"J、Jξ り。 着するものがある。 青味白

44図版(2 
色

III 産
碗

。底部片で、全体の形状は不 。体部下半及び外面はナデ、 素地は。やや粗 136 
同月。 上半は欠損。 く気泡 灰白色 挿図

。輪高台を有すが、接地面欠 口輪高台内町底部は、ヘラ削 カf入る 華由は、 69 

166 
ナ員。 り痕を残す。 やや黄 図版

。内外面全面に施華由。 惨長カずカ主 44-(2) 
。呉須による装飾が、内面見 ったj長

込と、体部外面、高台外面 青白色

にみられる。

期
石tt

。内湾気味の大き〈聞く形状。 口外面から高台部までヘラ削り。 。良質で 素地は 64 
。口縁を欠き、上半は不明。 。内面見込みがわずかに一段イ丘 硬質 白色 挿図

。高台は、輪状高台で、接地 まり、口縁内面とは、縦線に 。良好 粕薬は 67 
面は平担。 よる菊花文状の装飾がある。 青白磁 図版

肌 33 口内閣見込みに、呉須による図 に近く 44-(2) 
案化した文様が描かれている。 淡青白

。粕は内外面全面に施され、高 色

器 台接地面のみ糊ハギ。

。底部高台面に耐火砂が付着。

ト一一一

。内湾する口縁を持つもので 。内外面ナデ。 。精良 素地は 153 

II III期腕と変化ない。 口外面に、呉須による文様を 。硬質 白色 挿図

碗 A(11.0) (5.0) 143 。底部欠損。 有す破片のため意匠不明。 。良好 紬薬は
69 

期 青白色 44図版(2) 

。半球形の丸い器体に、輪高
。体部下端の高台と接する部 。キ宵良 素地は 26 
分及び、高台内底部外面の 。硬質好 淡黄白 挿図

台がつく。
中央部のみへラ削りを残し、

。良
色 66 

。高台は、直立して比較的高

く外側面、接地面、内側面
他は全面ナデ。 紬薬は 図版

内各々が直線的な面をなし、
01'由は、内面と外面のナデ調 ~~主黄!次 38 

碗 A(12.2) (4.8) 160 各面の接線が鋭利に角ばる。 整部分に施利。 色

口口縁は丸くおきめる。
0 1'曲~円買入者二しい。

。高台内底部外面に「冨永」

国 の印刻あり。

。内面見込み右よりに、山水

の具象化した文様を描く。

W 
。やや内湾気味に漏斗状に広

。体部外面の上部 1/4と内 。須恵質 素地は 27 

がる深い器体のいtつゆる井 面全面をナテ。 グコB古ゴ二 灰色 挿図

産 戸茶碗。
。体部外面の下部 3/4以下 。硬質 粕薬は 66 

。底部には、輪状高台を削り
底部までへラ削り。 。良好 i主緑灰 図版

C 1 12.0 5.5 149 出す。
。柑は、内面全面と体部外面と 色 38 

。高台は、断面三角形に近く、
施粕し、高台にはかからないロ

接地面は、幅狭い面である。
oJf由薬は灰柑系である。

。高台内の底部は、肉厚。
。口縁の面に、端部から体

陶 。口縁は丸くおさめる。
部にかけて呉須による斜格
ヲ三主こカ吋苗かれている。

期 。やや内湾気味に広がる体部
。高台内面から体部内面まで 。精良 素地は 9 

から、少しっぽまって外反
全面ナデ。 。硬質 淡黄白 ナ甫区l

する口縁を有するもので、
。柑薬は、内面全面と、体部 。良好 色 66 

器 いわゆる天目茶碗である。
下半 3/4まで施柑する。 紬薬は 図版

。体部から口縁部への移行は、
。粕薬は鉄粕系。 黒茶色 38 

DI 10.8 6.7 46 漸次的で、境は明瞭でない。
。体部と底部の境は屈曲し、

陵線によって明瞭である。

。底部には、輪高台を削り出

すが高台面の削りが浅く、

底面が肉厚となっている。

」盟副
。瀬戸焼。
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時期器種 器形
法量

)実番号測 青3 態 の特徴 成形・調整の特徴 胎土・焼 色調 土器番号
口径(咽)器高(叩

。平底に、ゆるやかに内湾し 。内面から口縁端部外面まで 0::1二自市霊童 素地は 24 
ながら広がる形態である。 ナデ。 。あまい 茶褐色 挿図

。口縁端部は丸くおさめる。 。口縁部下半から底部につけ ;焼 粕薬は 66 

AI(11.4 )1 (2.2) 162 。底部と口縁部の境は、漸次 てはへラ削り。 。軟質 淡緑褐

的で不明瞭。 。内外面全面に粕を施す。 色。

。口縁部のー画に、へラ描き、

N 斜格子文を酉己す。

。ゆるやかに内湾しながる広 。内面からロ縁端部外面まで 良質 素地は 25 
がる口縁に、断面三角形に ナデ、以下をへラ削りする 。硬質 淡黄灰 挿図

近い高台を付す肩平な形態 。高台内底部外面には、井桁 良好 色。 66 

BI(8.8) (2.1) 41 である。 形のトチン跡を残す。 紬薬は

皿
口口縁端部は丸くおさめる。 。内面から、高台内面まで全 緑灰色

国 。瀬戸焼。 面に施粕。

期

。盤とでも言うべき大皿。 。内面に砂胎土目を残す。 。良質 素地は 10 

。器壁の厚い製品で輪状高台 0155は、二種唐津の大皿と思 。硬質 灰色 挿図

165 部分の破片。 われ、 部に緑色粕がかか 。良好 粕薬は 66 
。唐津焼。 る。 淡青灰 図版

C 
。外面へラ削り、内面ナテ。 色 44-(2) 

ト一一
素地は 155 

91 
淡灰色 挿図

粕薬は 66 
灰褐色

産 。皿状の天井部』こ輪高台状の 。天井部内面から受け部外面 。良質 素地は 122 
つまみがつく。 までナデ。天井部から、つ 。硬質 赤茶色 挿図

。天井部と受け部の境は不明 まみ内面までへラ削りか。 。良好 粕薬は 6日

有碗 瞭で、受け部下端は平担面。 。口縁部及び受け部下面を除 茶褐色 図版

。口縁部は、受け部より内に いて全面施軍由。 士也』こ白 40 

9.0 3.6 2 あり、短かく鋭〈外反して 口受け部下面には、耐火砂が 色粕刷

下方を向く。 付着。 毛目

蓑 。つまみの端部受け部外縁、 。利薬は内面鉄粕のみで、外

蓋 口縁端部とも丸くおさめる。 面は鉄f由の上に刷毛白文を
。蓋付碗113とセ y ト。 施す。

。唐津焼。

III 碗蓋
。内湾気味の底部を屈曲して 。全面ナテーか。 向上 向上 113 
直立する体部を持つ。 。全面に粕薬を施す。 挿図

陶 イ寸 11.2 8.0 3 。底部には、輪状高台を付す。 。粕の内容は蓋(112)と同様 68 

碗
口口縁端部は丸くおさめる。 でいわゆる刷毛目唐津」 図版

。唐津焼。 40 

。内湾してわずかに広がる体 。内面全面から、体部下方1/4。良質だ 素地は 148 
部と、輪状高台がらなる。 までナデ以下をへラ削り。 カf量失壬3ト 赤褐色 挿図

Blll.4 8.7 151 。口縁部は丸くおさめる。 。粕薬は内面 e体部外面まで
多い

粕薬は 69 
。底部と体部の境は、屈曲し かかり底部及び高台には施 。。硬良質好 j炎緑灰 図版

ており、明瞭でhある。 粕しない。 色 38 

。特徴は、 9と同様。 。特徴は 9と同様。 。良質 素地は 62 
。硬質 賞褐色 挿図

(12.0) (8.0) 38 。良好 粕薬は 67 
黒地 図版

器 38 

碗 D 
。体部以上を欠くが、同形態 。底部片白 。良質 素地は 77 

期 1 である。 01愉高台接地面に底部糸切痕 。硬質 白色 挿図

40 を残す。 。良好 勅薬は 67 
黒茶色 図版
44-(2) 

。高台が輪高台とならず、平 oDと同じ特徴 。良質 素地は 84 
底か凹レンズ状になる。他 。但し、高台部分等の無施粕 。硬質 賞灰色 挿図

DI(12.0) (5.7) 37 
lまD，と!司じ。 部分に鉄畢由を塗る。 。良好 車曲薬は 68 

黒茶色 図版

2 
高台赤 38 
茶色

。平担な、円盤状の形態て¥ 。底面に回転糸切痕を残す底 。良質 素地は 120 

宣士宜
円柱状のつまみをつける。 面を残して全面ナデ。 。若更質 淡赤賞 挿図

。内面は中実で平底。 。天井部のみ施粕。 。良好 褐色 68 
BI 6.6 2.4 77 。「正徳三年己三月十四日 粕薬は 図版

蓋 骨 黒茶色 38 
全廓比丘・・・」と墨書あ

り。
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時期器種 器形
法量 実測

形態 ♂〉 特徴 成形・調整の特徴 胎土・焼 色調 土器番号
口径(cm)器商(叩)番号

口平底に、逆円錐台の体部を 。体部にロクロ目を残し、底 。良質 素地は 99 
もち、外反する口縁部をイ寸 部外面には、回転糸切り痕 。硬質 淡灰賞 挿図

3.4 7.0 4 す小さな査である。 を残す。 。良好 色 68 
。口縁端部は丸くおさめる。 。大形品は、口縁内面から、 粕薬は 65 

3.3 6.9 。大 (99)小 (65)の 2種が 体部下半 1/4まで施粕し、 黒茶色 挿図

あり、樽状の体部をもつも 小型品は内面全面と体部下 力、らT長 67 

DI 3.0 4.3 5 の (40) もある。 半 1/5まで粕を施す。 賞茶色 40 
挿図

(3.5) (5.2) 171 67 
図版

39 

血 国 。体部片であり口縁、底部は 。内外面ナデ。 。良質 素地は 123 
司ミ司月。 。粕薬は、内面全面と、体部 。硬質 淡灰賞 挿図

E 160 。最大径を体部下端にもち頚 下端まで。 。良好 色。粕 68 
部がつぽまる。 薬は赤 図版

黒褐色 44-(2) 

。最大径を体部上半部に置く 。体部下半にカキメと施す。 。良質 素地は

平底壷で、口縁が短く外反 。他は内外面ナデ。 。硬質 賞褐色

FI 4.6 4.9 35 する。 。底面には、回転糸切痕を残 。良好 紬薬は

。一対の円形浮文を有す。 。粕薬は、体部上端の肩昔日に カキ平由

施糊する。

産 。平底からロクロ目を残しな 。内外面全面ナテ、底部外面 。王圭正王、 素地は 73 
がら鶏卵倒立形の体部をつ も丁寧なナデ。 長石を 茶褐色 挿図

くり出し、頚部に幅広い凸 。体部下半 1/6より下部が
多〈含

焼台内 67 
宜士E λ丸、 正王

帯を設けて短かい口縁を付 それより上部内色と異って /，セ+カf にあっ 図版

している。 おり、筒状焼台の痕と思わ 多い た底部 40 

GI 16.0 26.5 1 。口縁端部には、幅広い面を オlる。 。良好 は灰色

っくり出す。 。内面には、水漏れ防止用の を程す

期 。器体全体に、石ハゼが見ら 粕を施す。 内面の

オ1る。 粕薬は

淡緑灰

色。

F旬 。鶏卵イ到立形の底部に、直立 。粘土紐巻き上げによる 2- 。王圭正王、 素地は 83 
する頚部と外反する口縁部 3段階輪積み成形。 長石チ 赤茶褐 挿図

を持つ平底の査。 。内外面全面ナデ。 等ャート 色 68 を含
HI 9.6 30‘7 99 。肩部に Z対の紐掛け把手を 。口縁端部内面から、体部下 tr 紬薬は 図版

持つ四耳壷。 半 1/3まで施粕。 。硬質 黄緑色 40 
。体部上端の頚部との境近く

。良好

に二条の沈線を施す。

トー←

素柑赤褐地薬色はは。落し蓋を持つ査の口縁苦E片。 。体部外面タタキ。 01青良 28 

VI 器
。直立する口縁と深く落ち込 。口縁部外面から、内面受部 口硬質 挿図

I んだ蓋受けからなる。 体部内面はナデ。 。良好 白色 66 

期 口口縁端部、受け部端部とも 。口縁端部から体部外面に施 一部歯師に

丸くおさめる。 利。 装アメ粕用

ドー一一

III 
。底部片、輪高台部分。 。内面ナテ¥外面は高古近く 。良質 素地は 71 

。高台の各面は平担で各面の までナテ¥以下へラ削り。 。硬質 賞褐色 挿図
皿 43 接線は鋭利。 。良好 利薬は 67 

期 白色

。水平な天井部に屈曲させて 。内外面全面ナデ。
。石英、 黄褐色 52 

宜士E チャ
口縁部をつくり出す。

石ト雲、母長
挿図

叢用 21.0 2.9 123 
。つまみを有し、上面が凹面 67 

土 状に形づくる。 を含む 図版

D 有蓋E萱萱53とセット。
。やや軟 39 

III 蓋 o質良好

。幅広い平底に、最大径を上 。内面は刷毛目成形の後ナデ 向上 同上 53 
部にもつ体部を有し、内湾 調整。 挿図

自市 有 してつぽまった所を上方に 。底面と体部外面は丁寧なナ 67 

査 屈曲させて口縁部をつくり プ。 図版

期 17.2 17.9 124 出す。 39 

蓋 。口縁部は短かく、端部には、

平担面をつくる。

器 査
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付表-9 土師器皿の形態分類表

A a類 Ab重責 L委員 H類

2 74 135 5 72 48 

7 75 136 15 96 70 

8 78 137 16 118 87 

13 79 138 17 88 

14 80 139 18 94 

29 81 141 19 111 

30 82 142 20 

31 86 143 21 

35 90 144 22 

37 95 145 36 

38 100 146 41 

39 103 154 42 

43 104 156 50 

44 105 157 51 

46 106 158 85 

47 107 159 89 

56 108 160 128 

57 109 161 151 

58 115 166 163 

59 116 168 164 

60 117 169 165 

61 119 170 

63 127 172 

66 129 173 

67 133 174 



第N期 第III期 第II期 第I期 その他

LJ 
5 6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 自由 10 11 12 5 晶 7 串 9 10 11 12 5 6 7 串 9 10 11 12 5 6 7 自 申 10 11 12 

3 1 lll  .. "，" <1' '" .. 

2 も "00_" o'γ.  2f-- "・:1f-- . 2f-- 21- ，問。@
oA@Od ea :@ % @@@@ も， ' 匂a 司二，百も一日 . ' 

L__jL______(_ 1 1 1 1 1 1_ I I I I I 
自由 10 11 12 5 6 1 8 9 1() 11 12 5 11 7 8 9 1自 i1 12 5 6 7 由 9 10 11 12 5 串 1 8 9 10 11 12 

@ 

LJ 
5 6 7 S 9 10 11 12 5 6 7 呂 9 10 11 12 5 15 7 自 9 10 11 12 5 15 7 8 9 10 11 12 5 6 7 自由 10 11 12 

5 6 7 呂 9 10 11 12 5 15 7 自 9 10 11 12 5 自 7 自 由 10 11 12 

.'・
. ， 物.，切。品@@@ \~告-白 " I!fo O.PJ. .. ~ .. .. .. t 。 ， .古

• o‘ 
" 。.'

5 自 7 串 9 10 11 12 !l 10 11 12 5157  呂 9 10 11 12 5 6 7 8 !l 10 11 12 5 6 7 自由 10 11 12 

5 6 7 8 9 10 11 12 5 晶 7 自 9 10 11 12 5 15 7 8 9 10 11 12 5 E 7 串 11 1由 11 12 5 車 7 串事 10 11 12 

第71図 土師器血の形態~Ij .時期別法量分布図
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表-10古貨幣の出土遺構表

番号 銭 貨 出土遺構 G(皿m) N (mm) T (mm) g (mm) n (mm) t (mm) 

179 
6枚重なっている
寛永通費 SS29 

181 元祐通賓 SS32中央部 く25> 20 く9> 9 7 < 8 > 

180 
妻美に 「文」 有

SS32北西肩 25 19 10 8 6 9 寛永通賓

178 
6枚重なっている

SK20738 25 19.5 10 7 5.5 く9> 寛永通 賓

193 景祐元賓 整地盛上層(II期) <26> 20.5 <9.5> 9 7 8.5 

187 
穴が八角形

整地盛上層(II期) 25 18 9 8 6.5 9 元符通賓

190 照寧通賓 整地盛上層(II期) 25.5 20 9.5 8.5 6.5 9 

196 祥口口賓 整地盛上層(II期) (25.5) (17.5) (10) (7.5) (5.5) (9目5)

199 開元通費 整地盛上層(II期) 25.5 21. 5 9.4 8目5 7 く8.5>

195 至道元賓 整地盛土最下層 25.5 19.3 9.6 8 6 <9.3> 

198 開元通賓 整地盛土最下層 25.5 21 9.4 8 6.5 <8.5> 

188 紹聖元賓 整地盛土最下層 24.5 18.5 8.6 < 8 > < 7> く8>

189 紹聖元賓 整地盛土最下層 24 18.3 8.5 8 7 8.4 

194 皇宋通費 整地盛土最下層 25 19.8 9 8 7 8.6 

200 開元通賓 整地盛土最下層 (26) (21) (9.5) 9 7 ( 8) 

191 嘉祐通賓 整地盛土最下層 く25> 19 < 9 > 9 7 8 

183 元豊通賓 整地盛土最下層 (23.5) (20.8) (8.5) 9 7 (7.5) 

祥符通資 整地盛土最下層 (8.5) (8 ) (6.3) (7.5) 

182 
墨に「文」有

2区淡茶褐色砂質土 (25.5) 20 (10) 7.5 6 9.5 寛永通賓

197 
裏に文字有

表採 18 10 7.5 5目5 9 
乾隆通賓 25 

186 洪武通賓 工事中採集 23 18.5 8.6 7.5 5.5 8 

184 元豊通賓 工事中採集 24 17.8 8.9 7.8 6 8 

192 嘉祐通賓 工事中採集 25 20 9 9 7 8 

185 元豊通資か? 工事中採集 24.5 19.5 9 8.5 6.5 8.5 

()は破損著しいものりは部分的に破損しているもの
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皿Aa

3 

2 

5 6 7 8 

皿Ac

--
a Fku@@ 
@ι・.".11 • . 

11 12 

1:||| 
皿K

5 晶 9 10 11 12 
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皿Ab

血H

「三II 

皿0

1一一I

第72図 土師器皿の形態別法量表

付表ー11 土師器皿の形態別出土個数

Aa 37(74.0) 111(73.0) 

Ab 5(10.0) 21(13.8) 

Ac 2( 4.0) 4( 2.6) 

H 。 8( 5.3) 

K 3( 6.0) 7( 4.6) 

。 2( 4.0) 2( 1. 3) 

lZ (98) (100.6) 

II期 50個 III期152個

偶数はK以上残存点数を示す。
( )内は%を示す。

13(26.5) 

35(71.4) 

。
。
1( 2.0) ， 

。
(99.9) 

W期 49個

付表 12 出土土器総量

I 主H
49 。
(10.0) 

II 葉月
96 135 
( 8.2) (11.6) 

III 期
73 82 
( 2.1) ( 2.4) 

W 期
40 81 
( 2.7) ( 5.4) 

合計
258 298 
( 4.2) ( 4.8) 

見1古代 中世
数字は総破片点数を示す。

( )内は、%を示す。

。

923 
(79.5) 

3282 
(95.3) 

1385 
(92.0) 

5590 
(91.0 ) 

近世
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5 ま と め

今回の調査は，長岡京跡に関するものはもとより，神足遺跡や勝龍寺城に関する遺構，遺物

の存在，ならびに，永井氏縁の光林寺に関する遺構，遺物の検出，出土が期待された。その詳

細については，今見てきた通り，江戸時代までの遺物が大量に出土し，遺構は，江戸時代のも

のが主であった。

これらの遺構は層位的に検出され，第 I期から第W期にわたる変遷が認められた。出土遺物

から各期の年代を求めると，第 I期は長岡京期とそれ以後，第II期は江戸時代寛永年間以後，

第III期は，江戸時代正徳三 (1713)年前後，第W期は， 18世紀後半以後と見ることができる。

各時期の遺構及ぴ遺物包含層を表にまとめると付表 13になり，その変遷を平面図で表わした

のが，第73図である。今少し，この変遷を掘り下げ，周辺地の遺跡や文献に現われた史跡及び

歴史の沿革に対比してみることにする。

当調査地の北西に隣接して，神足遺跡がある。この遺跡は，弥生時代と古墳時代を中心とす

る幅広い時代の複合遺跡であることは，はじめの項で紹介した。この遺跡が当調査地まで広が

っているか否かを明らかにすることは，当調査の目的のひとつであった。しかし，当調査では，

遺構，遺物とも長岡京に関連するものが最も古しそれ以前のものは全く検出されなかった。

このことから，遺跡の範囲外であろうとの感が強い。ただし，調査トレンチの大部分は，近世

の切土や遺構によって削られており，断言するには及ばなかった。

長岡京に関しては，右京六条一坊十二町の宅地部分の推定位置にある。この時期のものは，

第I期の面で検出された。しかし， トレンチ北辺部の段丘礁層の高まり部分から，数基の土墳

が確認されたにとどまり，遺構の語るところは少ない。遺物は江戸時代の各層に混じって出土

し，中でも第N期の版築層から多く出土した。第 I期同一面で検出された他の遺構は，いずれ

も長岡京期より新しし特に溝SD 20763や落ち込みSX20768及びその上面から検出された遺

構は，最も新期のものである。

鎌倉時代の遺構・遺物は，今日までの神足遺跡に関する調査で，当調査地周辺にまで、広がっ

ていることは，充分に考えられることであった。しかし，当時期の遺構も，近世の遺構等によ

る撹乱が著しし検出きれなかった。ただ，整地盛土(下層)の茶褐色砂質土層から，江戸時

代の遺物に混じって，多くの土器類が出土した。このことから，当調査地にも，中世遺跡が広

がっていたことは確実と言える。

室町時代には，当調査地周辺を本拠とした神足左近次郎信朝(友)が活躍する。また，南方

に位置する勝龍寺城本丸が，細川頼春・師氏によって，暦応二年 (1339)年に築城されたとい

う。当調査では，この時期の遺物や遺構はなく，神足氏や初期の勝龍寺城に関連する成果は得

られなかった。
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付表ー13検出遺構変遷表

時 代 平安時代長岡京期 江戸時代前期~中期 江戸時代中期 江戸時代中期以後

時 期 8世紀末以後 17世紀前半-18世紀前半 18世紀後半 18世紀後半以後

遺構面 第 I 期 第 II 期 第 III 期 第 W 期

土 墳 S'K20760 土葬墓SK20738 火葬墓 A列群 池 S G20703 
11 S K20761 11 S K20739 11 B列群 溝 S D 20701 

遺 11 S K20762 11 S K20740 11 C列群 11 S D 20702 
11 S K20764 11 S K20741 11 D列群 土壌SK20704 
11 S K20765 11 S K20758 溝 SD20718 11 S K20705 
溝 S D 20763 11 S K20759 11 S D20723 11 S K20706 
落ち込み SX20768 土 墳 SK20736 11 S D20725 
ピット 11 S K20742 土壌SK20724 

11 S K20743 墓道
構 11 .S K20751 

11 S K20752 
ピ 、y ト

包 整地盛土 整地盛土 墓道整地層 版 築 層
ノ百色、 11 (最下層) 整地盛土 整 地 盛 土
層 造成盛土(B ) 造成盛土(A ) 

(第 I期)

，.-'"'' .'-"喝?

(第[[[期)

一

品

群
f

〆々A
 
墓浦
市

群

E
P
I
 

官ツロυ

F

轄火

F

群

F

一
列nu 

墓葬火

一
(第 E 期)

"_2l惜y

(第 W 期)

第73図 検出遺構変遷図

問則

包=ζ===='

版築層整地層 山~，
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付表ー14 徳勝寺・光林寺略歴

西暦年 年号年 徳勝寺田各歴 光林寺田各歴 f蒲 考 遺構検出面

1471年 文明二年 野田氏、揚手北口攻撃 (第I期の面の一部か?)

1486年 文明十八年 0道林開基 (5[;亀一年)1571年両寺
1493年 明応二年 0建立 とも勝龍寺城内に含ま
1595年 慶長十年 0神足明神御旅所 れる。

文義故・除地
1619年 天和五年 。光署中興す(往古は蔚ずの前)

1624年 寛永年中 01曹勝寺へ借地移築
1653年永井直j青、勝龍

1640年 寛永十七年 0永井務士30人 寺城主となる
「釈迦浬繋図」寄進 1649年、直清、高槻へ 第II期の面土葬墓

1661年 0光林寺の末寺と 0徳勝寺の本寺となる
寛永年中 なり、真言宗か

1673年 ら浄土宗へ改宗
1679年 延賓七年 0石川主殿頭、両寺を検地

2，276坪余 内光林寺の借地284坪余
1713年 正{恵三年 0火葬骨董墨書

0第1II期の面火葬墓1750年 寛延三年 0寺地問数吟味へ284
坪余

1752年 賓暦一年 0解体本堂棟板
0測量、杭打ち 0第W期の面泉水

1873年 明治六年 0廃寺となる 1，978坪 内光林寺の借地
。建物は村会所として残す 240坪

1985年 昭和六十年 0本堂改築 0右京第207次調査

「野田泰忠軍忠状」によれば，応仁の乱に際し，文明二(1470)年，勝龍寺城揚手北口を攻

めたと伝える。当調査地の南隣には， I西ノ口」の小字名が見られ，この付近に樹手北口があ

ったとする説が有力である。今回の調査における第 I期の面で検出された，落ち込みSX20768 

には，薄〈堆積した炭層があり，野田軍忠状の揚手北口攻撃に関連するのでは，という疑問を

残す。しかし，この落ち込みは，一部の確認しかできず，遺物の有無も明らかでないことから，

即断を避けたい。尚，同一面で検出された溝SD 20763は，落ち込み SX20768の北肩及ぴ西肩

に，ほほ、平行して掘られており，同時期の，相互に関連し合う遺構である可能性がある。

元亀二 (1571)年には，細川藤孝が勝龍寺城を改修し，外堀や土塁が当調査地の北側か

ら西方にかけて築カ通れたと言われている。天正六 (1598)年には，細川lii、ラシャで名高い明智

光秀の娘玉が，藤孝のもとへ輿入れしている。この勝龍寺城は，天正十 (1582)年において，

光秀が山崎合戦の拠点とした。桃山時代には，このように，勝龍寺城に関する記録が散見でき，

当調査地は，土塁や外堀と本丸の間に位置し，域内にあったことが知られている。しかしこの

ような歴史的背景がありながら，今回の調査では，これらを裏付けるものは得られなかった。

当調査の第II期にあたる整地盛土(下層)にある黄色砂質土層からは，渡来銭が多く出土し，

これより新期の遺構等からの出土品に，仏具的内容あるいは，仏教的要素の強い遺物があり，

墓地の存在等から，第II期以降は寺に関連する遺構と考えられる。

当調査対象地は，光林寺境内にあり，調査トレンチの東半分は，調査前まで建てられていた

本堂の西辺部にかかる。また， トレンチ設定位置の西方には，墓地が南北方向に長くある。調

査では，人骨を出土する墓地を検出しているが，現存するこの墓地は詣墓であり，当地域にお

ける両墓制の成立を考える上で，興味深い。このようなことから，当調査の第II期以後の遺構

と光林寺との関連性を明らかにするため，光林寺の履歴にそって，検出遺構の位置付けを試み

たい。
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光林寺現住職木本弘昭氏によると，当

寺は，元来勝龍寺の東方にあったと伝え

られている。また，当寺が現在地へ移る

までは，調査地の東方約20mにあった徳

勝寺(現在は建物を残し，地図に徳詳寺

とある)の土地であったという。光林寺

には，当寺に関連する文書はなく，徳勝

寺跡にも，これに関するものはなかった。

しかし，幸にも，徳勝寺の廃寺に関する

書類が，神足在住の山孝太郎氏によって，

保管されていた。この文書からは，徳勝

寺とともに，光林寺に関することも知る

ことができた。この史料に，光林寺所蔵

の「釈迦浬繋図J(第74図)の裏書き(第

75図)と，今般の改築に伴い解体された

本堂(第76図)の棟板(第78図)の両資

料及び「長岡町二千年」の記述を加えて，

徳勝寺並び、に光林寺の略歴をま

とめると，付表-14のようにな

る。

当調査地の変遷を理解する上

で，当調査地点に重きを置き，

その歴史的画期を付表一14から

求めると，以下の 3期に分ける

ことができる。この 3期は，各

々前期と後期に細分することが

できる。

第lの画期一徳勝寺と光林寺

が，別人が別所に，時期を違え

て建立された時期である。当地

は，この時徳勝寺の土地であっ

たが寛永年中に光林寺が現在地

へ借地して移って来た。両寺が

第74図 光林寺所蔵j里繋図

(寛永17年 6月15日)

第75図 光林寺所蔵j呈繋図寄進者名

(浬禁固裏面)



長岡京跡右京第207次調査 103

第76図 調査前の光林寺本堂(南西から，光林寺所蔵)

第77図 家老横田主水他，永井直清の家臣の墓 第78図 光林寺本堂棟札

第79図 「全廓比丘J無縫塔
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独自建立から，光林寺移動までは，徳勝寺の空地であるから，徳勝寺期と呼ぶことにする。尚，

光林寺の旧来の位置は， Iおパた川側字ゑげの前」又は・「会下之前」と記されている。小字名

には，このような地名が見られない。しかし，土地の人達の話しによると，長岡京市神足焼町

の内にあった地名と伝えられている。当調査地の東400mに南流する小畑川の東で，現在の松

下電子工業長岡工場の中に位置したらしい。

第2の画期一光林寺が，恵ゲの前から現在地に移された時に第2の画期が求められる。第 2

の画期から，次に述べる第 3の画期までを，第 l次本堂期と呼ぶことにする。その時期は，本

堂解体時に発見された棟札の年号から， 17世紀前半から1752年までとする。

第3の画期一光林寺の本堂が，調査前まで建てられていた本堂に改築される時期を第3の画

期と見る。この時期から，今般の改築工事による本堂解体までを第 2次本堂期と呼ぶことにす

る。その期間は，本堂棟札(第78図)から， 1752-1985年であることが明らかである。

当調査の絶対年代が明らかなものは，第III期面で出土した火葬骨壷の蓋があり，この面の一

時期を1713年に求めることができる。その年号及び戒名の一致する文字の刻まれた無縫塔が，

現在の詣墓の墓列に置かれているのが確認できた(第79図ふ)。また，火葬墓SX20708は，一石

五輪塔を石組みに転用しており， 18世紀初頭以降まで続いていたことが知られる。現在整備さ

れた詣墓の墓碑を見ると，実年代の明らかな墓碑の内， 17世紀後半のものが最も古い。第III期

の火葬墓群は，これより古くはならないであろっ。従って，この時期を第一次本堂の後半に求

めることができる。とすると，第II期の土葬墓の時期はこれより古く， しかも古寛永鋳造年代

以後に限られてくる。第II期の座棺墓に副葬された古寛永銭が，その型式から寛永14(1637) 

年以後であることが知られる。従って，この時期を17世紀中葉から後半にかけての時期が与え

られ9 第I期本堂期の前半に対比できる。付言すれば，現在地にある光林寺を閉山した光春上

人(延資五年ニ1677年没)の時期と考えられる。また，第II期の火葬墓の時期と，第III期の火

葬墓の時期は，明らかに隔絶しており，一時的にせよ重なった状況は認められない。これは，

層位的にも明らかである。しかし，出土遺物からは，極端な時代幅は考えられず，むしろ連続

しているものと解される。すなわち，第II期と第III期は， 17世紀中葉から18世紀前半までの連

続した時期の中に置くことができ，その聞に土葬墓が埋め立てられて，火葬墓が整然と配され

るようになったことは明らかである。この埋葬形態の変化と，大がかりな墓地の整備は時を同

じくしている。この変革期の頃を明治六年の「廃寺御届書Jに見ると，寛文年中 (1661-1673

年)に光林寺と徳勝寺が本寺と末寺の関係となり，徳勝寺は真言宗から浄土宗へ改宗したとさ

れている。興味深い記事ではあるが，第II期から第III期への変化との関連は明らかでない。宝

暦二年の文書には，寛永年中に現在地へ移したと書かれていることから，明治のこの記事は，

寛永年中の誤りである可能性がある。

第II期，第III期を通して， トレンチ東辺で確認された整地盛土は，建物のための基壇と考え
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られる。調査による第II期，第III期の面が，光林寺の第 I期本堂に相当することから，その基

壇状の整地盛土は，光林寺本堂の基礎構造ではないかと思われる。第四期の溝SD 20718は，

これに付随する雨落ち溝であろう。

この第III期で検出された 4列の火葬墓群は，火葬墓A列群と B列群に共通性があり， CyiJ群

とD列群に共通性があることは，遺構の項で述べた通りである。すなわち， A. B両列群は，

講を掘りこれを石列によって各墓を区画しているもの (B型式と呼ぶ)であり， C. D両列群

は，各墓が個別に一線上に並べて築かれたもの (A型式と呼ぶ)である。これらは，各墓ごと

に構築方法を見ると，第81図の a-eに細分することができる。これを簡単に記すと，以下の

通りである。

a方式 方形の墓墳を掘った後，長方形を程する石で四周を囲み，木箱に納めた火葬骨を埋

葬して四周の石組みの上面まで埋め戻し，小石を全面に敷き，さらにこの上に上面が

平坦になるように数個の石を列べ置くものである。火葬墓SX20711等がある。

b方式一一墓の区画を石で、表わさず，両隣りの区画石を利用しているもので，その聞に黄色砂

質土を敷いたものもある。構築は，墓墳を掘り，火葬骨を納めて埋め戻して築かれて

いる。火葬墓SX20709がある。

c方式墓壌を掘り，火葬骨を埋納後，四周を小石で区画したものである。火葬墓SX20726 

がある o

d方式 区画石は四周になく，相対する 2辺にのみ認められるもので，この区画石は，両側

に築かれた墓の区画と共有するものである。火葬墓SX20732等に見られる。

e方式一両側の墓に共通する区画石をもち，しかも，他の一辺にも区画石を並べるものであ

る。火葬墓SX20719などがある。

この分類を基に，統計を見ると，次の①~⑤までのことが明らかである。

①C.D列群はAa型式が最も多く， A b型式が一部あり， A c型式は 1例のみである。

②A.B列群はBd . B e両型式がほとんどで Ba型式が一部にある。

③A.B列群のBa型式で築かれたものは， B d又はBe型式のものを一部破壊している。

④Bd.Be型式のものは，度重なる埋葬の痕がみられ，石の動きが著しいものもある。

⑤A型式のものは，一部に火葬後の骨を選んで仏だけを納骨するための小型の骨査による

埋葬が見られ，大型のものはないのに対し， B型式のものは，大人一体分の火葬骨を埋

納できる大型の骨壷による埋葬が一部にあり，仏だけを埋納するものはない。

これを模式図に表わしたのが第80図で，その位置関係や分布状況が一見して確認できる。こ

のうち， A a型式と Ba型式は，墓そのものの構築方法に相異点が認められないことから，基

本的に同型式と見てよしこの型式は， B a . B巴両型式よりは新しいことが，火葬墓SX20 

729とSX20717の関係から明らかである。すると， A. B列群の中では，火葬墓 SX20727の
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東半部， S X 20717， S X 20730， S X 20733の北東隅の各墓が新期のものであることが明らか

であり， C' D列群は， A. B列群より新たに築かれたものであることが知られる。また，埋
ホ卜ケ(1同

葬形態は，火葬骨一体分全てを木箱又は大型骨壷等に納めて埋葬する方法から，選骨して仏だ

けを中型骨壷等に納めて埋葬する方法への変遷がたどれる。さらに，選骨して仏だけを骨査に

納めたと思われる小壷による埋葬法は， A. B . Cの各列群に認められるが，いずれも中央部

からの検出列はなし追葬や子供用の骨量と，思われる。この種の小査には，歯のみを納めたも

のがある。 C列群にみられた中型骨査も，検出位置は中央でないことから，この種のものも，

追葬であろうと思われる。 C列群には，やや主軸を違えた一基が南端にあり(火葬墓SX2070 

7 )，また，北端のAc型式の墓(火葬墓 SX 20726) 

は同列群でも異質の感がある。さらに， C列群のAb

型式の墓(火葬墓 SX20709)とその南の墓(火葬墓

S X20708)は，これより北に列する墓より構造が簡

素で，また石仏等を転用しているなど粗雑で、あること

から，同列群内でも新しいと思われる。

一基の墓のしめる面積を見ると， C. D列群は平均

しており，ほほ、0.8ぼである。 A.B列群のものは，

0.8m'のものから20m'のものまであり，大小さまざま

である。

A'B列群の差は，家族人数の差や身分あるいは社

会的地位の差が考えられるが，明らカでない。しカし 7回
何らかの当時の社会制度と関わっていることは認めら

れよう。このような差は，少なくとも当火葬墓地のC.

lA~ I 11;' IL~ä 1:榊:;i

a 

D列群が構築される段階では認められなくなっている。 第80図 火葬墓型式分類平面略図

口
a b c d e 

第81図 火葬墓の構築法型式分類図
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そして c列群の構築時期は，一石五輪塔等の転用(第87図)と，正徳三年銘の骨壷が当墓列

群の撹乱により破壊されたと考えられることから，古くとも18世紀前葉以後であると言える。

第W期の遺構面は，層位関係から，古くても第III期の骨査の蓋に墨書された正徳三年まで遡

ることはない。このことから， 18世紀中頃以後と考えられ，光林寺の第 2次本堂期と比定する

ことができょう。この本堂は，今般の改築に伴い解体された光林寺本堂である。しかし，第 2

次本堂が，そのままの形で現在まで続いたとは思われない。幾度かの部分的な増改築が予想さ

れる。従って，この本堂の変遷を見るため，これに関する資料として，絵図や地図を見ると有

効であろう。しかし，賓暦二年の文書と明治の徳勝寺履歴写の絵図(第82・83図)では，徳勝

寺と光林寺の位置関係は知り得るが，光林寺の建物は明らかでない。また，徳勝寺に関する絵

図は付されているが，光林寺関係のものはない。これは，文書の主旨からして当然のことでも

ある。今日知り得るのは，大正11年測図の京都市土木局都市.計量課修正の地図(第85図)が

最も古い。これに表された建物と，現在の地図に表された建物(第84図)を比較すると，大略

ではあるが，変化が認められる。例えば，大正の建物は，南北12mX東西20mの長方形の平面

形で，東辺のやや南よりに 1mX3mの張り出しが認められるが，現在の地図では，南北13m

×東西19mの長方形の平面形に，西辺北端に 1mX3mの張り出し，北辺やや西よりに 1mX

6mの張り出し，東辺の南端に，大正11年の地図にみられる張り出しの南に 4mX3mの張り

出しが認められる。各地図の精度も問題であるが，基本形がほとんど変化していないことや，

方位が同じであること等から，大正の地図にみられない張り出し部のほとんどは，大正11年か

ら昭和44年の聞に増築された部分と考えられる。はたして，大正の地図に表された建物が，賓

暦二年の原形を保っていたかどうかは，はなはだ疑問が残る。しかし，長方形の基本形は変ら

ないと思われる。第III期の面と第W期の面の聞に造成盛土があり，墓地が埋め立てられている

ことや，新たな整地盛土や版築層が， トレンチ西半分で検出されていることから，これらの作

業は，現在にまで残った本堂の建築に伴う一連の作業としてなされたものであろう。そして，

版築層が，第III期の整地盛土の西側に張り出す形であることから，第 l次本堂の位置より，や

や西よりに建てられたか，又は，西へ2間分長く建てられたものと思われる。同一面で検出さ

れた池SG20703は，この本堂に付随する泉水で、あったと思われる。残念なことに，解体され

た賓歴二年の棟札をもっ本堂を実見する機会が得られなかった。

現在では，当寺にある墓は詣墓となっている。当地域の埋墓を調査しなければ，明らかなこ

とは言えないが，おそらくは，当所が第III期まで埋墓であったものを，第 3の画期において両

墓制が取り入れられ，詣墓とされ，第W期遺構面以後(=第 2次本堂期)は，別所に埋墓を設

けたのではないかと考えている。

本報告では，光林寺と永井直清あるいはその家臣との関連まで論及するまでには致らなかっ

た。光林寺には，家老横田主水を初めとする直清の家臣の墓があり，また，家臣と在地有力者
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により浬繋図が寄進されている。家老等の墓は，元来勝龍寺の東にあり，これを移したと伝え

るが，詳細は明らかでない。いずれにせよ，永井家と光林寺には，欠かせぬ関連が見受けられ

る。

注1) 現地及び、整理について，白川成明，本田祐生，安藤道子，長谷川陸，藤本滋子，近藤志津子，

小塩礼子各氏の御協力を得た。

2) 岩崎誠「長岡京跡右京第163次(7ANMKI地区)調査概要j長岡京市教育委員会『長岡京市文化

財調査報告書j第15冊 1985 

3) 長岡京跡右京第10・16・24・28・61・163・172・184・187・209次調査として実施されたもので，神足遺

跡に関する多くの成果が得られている。

4) 注 2文献と同じ。

5) 長岡京跡右京第187・209次(7ANMTT地区)調査では，住居祉群が，長岡京跡右京第10・28次

(7 ANMMB地区)調査では，方形周溝墓群と土墳墓群が検出されている。これらの調査における出

土量は豊富で、，そのうち，磨製石剣の多量出土など，特異な内容を含んで、いる。

6) 山本輝雄・久保哲正他「長岡第 9小学校建設にともなう発掘調査概要」長岡京市教育委員会

『長岡京市文化財調査報告書』第5冊 1980 

7) 注 2文献と同じ。

8) 注 6文献と同じ。

9) 長岡京跡右京第94次(7ANQUD地区)・右京第102次(7ANMMK地区)の両調査では木簡や墨書

土器が，長岡京跡右京第10次(7ANMMB地区)・右京第77次(7ANKSM地区)では，墨書土器が出

土している。

岩崎誠「長岡京跡右京第94次(7ANQUD地区)調査略報」側長岡京市埋蔵文化財センター『長

岡京市埋蔵文化財センタ一年報j昭和57年度 1983 

岩崎誠「長岡京跡右京第102次(7ANMMK地区)調査概要」肘長岡京市埋蔵文化財センター『長

岡京市埋蔵文化財調査報告書」第1集 1984 

山本輝雄・久保哲正他「長岡第 9小学校建設にともなっ発掘調査概要」長岡京市教育委員会

『長岡京市文化財調査報告書J第5冊 1980 

山本輝雄・木村泰彦「長岡京跡右京第77次(7ANKSM地区)調査概要」長岡京市教育委員会

『長岡京市文化財調査報告書』第9冊 1982 

10) ホトケは，一般的に喉仏を示すが，当調査で骨壷内から出土したものからは，頭頂骨，蝶形骨，

遊離歯，頚椎，顎骨等さまざまで，適当に選骨して，納められている。



11日

日 長岡京跡出土の江戸時代人骨について

昭和60年の長岡京跡右京第207次調査において， 18世紀初頭に埋葬されたと推定される火葬

骨と，それ以前にさかのぼるとみられる座棺埋葬の土葬骨 1体が出土した。火葬骨は骨壷内に

埋納された 5体のほか，数ヶ所から検出されている。

(1) 火葬骨

性，年齢の判定は多くの場合困難で、あり，記載のないものは成人骨である。

火葬墓SX 20707 

粉状になった人骨片。

火葬墓SX20708 

側頭骨の錐体の破片 2-3点。

火葬墓SX20709 (骨壷内)

頭蓋冠の破片，左上顎骨，下顎

骨，第 lおよび第 2頚椎の破片，

遊離歯12本が検出された。上，下

顎骨は小さいが，第 2大臼歯が蔚

出しているので小児骨とみられる。

火葬墓SX20710 

頭蓋のごく小さい破片が数点。

火葬墓SX20711

遊離歯 l本のみ。

火葬墓SX20712 

粉状に近い細片。

火葬墓SX 20715 
第86図 火葬墓SX20717骨壷(83)埋納火葬骨

左右の大腿骨，上腕骨，尺骨，右目非骨，腔骨など長骨骨体の小破片が多い。それ以外に，頭

蓋骨，下顎骨，遊離歯8本，肋骨，肩甲骨，寛骨，左右の距骨，舟状骨，模状骨，指骨 5本が

同定できた。

火葬墓SX20716 

頭蓋骨片 2-3点と遊離歯7本。

火葬墓SX20717(骨壷内)

破片数は著しく大量で、，大きな破片が多い。長骨の骨体の変形も強<，多くのものは白色を

呈する。

頚椎，尾椎以外の椎骨，肋骨，左右の肩甲骨と寛骨，右膝蓋骨，左距骨，左右の腫骨，すべ
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ての四肢長骨の骨端と骨体，頭蓋骨が同定された。寛骨の形状から男性と判定できるが，四肢

長骨は頑丈で、，後頭骨の骨壁はきわめて厚い。頭蓋骨としては，後頭骨以外の脳頭蓋骨，左右

の上顎骨，下顎骨の右半分が残存する。上顎右の第 1小臼歯と第1大臼歯の歯槽が閉鎖してお

り，矢状縫合と人字縫合はまだ消失していないが，縫合部は癒合している。これらから判断.す

ると，被葬者の死亡時年齢は壮年後半もしくは熟年前半と推定きれる。

火葬墓SX20719 (骨壷内)

人骨片の量は中程度で，破片は小さく，焼骨特有の変形は弱い。頭蓋骨片が最も多く，長骨

骨体の破片がこれに次ぎ，それ以外に胸椎，肋骨，肩甲骨，寛骨の小片と遊離歯6本が同定さ

れたu 頭蓋骨としては左右の側頭骨と頭頂骨，後頭骨，蝶形骨，下顎骨が，長骨としては上肢

骨と大腿骨が残存する。頭蓋冠の骨壁は薄く，縫合は明瞭に認められ，長骨は弱小で、あるので，

小児骨の可能性が高い。

火葬墓SX20720 (骨壷内)

火葬墓SX20717に次いで破片数が多い。人骨の色調は黒色，ネズ色，茶色と変化に富み，

長骨の変形は強い。四肢長骨の破片が最も多く，頭蓋骨，椎骨がこれに次き¥それ以外に肋骨，

肩甲骨，中手骨，指骨，寛骨，左膝蓋骨，左右の距骨が検出された。長骨では上肢，下肢骨の

ほとんどすべての骨が，椎骨では胸椎と腰椎が，頭蓋では頭蓋冠の骨と右上顎骨，下顎骨が同

定された。長骨は頑丈で、，下顎左の側切歯の歯槽が閉鎖し，椎骨の骨体には噛状の骨増殖が認

められるので，被葬者は壮年後半の男性であった可能がある。

火葬墓SX20726 (骨壷内)

頭頂骨，蝶形骨など頭蓋骨片が数点と遊離歯2本，および第 1，第 2頚椎だけである。変形

はほとんどみられない。

火葬墓SX 20727 

破片数は少なし破片の大きさも小さい。上腕骨，大腿骨，腔骨など四肢長骨と頭蓋冠の破

片が比較的多く，それ以外に椎骨，肋骨，肩甲骨，寛骨，腫骨の破片が僅か残存する。頭蓋骨

は薄く長骨は，小さいので若年個体の遺骨と推定される。

火葬墓SX2072B 

頭蓋冠と下顎骨の小破片がごく少量検出された。

火葬墓SX 20729 

小破片であるが，量的にはかなり多い。大腿骨，上腕骨，榛骨，尺骨などの四肢長骨がやや

多く，後頭骨，側頭骨，頭頂骨，下顎骨など頭蓋骨がこれに次いで多い。第 2-第4頚椎，胸

椎，肋骨，肩甲骨，右月状骨，左舟状骨， 中手骨，寛骨，腫骨が検出され，遊離歯10本が残存

する。後頭骨の骨壁が厚いので男性とみられるが確かではない。

火葬墓SX 20730 
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椎骨，肋骨，長骨骨体のいずれもきわめて小さい破片がそれぞれ数点ずつ残っている。

火葬墓SX20731

量的に少なく，やや大きな破片が若干あるが多くは小破片である。頭蓋冠，下顎骨など頭蓋

骨と，左右の上腕骨，尺骨，大腿骨，腔骨など四肢長骨片が多く，胸椎の破片数点と肋骨2-

3点が残存する。頭蓋冠の骨壁は薄く，下顎の第3大臼歯は末蔚出，長骨は小さいなど，被葬

者が小児であった可能性が高い三とを示している。

火葬墓SX 20732 

破片数はきわめて少なし頭蓋冠，右上顎骨，大腿骨，腔骨が同定された。これも頭蓋骨の

厚さ，長骨片の大きさから小児骨とみられる。

火葬墓SX 20733 

遊離歯l本と長骨のきわめて小さい破片 1点。

これら以外に，整地盛土層(頭蓋骨，長骨)， S K20743(骨粉)， S K20758(頭蓋骨)， S K20738 

(頭蓋骨)， S K20742(長骨)， S K20737(骨粉)， 2区第III期造成盛土の淡茶褐色砂質土(大腿骨)，

4区SD20722(長骨)，トレンチ西部(骨片)から 1-2点，多くて数点の骨片が検出された。

(2) 土葬骨(図版46，付表一 15)

土葬墓SK 20738 

頭蓋骨，第lおよび第2頚椎，左右の大腿骨，腔骨" E非骨が残存するが，頚椎と下肢骨はいず

れも小破片で〉頭蓋骨だけがよく残っている。しかし頭蓋の骨質はきわめて脆弱である。

頭蓋骨は，脳頭蓋の後方半分を大きく欠損するが，顔面頭蓋は比較的よく残っている。欠損

部は左右頭頂骨の冠状縫合よりの部を除く大部分，後頭骨の後頭平面，底部，前頭骨と左側頭

骨のそれぞれ一部，左右の頬骨弓，鼻骨下部，下顎骨の左右の関節突起と筋突起などである。

上顎左右の中切歯と右の側切歯， 下顎左の第 2大臼歯以外の歯は，上下顎に釘植しているが，第

3大臼歯は末蔵出で，下顎右の第1，第2大臼歯は脱落し歯槽が閉鎖している。

眉弓の隆起は強<.項線も明瞭であるなど男性的特徴が顕著であり，大臼歯の磨耗は強いが，

小臼歯とくに下顎の小臼歯にはほとんと守磨滅が認められず，冠状縫合は内板では消失している

が外板では明瞭に認められる。これらを総合すると，被葬者の死亡時年齢は壮年後半と推定さ

れる。

脳頭蓋の最大長は計測できないが，かなり長し最大幅は中程度であり，長幅示数は中型の

下限あたりに入るとみられる。耳ブレグマ高は著しく低い。左の舌下神経管の二分以外に特記

すべき頭葦小変異は出現していない。

オトカ、、イ高が高いため顔高はそれほど低くないが，上顔高は著しく低い。頬骨弓幅，中顔幅

ともに正確に測れないが，頬骨弓幅は130-133mm程度，中顔幅は95mmと推定され，コルマンの

顔示数は中型と高型の境，上顔示数は低型，ウィルヒョーの上顔示数は低型の下限に入る。眼
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寓示数は中型，鼻示数は低型と中型の境にある。鼻根部はやや陥凹しており，歯槽側面角は正

確には測れないが，歯槽性突顎はかなり強い。眼嵩間幅は狭く，鼻根部の肩平性は弱い。下顎

骨体は高く，厚い。

本資料の計測値と示数を近畿地方の江戸時代人である堺環濠都市遺跡(池田・片山， 1984)， 

堺向泉寺跡遺跡(池田・片山， 1983)，大阪吉原墓地(欠田， 1959)出土の男性と比較した。

長岡京跡資料は，脳頭蓋の最大幅は他の近畿江戸時代人と大差ないが，高径が著しく低い。

顔面の幅径もほとんど一致するが，上顔高が低い。したがって顔示数ではあまり差はないが，

上顔示数は小さい。眼寓示数，鼻示数は大阪とほぼ一致し，堺環濠都市よりはるかに低いが，

これは後者の方を特異とみるべきである。下顎骨の骨体は他よりも高く厚い。

以上，長岡京跡出土の江戸日寺代男性の特徴は，脳頭蓋および上顔高が低<.下顎骨が高〈頑

丈である以外，大阪出土の江戸時代人によく似ている。

文献

池田次郎・片山一道「堺市向泉寺跡遺跡近世墳墓群出土の人骨についてJ (堺市教育委員会

『堺市丈化財調査報告』第12集 1983 Pll 70-86 

池田次郎・片山一道「堺環濠都市遺跡一調御寺跡一出土の近世人骨についてJ (堺市教育委

員会「堺市文化財調査報告』第20集 1984 Pll 178-195) 

欠田早苗「畿内人頭蓋骨の人類学的研究現代畿内人骨と江戸時代後期墳墓骨についてJ W人

類学輯報~ 25 : 53-83 1959 
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付表 15 頭蓋骨の計測値と示教(男性)

長岡尽跡

2 aナジオン・イニオン長 (170) 

5 基 底 長 (95) 

8 最 大 幅 140 

9 最小前頭幅 (90) 

10最大前頭幅 124 

20 耳ブレグマ高 111 

22 カ ロ 、y ア向 (104) 

24 横 弧 長 (315) 

26 正中矢状前頭弧長 129 

29 正中矢状前頭弦長 110 

32(1)前頭傾針角 62 

32(5)前頭轡曲角 (129) 

~ 幅耳ブレク'7高示数 79.3 

~カロッテ高示数 (61.2) 

%横前頭示数 (72.6) 

%横前頭頭頂示数 (64.3) 

%矢状前頭示数 85.3 

40 顔 長 (101) 

42 下 彦員 長 (118) 

43 上 顔 中高 (100) 

44 両 日艮 寵 幅 93 

46 中 顔 幅 (95) 

47 顔 局 119 

48 上 顔 高 62 

50 前眼笥問幅 16 

F 鼻根横弧長 19 

51 ~艮 寄 中面 白 40 

肘 41 

52 ~艮 宿 高 由 32 

制 34 

54 鼻 幅 (25) 

55 鼻 高 (49) 

57 鼻骨最小幅 5 

61 上顎歯槽幅 59 

69 オ ト ガイ 高 35 

69 (3)下 顎 体 厚 15 

72 全 1~U 面 角 87 

%顔 刀三 数 (吋 (125.3) 

%上顔示数(吋 (65.3) 

党; ~艮寓示数回 80，0 

肘 82.9 

f弘前眼寓開示数 17.2 

~鼻根轡曲示数 84.2 

来鼻 刀三 数 (51.0) 

%前頭両目艮寵示数 (90.0) 

堺 大阪

環濠都市 向泉寺跡 吉原墓地

165 

103 102 100.7(22) 

140 138.5(2) 140.6(31) 

92 89.0 (2) 92.6(35) 

109 111 114.6(31) 

119 121.0 (3) 118.5(27) 

107 109.4(25) 

314 328.0 (2) 324.5(2円

123 125.0(2) 125.4(28) 

111 110.0 (2) 109目9(28) 

63 67 64.0 (21) 

133 129 

85.0 88.5 (2) 

64.8 62.2(30) 

84目4 82.0 80.5(29) 

65.7 67.9 65.8 (30) 

90.2 87.0 87.0(37) 

99.8 (11) 

113 

103 103 103.3(23) 

96 98.3 (23) 

95 95 99.9(22) 

137 

68.4 (12) 

16 18.8 (24) 

20 

42 42.0(23) 

43 

36 33.7(2司

36 

22 26.7(23) 

57 52，0(25) 

3 10 7.7(23) 

62 64.2(20) 

12 13.0 (3) 

80.9(9) 

144.2 
67.7(1的

85.7 80.1 (23) 

83，7 

16.7 19.2(2自

80.0 

38.6 51. 8 (23) 

89.3 89.4(22) 

吉原墓地の( )内は例数



(1) 

(3) 

(5) 
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(1)石仏(火葬墓 SX20708出土)
(2)石仏(溝SD 20702出土)
(3)墓碑基礎部(火葬墓SX20708出土)
(4)一石五輪塔(火葬墓SX20708出土)
(5)五輪塔火輪部(火葬墓 SX20708出土)

(2) 

(4) 

第87図 火葬墓他出土墓碑



第4章長岡京跡右京第213次 (7ANGKT地区)調査概要

一右京南一条四坊四町@一条四坊一町・南一条大路一

はじめに

1 本報告は、 1985年11月22日から12月24日まで、長岡京市井ノ内頭本 3-3他において実施

した長岡京跡右京南一条四坊四町・一条四坊一町・南一条大路推定地および、上里遺跡の発掘

調査に関するものである。

2 本調査は、重要遺跡確認調査の一貫として行ったもので、調査面積は約360ぼである。

3 調査は、長岡京市教育委員会が主体になり、国庫補助事業として実施した。現地調査は長

岡京市教育委員会管理課文化財係中尾秀正が担当した。

4 調査後の遺構・遺物の図面整理および製図は、中尾、渡辺美智代、赤木恵が主に行った。

5 調査実施にあたり、土地所有者である長谷川弥一氏をはじめ、乙訓若竹苑ほか近隣住民の

ご協力を得た。また調査中には、京都文教短期大学教授中山修一氏、(財)長岡京市埋蔵文

化財センタ一等からご指導、ご援助を得た。

6 本報告の編集・執筆は中尾が行った。

〆

第88図 発掘調査地位置図(1/5000)

co 
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2 調査経過

当調査地は，長岡京市の北部にある井ノ内地区の集落から西約100mの地点で、標高約41m

の洪積台地の縁辺部に位置し、北方約150mに善峰川旧流路によって形成された氾濫低地との

傾斜変換線が東西に通っている。当地はかつて竹薮であったが、現在開墾され畑となり、周辺

まで宅地開発が進んできている。

長岡京条坊復原によると、当地は右京南一条四坊四町・一条四坊一町にあたるとともに調査

地のほほ中央部を南一条大路が東西に通ると推定される。また、縄文時代~古墳時代の集落遺

跡である上里遺跡の範聞にある。

当地の周辺には、西方約400mの竹薮中に古墳時代後期の前方後円墳である井ノ内車塚古墳

が、その西方に後期の芝古墳群があり、円墳・方墳・前方後円墳などが散在している。一方，

一持ー117，520.0
V 

一-)(-寸17，560.0

/'弐、、 一-)(-117，600.0 

芋-28，520.0 Y~-2a，480.。 Y~-28，44o.0 

第89図調査地周辺図 (1/1000)
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南方に弥生時代~古墳時代の集落遺跡である井ノ内遺跡が広がり、古墳時代後期の小西古墳・
(1) 

稲荷塚古墳、中世の井ノ内城館跡などが確認され，当地のすぐ南西の小字宮山には「続日本紀」

大賞二 (702)年 7月4日条にみえる乙訓坐火雷神社(現角宮神社と推定)の旧社殿があった

と推定されている。さらに北方約130mの所にナイフ形石器が発見された頭本遺跡がある。

また周辺での発掘調査では，調査地のすぐ東側で行われた右京第21・27次調査のうち府道向

日善峰線より北側で，奈良時代の溝，中世の溝・土壌や縄文土器(後期)・平安時代の土器類

が出土している。またこの道路の東側にある乙訓若竹苑建設の際に行われた右京第 107次調査

で，古墳時代後期の土墳墓 2基とともに中世の集落に関係する溝・土壌などが検出され，さ

らに当地南東での右京第48次調査で，中近世の遺構とともに弥生時代中期の溝が発見きれて

いる。

ところで，今回の調査は長岡京跡とくに南一条大路の検出と合せて、上述した先土器時代か

ら中近世に至る遺構を検出する目的で実施した。

調査トレンチは南一条大路推定地に幅約10mX長さ約21mの南北トレンチ (Aトレンチ)を

設定した。しかし，調査が進むにつれて南一条大路に関係する遺構等が検出されなかったため，

Aトレンチの北西に幅10mX長さ約13mの東西トレンチ (Bトレンチ)を新たに設定した。

調査はAトレンチで耕作土を重機で除去した後，人力で遺構の検出に努めた。 Bトレンチで

は，耕作土が浅かったため，当初から人力で作業に取りかかった。調査の結果，当初の期待に

反し，南一条大路は検出されず，おもに近世以降の溝・土墳などが検出されるにとどまった c

調査後，重機および、人力によって旧状に復した。

3 検出遺構

調査地の基本層位は，耕作土の直下で暗褐色砂喋又は暗貰褐色土の地山となり， Bトレンチ

では耕作土と地山との聞に厚さ0.2-0.3mの褐色土が堆積している。以下，各トレンチごとに

調査の概要を述べていく。

Aトレンチ(第89・91図，図版47-2圃49-1・2) 

基本層位は，耕作土の直下で暗褐色砂喋又はH音黄褐色土の地山となる。地山面には，トレンチ

の中央部から南部にかけ，地形に沿って北西から南東にゆるやかに斜傾する幅約10m，深さ約

0.5mの凹地があり，現在のように平坦化される以前は起伏をもっ地形であったことが明らか

になった。この凹地には，南端の一部に茶褐色土が堆積し，その上を褐色土が全域を被った後，

東部の南端の一部が土壌SK21302により開削され，人頭大~拳大の喋，喋まじりの褐色土・淡

茶褐色土・淡茶褐色砂礁が堆積している。さらにその上を暗褐色土が被っている。これらの土

層中からは，古墳時代から中世にかけての須恵器・土師器圃平瓦・瓦器などとともに近世以降

の陶磁器・瓦・銭貨(寛永通賓)・鉄器(鎌など)が出土している。
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検出された遺構には，溝SD 21301・土墳SK21302・溝SD 21303と柱穴群がある。

溝5021301 北部の地山上面で検出したほぽ真東西方向の素掘り溝で、幅0.3-0.4m，深

さ0.2mを測る。部分的に後世の削平を受けているが西から東へ流れる。理土は暗灰色砂質土

で，須恵器(護)片と土師器片がわずかに出土した。

土境SK21302 凹地に堆積した褐色土上面から掘り込まれた土壌で，東西2.5m以上を測

る。人頭大~拳大の喋と喋まじりの褐色土が堆積していたが，遺物は出土しなかった。おそら

く開懇中に出た聴を埋めるために掘られた土墳であろう。

溝50213日3 凹地の地山面で検出された東西方向の溝で，幅0.5m，深さ0.2mを測る。

埋土は拳大の喋が混じる淡茶褐色土で¥遺物は出土しなかった。

なお，凹地の地山面で検出された柱穴群は，径0.2-0目8mの円形の掘形で，埋土はすべて暗

灰褐色土である。一部の柱掘形から須恵器・土師器とともに近世以降の陶磁器類の破片が出土

している。

Bトレンチ(第90・91図，図版48・49-3・4) 

遺構は，上層と下層の二つに大別される。上層では，耕作土直下の褐色土上面で検出きれた

掘立柱建物SB 21304と，褐色土を除去した段階で検出された土壌SK21305・溝SD 21306土墳

S K21307・柱穴群がある。さらにその下層では土師器・須恵器の破片と鉄器(釘)を含む赤

褐色粘質土・拳大の喋・茶褐色粘質土・責褐色粘質土が混じる褐色土が堆積した自然の凹地が

確認されたが，遺構は検出されなかった。

掘立柱建物5821304 トレンチの東部で検出された 1間四方の東西棟で，東西4.7m，南

北5.8・6.0mの柱聞を測る。径0.35m前後の円形の柱掘形で、埋土は暗灰褐色土(黒炭混り)

で中から須恵器嚢の少片が出土している。この建物は，柱掘形が小規模で、柱聞が広いことから，

おそらく農作業用小屋程度の簡単な建物と思われる。

土嬢SK21305 トレンチの東南部。赤褐色粘質土上面で検出された北西~南東方向の土壊

で，幅1.7mX長さ4.6mの長方形を呈する。深き約O目8mで，北西から南東にしだいに浅くな

る。埋土は上からO.lmまで褐色土，その下は離となり，中から土師器・須恵器の破片ととも

に近世以降の陶器・瓦・鉄器などが出土している。おそらく開懇中に出た離を一括して投棄し

たもので、あろう。

溝5D21306 トレンチの東南部。赤褐色枯質土および褐色喋(地山)の上面で検出され

た，やや北側に轡曲する溝で，途中土墳SK21305に，西側を土墳SK21307によって削平を受

けている。埋土は褐色土で、中から土師器皿の小片がわずかに出土している。

土境SK21307 トレンチ南西部。赤褐色粘質土・貰褐色粘質土(地山)の上面で検出さ

れた不定形な落ち込み状の土墳で，深さ0.5mを測る。中に掌大~拳大の喋，焼土，黒炭，暗灰

褐色土，暗褐色土などが堆積し，土師器・須恵器・灰紬陶器・瓦器・瓦とともに近世以降の陶
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磁器の破片が出土した。とくに喋層を除去した段階で，焼土が2ヶ所で集中し，うち 1ヶ所で

焼土壌が認められ，中から竹の炭片などが出土している。

柱穴群 トレンチの北部および東半部の暗褐色砂喋および黄褐色土の地山上面で検出した

円形又は陪円形の掘形の柱穴群で，埋土は褐色土で，遺物は出土していない。

3 出土遺物(第92図・図版50)

本調査では，古墳時代から近代に至る各時代の遺物がコンテナ 3箱出土している。その種類

も，土師器・須恵器・灰柑陶器・瓦器・陶器・磁器・瓦・鉄器・銭貨など各種である。近世~

近代にかけてのものが大半を占め，古い時期の遺物はほとんど新しい時期のものと共伴してい

る。これらの遺物は，ほとんど包含層から出土し，多くは細片化しているため実測不可能で、あ

った。

Aトレンチでは， (1・5. 7・8)が暗褐色土層から， (3・13)が褐色土層から出土して

いる。 Bトレンチでは， (4)が褐色土層から， (11・12)が喋層から， (9・10)が暗灰褐色

土層から， (2・6)が土壌 SK21305から出土している。

皿(3 )と嚢 (4)は土師器で， (3) は二次焼成を受け暗茶褐色を呈する。杯 B (1) 

と蓋(2 )は須恵器である。(5 )は輸入磁器の青磁碗で，鏑連弁文を有する龍泉窯系のも

の。(6 - 8)は陶器。(6 )は嚢底部で，外面に右上り方向の平行タタキを行い，茶褐色の

粕を施す。内面は粗くなでる。(7 -8 )は灯明皿。(7 )は受け付皿で切り込みを有するも

ので，外面は口縁部を横なでし，以下底面まで削る。内面のみに貰灰色の利を施す。口径

4.9cm，器高1.lcmを測る。他に口径10cm前後の大きい受けが付くものがあり，内面に黄灰色又は

灰色の粕を施しているが，切り込みの有無は不明である。(8 )は皿状の体部中段に小突起を

付して芯立てとするが，小突起の上部は欠損しているので不明。外面は口縁端部を横なでし，以

下底面まで削る。内面および口縁外面の一部に黄灰色の粕を施す。(7 -8 )は京焼で， 18世

紀前半以降と思われる。 (9-12)は国産の染付。皿(9 )は口径に比べ小振りの輪高台に浅

い体部がつく。総紬で内面に松葉文を描き，見込蛇ノ目:紬ハギである。皿(10)は広い口径の

体部に蛇の目高台がつく。総粕で，内外面とも貫入が多くみられる。外面に唐草文を描き，見

込みに山水図を描く。茶碗(11)は口径10.2cm器高5.8cmで，高台は径5cmで口径の約Mと大

きくゆるやかに内轡しながら立ちあがる。総粕で，外面に草花文を描き，コンニャク判による菊丸

文を施し，高台外面には圏線がめぐる。内面には見込みと口縁部に圏線がめぐり，見込みに文

様を施す。仏飯器 (12)は脚台に小碗をのせた形態で，碗部は内轡する。文様は体部を破損し

ているため不明。(9 -12)はいずれも伊万里産で18世紀末以降と思われる。 (13)は軒丸瓦で，

左巻きの三巴文で，その周りに珠丈をめぐらす。瓦当面は平滑で、，良好な焼成で銀化し光沢も

みられ， 18世紀以降と思われる。
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今回の調査で検出した遺構は，ほとんど18世紀末以降のもので，当初期待していた長岡京跡

および上里遺跡に関するものは検出きれなかった。ただAトレンチで検出した溝SD 21301は，

須恵器と土師器の小片をわずかに出土したのみで，その時期を明らかにし得ないが，ほほ、真東

西方向をもつもので留意される。また出土遺物に近世以降の陶磁器類などとともに古墳時代後

期からの土器類の破片があることは，周辺の発掘調査で確認されている古墳時代から中世にか

けての遺構が当地まで、広がっていたことを裏づけていると思われる。

また，近世から近代までの遺物の中に土師器の小皿や陶器の灯明皿が比較的多く出土してお

り，調査地の東隣にある「杜乃神神社J (第94図)との関連が注目される。ちなみにこの神

社についてふれておこう。この神社は，南北にやや細長い，約260m'の敷地のほぽ中央に南面

した，幅2.5m，奥行1.5mの洞があり，その前に唐獅子と石灯篭が1対ずつ置れている。この神

社の由来等について，神社の土地所有者である井ノ内南内畑在住の岡本隆氏は，「この地は古

くから地元の人たちが「お札」を焼く場所であった。それを祖父が大正末から昭和初に嗣を建
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第94図 井ノ内集落周辺の旧地形と小字名(昭和11年)

て把ったのが始まりで，お札には「神符』と書かれており，お札を焼くのは神を捨てることと

考え，捨(シャ)が杜(シャ)になって「社乃神神社」となった。嗣の中には人頭大の岩3個

があり御神体として把られている。」と言う。

このように，この神社の創建は新しいが，古

くから「お札 Jを焼く祭場の地であったと伝え

るが，その性格と起源については明らかにされ

ていない。いま，当地の位置と集落との関係，

御神体，『神符』と書カ通れたお札，「シャノカミ」

の社名などから，その性格と起源について検討

してみよう。

当地は小字「頭本」の東端で，現井ノ内集落

の西境にある。現井ノ内集落の周辺(第93図)

には，集落の東方に「上東ノ口J I下東ノ口J，

北方に「北内畑J I北裏J，南に「南内畑J，西

に「西ノ口」と言った地名が遺存し，市内の開

田・勝竜寺・友岡の各地区に見られるように，

これらの地名は集落の東西南北の方向と合せて 第95図 社乃神神社
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村の出入口を意味していると思われる。ところで，現井ノ内の集落の形成過程については，こ

れまでの研究の中で，南北朝時代に「井内」と「野村」の二村が独立していたが室町時代に集
(4) 

村化したものではないかといわれ，先にみた地名はそれ以降に形成されたものとみてよかろう。

このような現井ノ内集落の西の境の入り口に位置している当地が，かつての「お札」を焼く

祭場であり，岩を御神体として把られていることから，もともと当地が塞の神・境の神としての

性格をもっていたのではないかと想起させる。この信仰は，境内に邪神(疫霊悪鬼)が入

りこまないように，また反対に境内での災を起きしめる邪神を境外に追いやるために境を守

る神を把るというもので， 自然石や石碑に道祖神あるいは塞の神圃歳の神とだけ刻んだものな

どが安置されているl場合が多い。この信仰は，道祖神などが多くのこる東日本によくのこって
(5) 

いるが，かつては西日本も含めて全国に広がっていたと推測されており，長岡京市長法寺にも

「祭ノ神」という小字が残っている。また，京都市右京区嵯峨愛宕町にある愛宕神社を信仰す

る，いわゆる愛宕信仰においても，火防の神・火伏の神としての信仰性格とともにこの塞の神

・境の神としての性格が認められ，村の入口といわれる所に愛宕様の札を竹にはさιでおく習
(6) 

{谷が伝えられている。
シャノカミ ザイ カミ

さらに窺って考えると，当社の社名吋土乃神』は「塞の神」が転じたものと解すことができ

るのではなかろっか。

しかし，その結論は今日井ノ内地区の産士神として把られる角宮神社や井ノ内集落の研究と

合せて，今後の研究に委ねなければならないことは記すまでもない。

注 1) 長岡京跡右京第21・27次調査において，幅1.7m，長さ約23m以上の方形区画の北西隅に想定

される溝が検出され，何らかの施設をとり囲む外郭施設と推定され， 13世紀初頭前後の中世居館

跡に関係するものとみられている。

2) 高橋美久二ほか「長岡京跡昭和53年度発掘調査概要」京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査

概報 (1979)~ 1979年

奥村清一郎ほか「長岡京跡右京第27次発掘調査概要」京都府教育委員会『埋蔵文化財発掘調査

概報 (1980)~ 第 2 分冊 1980年

3) 山下正「長岡京跡右京第107次J (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター『京都府遺跡調査

概報」第 8巻 1983年

4) ~京都府の地名」平凡社 1981年「井内村」項 (283頁)

5) 桜井徳太郎編『民間信仰辞典」東京堂出版 1980年 「道祖神」項 (202頁)

6) 同上 「愛宕様」項(9頁)
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長法寺七ツ塚古壊群第 1次調査

1 七ツ塚古墳群遠去(1983午、(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター撮影)

2 七ツ塚古墳群全景 (1946'1三、米軍撮影)
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5号墳と周涼SD13801検出状況

(1983¥1'-，京都府理蔵文化財調査研究センタ 撮影)

長法寺七ツ塚古墳群第1次調査
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第6トレンチ全景(凶から、完掘後)

2 第6トレンチ全景(南から、完掘後)

長法寺七ツ塚古墳群第1次調査

図
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長法寺七ツ塚古墳群第 1次調査
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囲

1 周濠SD13801全景(凶から、調査中)

2 同j豪SD1380lの遺物

の出土状況 Utから)



長法寺七ツ壕古墳群第1次調査

1 第 lトレンチ全甘(東から)

2 $2トレンチ全呈(州から)
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長法寺七ツ壕古墳群第 1次調査

1 第:ヲトレンチ全景(東から)

2 第4トレンチ全封(西から)

図

版

--'-ノ、



図

版

七

左
足
・
騰
し

調次
山

首

m群墳古塚y
 
七寺法長

週一

f 
J 

~-f 

~ 
J 
~ j 

f 

鉄

車
婦、

掴

1 6号墳全景(南から)

事1

2 6号墳墳丘断面(西から)



長法寺七ツ塚古墳群第1次調査

19 

20 

4 
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出土遺物 その3(7号墳採集)

長法寺七ツ塚古墳群第 1次調査
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1 ;草SD16305検I引の 2・3・4トレンチ全岩(北京から)

2 溝SD 16305-(B)全民(:3トレンチ 市から)

長岡京跡右京第163次調査
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1 SD 16305-(C)全景(南から)

2 SD16305断面(第2トレンチ南町面)

長岡京跡右京第163次調査
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長岡京跡右京第163次調査
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